
 

令和元年 第3回 飯塚市議会定例会 議案 

議案番号 件    名 摘要 ページ 

７８ 令和元年度 飯塚市一般会計補正予算(第1号)   

７９ 令和元年度 飯塚市介護保険特別会計補正予算(第1号)   

８０ 
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条

例 
 ５ 

８１ 
不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

備に関する条例 
 ３５ 

８２ 飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例  ３９ 

８３ 
飯塚市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例 
 ４１ 

８４ 
飯塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例 
 ４５ 

８５ 飯塚市介護保険条例の一部を改正する条例  ４７ 

８６ 
飯塚市交流センター条例及び飯塚市ふれあい交流センター条例の一

部を改正する条例 
 ４９ 

８７ 飯塚市交流センター条例の一部を改正する条例  ６４ 

８８ 飯塚市健幸プラザ条例の一部を改正する条例  ６９ 

８９ 飯塚市地方卸売市場条例の一部を改正する条例  ７３ 

９０ いいづかスポーツ・リゾート条例  ７５ 

９１ 飯塚市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例  ８０ 

９２ 飯塚市病院事業条例の一部を改正する条例  ８４ 

 

 



 

議案番号 件    名 摘要 ページ 

９３ 市道路線の廃止  ８６ 

９４ 市道路線の認定  ８８ 

９５ 
専決処分の承認(令和元年度 飯塚市小型自動車競走事業特別会計補

正予算(第1号)) 
 ９１ 

９６ 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意を求めること   

報告 

第12号 

専決処分の報告(交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれ

に伴う和解) 
 ９２ 

報告 

第13号 

専決処分の報告(交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれ

に伴う和解) 
 ９４ 

報告 

第14号 

専決処分の報告(車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及び

これに伴う和解) 
 ９６ 

報告 

第15号 

専決処分の報告(人身傷害事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ

れに伴う和解) 
 ９８ 

報告 

第16号 
継続費繰越計算書の報告(平成30年度 飯塚市一般会計)  １０１ 

報告 

第17号 
繰越明許費繰越計算書の報告(平成30年度 飯塚市一般会計)  １０３ 

報告 

第18号 

繰越明許費繰越計算書の報告(平成30年度 飯塚市地方卸売市場事業

特別会計) 
 １０６ 

報告 

第19号 
事故繰越計算書の報告(平成30年度 飯塚市一般会計)  １０８ 

報告 

第20号 
平成30年度 飯塚市下水道事業会計の予算繰越  １１０ 

報告 

第21号 
平成30年度 飯塚市土地開発公社の決算  １１２ 

報告 

第22号 
令和元年度 飯塚市土地開発公社の事業計画及び予算  １１３ 

報告 

第23号 
平成30年度 公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の決算  １１８ 
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報告 

第24号 

令和元年度 公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の事業計画及び

予算 
 １１９ 

報告 

第25号 
平成30年度 一般財団法人サンビレッジ茜の決算  １２８ 

報告 

第26号 
令和元年度 一般財団法人サンビレッジ茜の事業計画及び予算  １２９ 

報告 

第27号 
平成30年度 一般財団法人筑豊勤労者福祉協会の決算  １４４ 

報告 

第28号 
令和元年度 一般財団法人筑豊勤労者福祉協会の事業計画及び予算  １４５ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 





議案第80号 

 

消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例を次のよう

に定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

消費税率及び地方消費税率の改定に伴い、関係条例の規定の整備を行うため、本

案を提出するものである。 

 

 

消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例 

(飯塚市立学校施設の目的外使用に関する条例の一部改正) 

第1条 飯塚市立学校施設の目的外使用に関する条例(平成20年飯塚市条例第11号)の

一部を次のように改正する。 

別表中「830」を「840」に、「420」を「430」に改める。 

(飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目的外使用に関する条例の一部改正) 

第2条 飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目的外使用に関する条例(平成24年飯

塚市条例第29号)の一部を次のように改正する。 

別表中「730円」を「740円」に、「720円」を「730円」に、「370円」を「380

円」に、「630円」を「640円」に改める。 

(飯塚市公民館条例の一部改正) 

第3条 飯塚市公民館条例(平成18年飯塚市条例第90号)の一部を次のように改正する。 

別表中「210円」を「220円」に、「970円」を「990円」に、「460円」を「470

円」に、「720円」を「730円」に、「420円」を「430円」に、「390円」を「400円」

に、「550円」を「560円」に、「240円」を「250円」に、「320円」を「330円」に、

「990円」を「1,010円」に、「1,190円」を「1,220円」に、「1,440円」を「1,470

円」に、「1,220円」を「1,240円」に改める。 

(飯塚市文化会館条例の一部改正) 
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第4条 飯塚市文化会館条例(平成18年飯塚市条例第91号)の一部を次のように改正す

る。 

別表の1を次のように改める。 

1 会館利用料金 

(単位：円) 

時間区分 

利用区分 

9時 か ら

12時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時 か ら

17時まで 

13時から

22時まで 

9時 か ら

22時まで 

大

ホ

ー

ル 

 

基 本 利 用 料 金

(入場料を徴収

しない場合) 

 

平日 23,100 34,650 43,890 55,440 75,070 92,400 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,720 41,580 53,130 66,990 90,090 110,880 

入場料の最高額

が 1,000円未満

の場合 

 

平日 34,650 51,970 65,830 83,160 113,190 138,600 

土曜日・

日曜日・

休日 

41,580 62,370 79,690 100,480 135,130 166,320 

入場料の最高額

が 1,000円以上

3,000円未満の

場合 

平日 46,200 69,300 87,780 110,880 150,150 184,800 

土曜日・

日曜日・

休日 

55,440 83,160 106,260 133,980 180,180 221,760 

入場料の最高額

が 3,000円以上

の場合 

 

平日 69,300 103,950 131,670 166,320 225,220 277,200 

土曜日・

日曜日・

休日 

83,160 124,740 159,390 200,970 270,270 332,640 

中

ホ

ー

ル 

 

基 本 利 用 料 金

(入場料を徴収

しない場合) 

 

平日 11,550 17,320 21,940 27,720 36,960 46,200 

土曜日・

日曜日・

休日 

13,860 20,790 26,560 33,490 43,890 55,440 

入場料の最高額

が 1,000円未満

の場合 

平日 17,320 26,560 33,490 41,580 55,440 69,300 

土曜日・

日曜日・

休日 

20,790 31,180 40,420 50,820 65,830 83,160 
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入場料の最高額

が 1,000円以上

3,000円未満の

場合 

平日 23,100 34,650 43,890 55,440 73,920 92,400 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,720 41,580 53,130 66,990 87,780 110,880 

入場料の最高額

が 3,000円以上

の場合 

 

平日 34,650 51,970 65,830 83,160 110,880 138,600 

土曜日・

日曜日・

休日 

41,580 62,370 79,690 100,480 131,670 166,320 

展

示

ホ

ー

ル 

 

基 本 利 用 料 金

(入場料を徴収

しない場合) 

 

平日 6,930 9,240 12,700 15,010 20,790 26,560 

土曜日・

日曜日・

休日 

8,080 11,550 15,010 18,480 25,410 32,340 

入場料の最高額

が 1,000円未満

の場合 

 

平日 10,390 13,860 19,630 23,100 31,180 40,420 

土曜日・

日曜日・

休日 

12,700 17,320 23,100 27,720 38,110 48,510 

入場料の最高額

が 1,000円以上

3,000円未満の

場合 

 

平日 13,860 18,480 25,410 30,030 41,580 53,130 

土曜日・

日曜日・

休日 

16,170 23,100 30,030 36,960 50,820 64,680 

入場料の最高額

が 3,000円以上

の場合 

 

平日 20,790 27,720 38,110 45,040 62,370 79,690 

土曜日・

日曜日・

休日 

24,250 34,650 45,040 55,440 76,230 97,020 

(単位：円) 

時間区分 

利用区分 

基本利用料金 

9 時 か ら

12時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時 か ら

17時まで 

13時から

22時まで 

9時 か ら

22時まで 

大 第1楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 
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ホ

ー

ル 

第2楽屋 580 810 1,040 1,270 1,730 2,200 

第3楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第4楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第5楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第6楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

第7楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

楽屋事務室 350 460 580 810 1,040 1,270 

主催者控室 580 810 1,040 1,270 1,730 2,200 

中

ホ

ー

ル 

第1楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第2楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第3楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

第4楽屋 920 1,380 1,730 2,200 3,000 3,690 

楽屋事務室 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

主催者控室 350 580 690 920 1,150 1,500 

リハーサル室 2,070 3,000 3,800 4,970 6,580 8,080 

練習室 1,040 1,500 1,960 2,420 3,340 4,150 

第1会議室 810 1,150 1,500 1,840 2,540 3,110 

第2会議室 1,610 2,310 3,000 3,690 5,080 6,230 

特別会議室 1,380 2,070 2,540 3,340 4,380 5,430 

和室(10畳) 690 920 1,270 1,500 2,070 2,650 

展示ホール控室 1,040 1,500 1,960 2,420 3,340 4,150 

別表の2中「570円」を「580円」に、「220円」を「230円」に改める。 

(飯塚市歴史資料館条例の一部改正) 

第5条 飯塚市歴史資料館条例(平成18年飯塚市条例第103号)の一部を次のように改

正する。 

別表中「220円」を「230円」に改める。 

(飯塚市体育施設条例の一部改正) 

第6条 飯塚市体育施設条例(平成23年飯塚市条例第30号)の一部を次のように改正す

る。 

別表第 3の 1中「 5,760円」を「 5,870円」に、「 7,200円」を「 7,330円」に、

「11,520円」を「11,730円」に、「14,400円」を「14,670円」に、「23,040円」を
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「23,470円」に、「28,800円」を「29,330円」に、「770円」を「790円」に、「370

円」を「380円」に、「250円」を「260円」に、「360円」を「370円」に、「820円」

を「830円」に、「300円」を「310円」に、「620円」を「630円」に改め、同表の2

中「420円」を「430円」に、「5,150円」を「5,240円」に改め、同表の3中「1,030

円」を「1,050円」に改め、同表の5中「3,080円」を「3,140円」に、「1,540円」

を「1,570円」に改める。 

別表第4の1中「620円」を「630円」に、「300円」を「310円」に改め、同表の2

中「420円」を「430円」に、「5,150円」を「5,240円」に改め、同表の照明料金中

「1,030円」を「1,050円」に、「510円」を「520円」に改める。 

(旧伊藤伝右衛門邸条例の一部改正) 

第7条 旧伊藤伝右衛門邸条例(平成19年飯塚市条例第12号)の一部を次のように改正

する。 

別表中「300円」を「310円」に、「240円」を「250円」に改める。 

(サン・アビリティーズいいづか条例の一部改正)  

第8条 サン・アビリティーズいいづか条例(平成18年飯塚市条例第138号)の一部を

次のように改正する。 

別表の1中「450円」を「460円」に、「880円」を「900円」に、「950円」を「960

円」に、「1,760円」を「1,790円」に、「220円」を「230円」に、「440円」を「450

円」に、「290円」を「300円」に改め、同表の3中「250円」を「260円」に、「370

円」を「380円」に、「300円」を「310円」に、「460円」を「470円」に、「270円」

を「280円」に、「210円」を「220円」に、「320円」を「330円」に改める。 

(飯塚市男女共同参画推進センター条例の一部改正) 

第9条 飯塚市男女共同参画推進センター条例(平成18年飯塚市条例第142号)の一部

を次のように改正する。 

別表中「 720円」を「 730円」に、「 370円」を「 380円」に、「 1,090円」を

「1,110円」に、「290円」を「300円」に改める。 

(飯塚市穂波福祉総合センター条例の一部改正) 

第10条 飯塚市穂波福祉総合センター条例(平成18年飯塚市条例第153号)の一部を次

のように改正する。 

別表中「2,060円」を「2,100円」に、「1,030円」を「1,050円」に、「300円」を

「310円」に、「3,080円」を「3,140円」に、「1,540円」を「1,570円」に、「510

円」を「520円」に改める。 

 (飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例の一部改正) 
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第11条 飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例(平成18年飯塚市条例第

155号)の一部を次のように改正する。 

別表中「2,060円」を「2,100円」に、「1,030円」を「1,050円」に、「300円」を

「310円」に、「3,080円」を「3,140円」に、「1,540円」を「1,570円」に、「720

円」を「730円」に、「400円」を「410円」に改める。 

(飯塚市健幸プラザ条例の一部改正) 

第12条 飯塚市健幸プラザ条例(平成27年飯塚市条例第18号)の一部を次のように改

正する。 

別表第2中「1,030円」を「1,050円」に、「510円」を「520円」に、「1,050円」

を「1,070円」に、「1,580円」を「1,610円」に、「2,110円」を「2,150円」に改め

る。 

(飯塚急患センター条例の一部改正) 

第13条 飯塚急患センター条例(平成18年飯塚市条例第156号)の一部を次のように改

正する。 

別表中「510円」を「520円」に、「2,060円」を「2,100円」に、「1,030円」を

「1,050円」に改める。 

(飯塚市営駐車場条例の一部改正) 

第14条 飯塚市営駐車場条例(平成18年飯塚市条例第170号)の一部を次のように改正

する。 

別表第3中「300円」を「310円」に改める。 

別表第5中「7,200円」を「7,330円」に、「20,470円」を「20,850円」に改める。 

(飯塚市農産物加工所条例の一部改正) 

第15条 飯塚市農産物加工所条例(平成18年飯塚市条例第178号)の一部を次のように

改正する。 

別表を次のように改める。 

別表(第11条関係) 

庄内農産物加工所使用料 

区分 期間 使用料 

豆腐工房 1箇月間 26,190円 

調理室1 1日 840円 

調理室2 1日 840円 

備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 
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(飯塚市新産業創出支援センター条例の一部改正) 

第16条 飯塚市新産業創出支援センター条例(平成18年飯塚市条例第184号)の一部を

次のように改正する。 

別表中「 20,490円」を「 20,870円」に、「 21,500円」を「 21,900円」に、

「21,910円」を「22,310円」に、「51,220円」を「52,170円」に、「512,730円」を

「522,220円」に改める。 

(飯塚市地方卸売市場条例の一部改正) 

第17条 飯塚市地方卸売市場条例(平成18年飯塚市条例第185号)の一部を次のように

改正する。 

別表第4を次のように改める。 

別表第4(第64条関係) 

種別 面積 金額 

青果

部 

卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)の

1,000分の3 

卸売業者卸売場使用料 6,030m2 1月につき 194,330円 

卸売業者事務所使用料 1,393.42m2 1月につき 288,220円 

卸売業者倉庫使用料(1) 323m2 1月につき 26,890円 

卸売業者倉庫使用料(2) 264.59m2 1月につき 91,380円 

卸売業者保冷庫使用料 49m2 1月につき 41,050円 

卸売業者果実野菜冷蔵庫使用料 292m2 1月につき 208,410円 

買受人倉庫使用料(1) 285m2 1月につき 33,030円 

買受人倉庫使用料(2) 112m2 1月につき 42,130円 

買受人倉庫使用料(3) 455.62m2 1月につき 252,450円 

買受人倉庫使用料(4) 439.29m2 1月につき 346,260円 

買受人倉庫使用料(5) 183.42m2 1月につき 143,950円 

買受人事務所使用料 153.46m2 1月につき 66,970円 

花き

部 

卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)の

1,000分の2 

附属

営業

人施

設使

施設A(青果部) 906m2 1月につき 1m2当たり630円 

施設B(青果部) 232m2 1月につき 89,590円 

施設C(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 

施設D(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 
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用料 施設E(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 

別表第5中「20,570円」を「20,950円」に改める。 

(サンビレッジ茜条例の一部改正) 

第18条 サンビレッジ茜条例(平成18年飯塚市条例第188号)の一部を次のように改正

する。 

第13条第2項中「年額大人2,060円、小人1,030円とする」を「年額大人2,100円、

小人1,050円とする」に改める。 

別表の第1号中「300円」を「310円」に、「1,540円」を「1,570円」に、「830

円」を「840円」に、「1,030円」を「1,050円」に、「510円」を「520円」に、「250

円」を「 260円」に、「 2,060円」を「 2,100円」に、「 770円」を「 790円」に、

「2,580円」を「 2,620円」に、「 420円」を「 430円」に改め、同表の第 2号中

「5,150円」を「5,240円」に、「1,540円」を「1,570円」に、「620円」を「630

円」に、「3,080円」を「3,140円」に改め、同表の第3号中「2,060円」を「2,100

円」に、「1,650円」を「1,680円」に、「830円」を「840円」に、「2,260円」を

「2,310円」に、「1,130円」を「1,150円」に改め、同表の第4号中「300円」を

「310円」に、「620円」を「630円」に、「1,030円」を「1,050円」に改める。 

 (飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例の一部改正) 

第19条 飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例(平成18年飯塚市条例第189号)の一部を次の

ように改正する。 

別表の3中「420円」を「430円」に、「300円」を「310円」に改め、同表の4中

「1,650円」を「1,680円」に、「660円」を「680円」に改める。 

 (飯塚市健康の森公園市民プール条例の一部改正) 

第20条 飯塚市健康の森公園市民プール条例(平成18年飯塚市条例第196号)の一部を

次のように改正する。 

別表第2中「510円」を「520円」に、「420円」を「430円」に、「300円」を「310

円」に改める。 

(飯塚市都市公園体育施設条例の一部改正) 

第21条 飯塚市都市公園体育施設条例(平成18年飯塚市条例第197号)の一部を次のよ

うに改正する。 

別表第1の1中「2,060円」を「2,100円」に、「1,030円」を「1,050円」に改め、

同表の3中「470円」を「480円」に改める。 

別表第2中「2,060円」を「2,100円」に、「1,030円」を「1,050円」に改める。 

別表第3中「1,030円」を「1,050円」に、「2,060円」を「2,100円」に、「510
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円」を「520円」に改める。 

 (飯塚市病院事業条例の一部改正) 

第22条 飯塚市病院事業条例(平成28年飯塚市条例第43号)の一部を次のように改正

する。 

別表第 1中「 10,800円」を「 11,000円」に、「 5,400円」を「 5,500円」に、

「1,620円」を「1,650円」に、「100分の108」を「100分の110」に改める。 

別表第2中「2,160円」を「2,200円」に、「5,400円」を「5,500円」に、「7,560

円」を「7,700円」に、「3,240円」を「3,300円」に、「1,080円」を「1,100円」に、

「540円」を「550円」に改める。 

附 則 

 (施行期日) 

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。 

 (経過措置) 

2 この条例の施行の日前に既に本則に規定する各条例(第16条、第17条、第22条の

規定を除く。)の改正前の規定により施行日以後の使用又は利用について許可を受

け、又は申請をした者の当該使用又は利用に係る使用料又は利用料金については、

改正後の各条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

3 この条例の第16条による改正後の飯塚市新産業創出支援センター条例の規定、第

17条による改正後の飯塚市地方卸売市場条例の規定、第22条の規定による改正後

の飯塚市病院事業条例の規定は、施行日以後の使用又は利用に係るものについて

適用し、同日前の使用又は利用に係るものについては、なお従前の例による。 
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消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

  ○飯塚市立学校施設の目的外使用に関する条例(第1条関係)   ○飯塚市立学校施設の目的外使用に関する条例(第1条関係) 

別表(第10条関係) 別表(第10条関係) 

区分 使用料(円／時間) 

屋内運動場 200 

武道場 200 

屋外運動場 無料 

屋外運動場照明施設 60 

水泳プール 840 

教室 100 

家庭教室 150 

コンピュータ教室 430 
 

区分 使用料(円／時間) 

屋内運動場 200 

武道場 200 

屋外運動場 無料 

屋外運動場照明施設 60 

水泳プール 830 

教室 100 

家庭教室 150 

コンピュータ教室 420 
 

備考 備考 

1 使用料は、電気料金並びに消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、電気料金並びに消費税及び地方消費税を含む。 

2～5 (略) 2～5 (略) 

   ○飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目的外使用に関する条例(第2条関

係) 

   ○飯塚市立小中一貫校頴田校特別教室の目的外使用に関する条例(第2条関

係) 

別表(第7条関係) 別表(第7条関係) 

施設の名称 面積 施設使用料(1時間当たり) 

音楽室2 129.36m2 740円 

図工室 99.84m2 730円 

作法室 73.92m2 380円 

調理室2 97.28m2 640円 

コンピュータ教室2 109.63m2 740円 
 

施設の名称 面積 施設使用料(1時間当たり) 

音楽室2 129.36m2 730円 

図工室 99.84m2 720円 

作法室 73.92m2 370円 

調理室2 97.28m2 630円 

コンピュータ教室2 109.63m2 730円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 2 (略) 

○飯塚市公民館条例(第3条関係) ○飯塚市公民館条例(第3条関係) 

別表(第13条関係) 別表(第13条関係) 

 飯塚市中央公民館使用料  飯塚市中央公民館使用料 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

学習室202 40.00m2 220円 

展示ホール 223.00m2 990円 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

学習室202 40.00m2 210円 

展示ホール 223.00m2 970円 
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特別室 40.00m2 470円 

工芸工作室 89.00m2 730円 

学習室301 72.00m2 430円 

学習室302 67.00m2 400円 

学習室303 92.00m2 560円 

学習室304 41.00m2 250円 

学習室305 53.00m2 330円 

和室311 33.00m2 160円 

和室312 35.00m2 160円 

和室313 92.00m2 470円 

和室314 92.00m2 470円 

セミナー室 168.00m2 1,010円 

調理実習室 149.00m2 1,220円 

学習室401 330.00m2 1,470円 

音楽室 208.00m2 1,240円 

控室1 15.00m2 90円 

控室2 11.00m2 70円 
 

特別室 40.00m2 460円 

工芸工作室 89.00m2 720円 

学習室301 72.00m2 420円 

学習室302 67.00m2 390円 

学習室303 92.00m2 550円 

学習室304 41.00m2 240円 

学習室305 53.00m2 320円 

和室311 33.00m2 160円 

和室312 35.00m2 160円 

和室313 92.00m2 460円 

和室314 92.00m2 460円 

セミナー室 168.00m2 990円 

調理実習室 149.00m2 1,190円 

学習室401 330.00m2 1,440円 

音楽室 208.00m2 1,220円 

控室1 15.00m2 90円 

控室2 11.00m2 70円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略)  2 (略) 

   ○飯塚市文化会館条例(第4条関係)    ○飯塚市文化会館条例(第4条関係) 

別表(第13条関係) 別表(第13条関係) 

1 会館利用料金 1 会館利用料金 

(単位：円) (単位：円) 

時間区分 

利用区分 

9時から1

2時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時から1

7時まで 

13時から

22時まで 

9時から2

2時まで 

大

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 23,100 34,650 43,890 55,440 75,070 92,400 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,720 41,580 53,130 66,990 90,090 110,880 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 34,650 51,970 65,830 83,160 113,190 138,600 

土曜日・

日曜日・

休日 

41,580 62,370 79,690 100,480 135,130 166,320 

入場料の最高 平日 46,200 69,300 87,780 110,880 150,150 184,800 

時間区分 

利用区分 

9時から1

2時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時から1

7時まで 

13時から

22時まで 

9時から2

2時まで 

大

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 22,680 34,020 43,090 54,430 73,710 90,720 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,210 40,820 52,160 65,770 88,450 108,860 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 34,020 51,030 64,630 81,640 111,130 136,080 

土曜日・

日曜日・

休日 

40,820 61,230 78,240 98,650 132,670 163,290 

入場料の最高 平日 45,360 68,040 86,180 108,860 147,420 181,440 
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額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

土曜日・

日曜日・

休日 

55,440 83,160 106,260 133,980 180,180 221,760 

入場料の最高

額が3,000円以

上の場合 

平日 69,300 103,950 131,670 166,320 225,220 277,200 

土曜日・

日曜日・

休日 

83,160 124,740 159,390 200,970 270,270 332,640 

中

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 11,550 17,320 21,940 27,720 36,960 46,200 

土曜日・

日曜日・

休日 

13,860 20,790 26,560 33,490 43,890 55,440 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 17,320 26,560 33,490 41,580 55,440 69,300 

土曜日・

日曜日・

休日 

20,790 31,180 40,420 50,820 65,830 83,160 

入場料の最高

額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

平日 23,100 34,650 43,890 55,440 73,920 92,400 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,720 41,580 53,130 66,990 87,780 110,880 

入場料の最高

額が3,000円以

上の場合 

平日 34,650 51,970 65,830 83,160 110,880 138,600 

土曜日・

日曜日・

休日 

41,580 62,370 79,690 100,480 131,670 166,320 

展

示

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 6,930 9,240 12,700 15,010 20,790 26,560 

土曜日・

日曜日・

休日 

8,080 11,550 15,010 18,480 25,410 32,340 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 10,390 13,860 19,630 23,100 31,180 40,420 

土曜日・

日曜日・

休日 

12,700 17,320 23,100 27,720 38,110 48,510 

入場料の最高

額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

平日 13,860 18,480 25,410 30,030 41,580 53,130 

土曜日・

日曜日・

休日 

16,170 23,100 30,030 36,960 50,820 64,680 

入場料の最高 平日 20,790 27,720 38,110 45,040 62,370 79,690 

額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

土曜日・

日曜日・

休日 

54,430 81,640 104,320 131,540 176,900 217,720 

入場料の最高

額が3,000円以

上の場合 

平日 68,040 102,060 129,270 163,290 221,130 272,160 

土曜日・

日曜日・

休日 

81,640 122,470 156,490 197,310 265,350 326,590 

中

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 11,340 17,010 21,540 27,210 36,280 45,360 

土曜日・

日曜日・

休日 

13,600 20,410 26,080 32,880 43,090 54,430 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 17,010 26,080 32,880 40,820 54,430 68,040 

土曜日・

日曜日・

休日 

20,410 30,610 39,690 49,890 64,630 81,640 

入場料の最高

額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

平日 22,680 34,020 43,090 54,430 72,570 90,720 

土曜日・

日曜日・

休日 

27,210 40,820 52,160 65,770 86,180 108,860 

入場料の最高

額が3,000円以

上の場合 

平日 34,020 51,030 64,630 81,640 108,860 136,080 

土曜日・

日曜日・

休日 

40,820 61,230 78,240 98,650 129,270 163,290 

展

示

ホ

ー

ル 

基本利用料金

(入場料を徴収

しない場合) 

平日 6,800 9,070 12,470 14,740 20,410 26,080 

土曜日・

日曜日・

休日 

7,930 11,340 14,740 18,140 24,940 31,750 

入場料の最高

額が1,000円未

満の場合 

平日 10,200 13,600 19,270 22,680 30,610 39,690 

土曜日・

日曜日・

休日 

12,470 17,010 22,680 27,210 37,420 47,620 

入場料の最高

額が1,000円以

上3,000円未満

の場合 

平日 13,600 18,140 24,940 29,480 40,820 52,160 

土曜日・

日曜日・

休日 

15,870 22,680 29,480 36,280 49,890 63,500 

入場料の最高 平日 20,410 27,210 37,420 44,220 61,230 78,240 
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額が3,000円以

上の場合 

土曜日・

日曜日・

休日 

24,250 34,650 45,040 55,440 76,230 97,020 

 

額が3,000円以

上の場合 

土曜日・

日曜日・

休日 

23,810 34,020 44,220 54,430 74,840 95,250 

 

(単位：円) (単位：円) 

時間区分 

利用区分 

基本利用料金 

9時から1

2時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時から1

7時まで 

13時から

22時まで 

9時から2

2時まで 

大

ホ

ー

ル 

第1楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第2楽屋 580 810 1,040 1,270 1,730 2,200 

第3楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第4楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第5楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第6楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

第7楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

楽屋事務室 350 460 580 810 1,040 1,270 

主催者控室 580 810 1,040 1,270 1,730 2,200 

中

ホ

ー

ル 

第1楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第2楽屋 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

第3楽屋 810 1,270 1,610 1,960 2,770 3,340 

第4楽屋 920 1,380 1,730 2,200 3,000 3,690 

楽屋事務室 460 690 920 1,150 1,500 1,960 

主催者控室 350 580 690 920 1,150 1,500 

リハーサル室 2,070 3,000 3,800 4,970 6,580 8,080 

練習室 1,040 1,500 1,960 2,420 3,340 4,150 

第1会議室 810 1,150 1,500 1,840 2,540 3,110 

第2会議室 1,610 2,310 3,000 3,690 5,080 6,230 

特別会議室 1,380 2,070 2,540 3,340 4,380 5,430 

和室(10畳) 690 920 1,270 1,500 2,070 2,650 

展示ホール控室 1,040 1,500 1,960 2,420 3,340 4,150 
 

時間区分 

利用区分 

基本利用料金 

9時から1

2時まで 

13時から

17時まで 

18時から

22時まで 

9時から1

7時まで 

13時から

22時まで 

9時から2

2時まで 

大

ホ

ー

ル 

第1楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第2楽屋 570 790 1,020 1,250 1,700 2,160 

第3楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第4楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第5楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第6楽屋 790 1,250 1,580 1,930 2,720 3,280 

第7楽屋 790 1,250 1,580 1,930 2,720 3,280 

楽屋事務室 340 450 570 790 1,020 1,250 

主催者控室 570 790 1,020 1,250 1,700 2,160 

中

ホ

ー

ル 

第1楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第2楽屋 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

第3楽屋 790 1,250 1,580 1,930 2,720 3,280 

第4楽屋 900 1,360 1,700 2,160 2,940 3,620 

楽屋事務室 450 680 900 1,130 1,470 1,930 

主催者控室 340 570 680 900 1,130 1,470 

リハーサル室 2,040 2,940 3,730 4,880 6,460 7,930 

練習室 1,020 1,470 1,930 2,370 3,280 4,080 

第1会議室 790 1,130 1,470 1,810 2,490 3,050 

第2会議室 1,580 2,260 2,940 3,620 4,980 6,120 

特別会議室 1,360 2,040 2,490 3,280 4,300 5,330 

和室(10畳) 680 900 1,250 1,470 2,040 2,600 

展示ホール控室 1,020 1,470 1,930 2,370 3,280 4,080 
 

2 広場利用料金 2 広場利用料金 

  種目 単位 期間又は時間 利用料金 

広

場 

500m2以上を利用して催し物をする

場合 

1催物 1時間当たり 580円 

500m2未満を利用して催し物をする

場合 

1催物 1時間当たり 230円 

  種目 単位 期間又は時間 利用料金 

広

場 

500m2以上を利用して催し物をする

場合 

1催物 1時間当たり 570円 

500m2未満を利用して催し物をする

場合 

1催物 1時間当たり 220円 
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競技会、集会、まつりのステージ

その他これに類する催しのために

設けられた仮設工作物 

1m2 1日 50円 

 

競技会、集会、まつりのステージ

その他これに類する催しのために

設けられた仮設工作物 

1m2 1日 50円 

 

 備考  備考 

 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。  1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2～6 (略)  2～6 (略) 

○飯塚市歴史資料館条例(第5条関係)   ○飯塚市歴史資料館条例(第5条関係) 

別表(第8条関係) 別表(第8条関係) 

観覧料   観覧料 

区分 金額(個人) 金額(団体20人以上) 

小中学校の児童・生徒 50円 1人につき 30円 

高等学校生徒 110円 1人につき 70円 

一般 230円 1人につき 160円 
 

区分 金額(個人) 金額(団体20人以上) 

小中学校の児童・生徒 50円 1人につき 30円 

高等学校生徒 110円 1人につき 70円 

一般 220円 1人につき 160円 
 

 備考  備考 

 1 観覧料は、消費税及び地方消費税を含む。  1 観覧料は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2 (略)  2 (略) 

   ○飯塚市体育施設条例(第6条関係)    ○飯塚市体育施設条例(第6条関係) 

別表第3(第11条関係) 別表第3(第11条関係) 

指定管理施設の利用料金 指定管理施設の利用料金 

1 体育館 1 体育館 

施設名 利用時間 

区分 

利用料金 

午前9時～

午後1時 

午後1時

～午後5

時 

午後5時～

午後10時 

飯塚市飯

塚第1体

育館 

専用利用 スポーツ

に利用す

る場合 

入場料を徴収しない

場合 

5,870円 5,870円 7,330円 

入場料を徴収する場

合 

11,730円 11,730円 14,670円 

スポーツ

以外に利

用する場

合 

入場料を徴収しない

場合 

11,730円 11,730円 14,670円 

入場料を徴収する場

合 

23,470円 23,470円 29,330円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき790円 

高校生以下 1時間につき380円 

1／6面利 一般 1時間につき260円 

施設名 利用時間 

区分 

利用料金 

午前9時～

午後1時 

午後1時

～午後5

時 

午後5時～

午後10時 

飯塚市飯

塚第1体

育館 

専用利用 スポーツ

に利用す

る場合 

入場料を徴収しない

場合 

5,760円 5,760円 7,200円 

入場料を徴収する場

合 

11,520円 11,520円 14,400円 

スポーツ

以外に利

用する場

合 

入場料を徴収しない

場合 

11,520円 11,520円 14,400円 

入場料を徴収する場

合 

23,040円 23,040円 28,800円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき770円 

高校生以下 1時間につき370円 

1／6面利 一般 1時間につき250円 
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用 高校生以下 1時間につき120円 

舞台 一般 1時間につき200円 

高校生以下 1時間につき100円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 第一会議室 1時間につき370円 

第二会議室 1時間につき200円 

第三会議室 1時間につき150円 

和楽屋 1時間につき100円 

トレーニ

ング室 

一般 1回券(1人1回) 1回1時間 80

円 

回数券(1人11

回) 

1回1時間 830

円 

高校生以下 1回券(1人1回) 1回1時間 40

円 

回数券(1人11

回) 

1回1時間 410

円 

飯塚市飯

塚第2体

育館 

専用利用 1時間につき310円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

1／3面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

飯塚市穂

波体育館 

専用利用 1時間につき630円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき310円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 

多目的室 専用利用 1時間につき150円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

用 高校生以下 1時間につき120円 

舞台 一般 1時間につき200円 

高校生以下 1時間につき100円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 第一会議室 1時間につき360円 

第二会議室 1時間につき200円 

第三会議室 1時間につき150円 

和楽屋 1時間につき100円 

トレーニ

ング室 

一般 1回券(1人1回) 1回1時間 80

円 

回数券(1人11

回) 

1回1時間 820

円 

高校生以下 1回券(1人1回) 1回1時間 40

円 

回数券(1人11

回) 

1回1時間 410

円 

飯塚市飯

塚第2体

育館 

専用利用 1時間につき300円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

1／3面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

飯塚市穂

波体育館 

専用利用 1時間につき620円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき300円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 

多目的室 専用利用 1時間につき150円 

個人利用 一般 2時間につき100円 
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高校生以下 2時間につき50円 

会議室 1時間につき100円 

飯塚市穂

波B＆G海

洋センタ

ー 

専用利用 1時間につき310円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

1／3面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 会議室 1時間につき200円 
 

高校生以下 2時間につき50円 

会議室 1時間につき100円 

飯塚市穂

波B＆G海

洋センタ

ー 

専用利用 1時間につき300円 

部分利用 1／2面利

用 

一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

1／3面利

用 

一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 会議室 1時間につき200円 
 

備考 備考 

 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。  1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2 (略)  2 (略) 

2 野球場 2 野球場 

施設名 利用料金(1時間当たり) 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市穂波野球場 

飯塚市筑穂野球場 

430円 5,240円 

 

施設名 利用料金(1時間当たり) 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市穂波野球場 

飯塚市筑穂野球場 

420円 5,150円 

 

備考 利用料金及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

3 プール 3 プール 

施設名 区分 利用料金 

飯塚市穂波市民プール 一般 1回につき150円 

中・高校生 1回につき100円 

幼児・小学生 1回につき50円 

専用利用(大会等) 1時間につき1,050円 
 

施設名 区分 利用料金 

飯塚市穂波市民プール 一般 1回につき150円 

中・高校生 1回につき100円 

幼児・小学生 1回につき50円 

専用利用(大会等) 1時間につき1,030円 
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

4 (略) 4 (略) 

5 グラウンド 5 グラウンド 

施設名 区分 利用料金(1時間当た

り) 

照明料金(1時間当た

り) 

飯塚市穂波グラウ

ンド 

専用利用 200円 3,140円 

1／2面利用 一般 100円 1,570円 

高校生以

下 

50円 

 

施設名 区分 利用料金(1時間当た

り) 

照明料金(1時間当た

り) 

飯塚市穂波グラウ

ンド 

専用利用 200円 3,080円 

1／2面利用 一般 100円 1,540円 

高校生以

下 

50円 

 

備考 利用料金及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

別表第4(第11条関係) 別表第4(第11条関係) 

20



体育施設の使用料(指定管理施設を除く。) 体育施設の使用料(指定管理施設を除く。) 

1 体育館 1 体育館 

施設名 区分 使用料 

飯塚市筑穂

体育館 

専用利用 1時間につき630円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき310円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 多目的アリ

ーナ 

専用利用 一般 1時間につき310円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／2面利用 一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

会議室 1時間につき150円 

飯塚市庄内

体育館 

専用利用 1時間につき630円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき310円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 

飯塚市頴田

体育館 

専用利用 1時間につき630円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき310円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 

施設名 区分 使用料 

飯塚市筑穂

体育館 

専用利用 1時間につき620円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき300円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 多目的アリ

ーナ 

専用利用 一般 1時間につき300円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／2面利用 一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき80円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

会議室 1時間につき150円 

飯塚市庄内

体育館 

専用利用 1時間につき620円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき300円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 

飯塚市頴田

体育館 

専用利用 1時間につき620円 

部分利用 1／2面利用 一般 1時間につき300円 

高校生以下 1時間につき150円 

1／6面利用 一般 1時間につき100円 

高校生以下 1時間につき50円 

個人利用 一般 2時間につき100円 

高校生以下 2時間につき50円 

附属施設 卓球室 一般 1台 1時間につき80円 

高校生以下 1台 1時間につき40円 
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控室 1時間につき200円 

会議室 1時間につき70円 
 

控室 1時間につき200円 

会議室 1時間につき70円 
 

備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 野球場 2 野球場 

施設名 使用料(1時間当たり) 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市庄内野球場 

飯塚市頴田野球場 

430円 5,240円(頴田野球場) 

 

施設名 使用料(1時間当たり) 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市庄内野球場 

飯塚市頴田野球場 

420円 5,150円(頴田野球場) 

 

備考 使用料及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 使用料及び照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

3・4 (略) 3・4 (略) 

照明料金 照明料金 

施設名 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市筑穂グラウンド 1,050円 

飯塚市頴田グラウンド 520円 
 

施設名 照明料金(1時間当たり) 

飯塚市筑穂グラウンド 1,030円 

飯塚市頴田グラウンド 510円 
 

備考 照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 照明料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

5・6 (略) 5・6 (略) 

○旧伊藤伝右衛門邸条例(第7条関係)   ○旧伊藤伝右衛門邸条例(第7条関係) 

別表(第6条関係) 別表(第6条関係) 

入館料(1人1回につき)   入館料(1人1回につき) 

区分 大人 中学生・小学生 

個人 310円 100円 

団体 250円 80円 
 

区分 大人 中学生・小学生 

個人 300円 100円 

団体 240円 80円 
 

備考  備考 

 1 入館料は、消費税及び地方消費税を含む。  1 入館料は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2～4 (略)  2～4 (略) 

   ○サン・アビリティーズいいづか条例(第8条関係)    ○サン・アビリティーズいいづか条例(第8条関係) 

別表(第14条関係) 別表(第14条関係) 

1 体育館利用料金の金額の範囲 1 体育館利用料金の金額の範囲 

時間 

区分 

金額(1時間当たり) 

9時から17時まで 17時から21時まで 

専

用

利

用 

スポーツに利用する場合 460円 900円 

スポーツ以外に利用する場合 960円 1,790円 

部

分

競技場の2分の1面単

位利用の場合 

一般 230円 450円 

高等学校生徒 150円 300円 

時間 

区分 

金額(1時間当たり) 

9時から17時まで 17時から21時まで 

専

用

利

用 

スポーツに利用する場合 450円 880円 

スポーツ以外に利用する場合 950円 1,760円 

部

分

競技場の2分の1面単

位利用の場合 

一般 220円 440円 

高等学校生徒 150円 290円 
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利

用 

小中学校生徒 80円 140円 

競技場の3分の1面単

位利用の場合 

一般 150円 300円 

高等学校生徒 100円 190円 

小中学校生徒 50円 100円 

卓球利用の場合(1台

当たり) 

一般 60円 120円 

高等学校生徒 40円 90円 

小中学校生徒 30円 40円 

備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2・3 (略) 
 

利

用 

小中学校生徒 80円 140円 

競技場の3分の1面単

位利用の場合 

一般 150円 290円 

高等学校生徒 100円 190円 

小中学校生徒 50円 100円 

卓球利用の場合(1台

当たり) 

一般 60円 120円 

高等学校生徒 40円 90円 

小中学校生徒 30円 40円 

備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2・3 (略) 
 

2 (略) 2 (略) 

3 各室利用料金の金額の範囲 3 各室利用料金の金額の範囲 

区分 金額(1時間当たり) 

9時から17時まで 17時から21時まで 

研修室1 260円 380円 

研修室2 260円 380円 

和室 310円 470円 

音楽室 180円 280円 

多目的室 310円 470円 

調理室 220円 330円 

備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 
 

区分 金額(1時間当たり) 

9時から17時まで 17時から21時まで 

研修室1 250円 370円 

研修室2 250円 370円 

和室 300円 460円 

音楽室 180円 270円 

多目的室 300円 460円 

調理室 210円 320円 

備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 
 

   ○飯塚市男女共同参画推進センター条例(第9条関係)    ○飯塚市男女共同参画推進センター条例(第9条関係) 

別表(第10条関係) 別表(第10条関係) 

男女共同参画推進センター使用料 男女共同参画推進センター使用料 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

学習交流室 61m2 730円 

技能向上室 65m2 380円 

軽運動室 188m2 1,110円 

幼児室 49m2 300円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

学習交流室 61m2 720円 

技能向上室 65m2 370円 

軽運動室 188m2 1,090円 

幼児室 49m2 290円 
 

備考 備考 

 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。  1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2 (略)  2 (略) 

   ○飯塚市穂波福祉総合センター条例(第10条関係)    ○飯塚市穂波福祉総合センター条例(第10条関係) 
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別表(第11条関係) 別表(第11条関係) 

センター施設等利用料金の金額の範囲 センター施設等利用料金の金額の範囲 

利用区分 利用料金 回数券(12

枚) 

備考 

浴室 市内居

住者 

大人 200円 2,100円   

小学生 100円 1,050円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

100円 1,050円 

市外居

住者 

大人 310円 3,140円   

小学生 150円 1,570円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

150円 1,570円   

トレーニングルーム 1時間当たり 100円 1,050円   

利用区分 利用料金 冷暖房料 備考 

会議室及

びその他

の施設 

多目的ホール 1時間当たり 2,100円 520円   

(軽スポーツ) (310円) 

研修室1―1 〃 310円 100円   

研修室1―2 〃 310円 100円   

研修室2 〃 310円 200円   

調理室 〃 520円 200円   

生涯学習室1 〃 310円 100円   

生涯学習室2―1 〃 310円 100円   

生涯学習室2―2 〃 310円 100円   

大広間 無料 無料   

器具等 音響機器等(1時間当たり) 1,050円     

カラオケ機器(1時間当たり) 310円 

ソフトバレー、バトミントン用具1式

(各々1回当たり) 

100円     

囲碁・将棋(2時間当たり) 100円     
 

利用区分 利用料金 回数券(12

枚) 

備考 

浴室 市内居

住者 

大人 200円 2,060円   

小学生 100円 1,030円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

100円 1,030円 

市外居

住者 

大人 300円 3,080円   

小学生 150円 1,540円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

150円 1,540円   

トレーニングルーム 1時間当たり 100円 1,030円   

利用区分 利用料金 冷暖房料 備考 

会議室及

びその他

の施設 

多目的ホール 1時間当たり 2,060円 510円   

(軽スポーツ) (300円) 

研修室1―1 〃 300円 100円   

研修室1―2 〃 300円 100円   

研修室2 〃 300円 200円   

調理室 〃 510円 200円   

生涯学習室1 〃 300円 100円   

生涯学習室2―1 〃 300円 100円   

生涯学習室2―2 〃 300円 100円   

大広間 無料 無料   

器具等 音響機器等(1時間当たり) 1,030円     

カラオケ機器(1時間当たり) 300円 

ソフトバレー、バトミントン用具1式

(各々1回当たり) 

100円     

囲碁・将棋(2時間当たり) 100円     
 

備考 備考 

 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。  1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2～5 (略)  2～5 (略) 

   ○飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例(第11条関係)    ○飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー条例(第11条関係) 

別表(第11条関係) 別表(第11条関係) 

利用区分 利用料金 回数券(12 備考 利用区分 利用料金 回数券(12 備考 
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枚) 

浴室 市内居

住者 

大人 200円 2,100円   

小学生 100円 1,050円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

100円 1,050円 

市外居

住者 

大人 310円 3,140円   

小学生 150円 1,570円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

150円 1,570円   

運動指導室 1時間当たり 100円 1,050円   

利用区分 利用料金 冷暖房料 備考 

多機能室 1時間当たり 730円 410円   

栄養指導実習室 1時間当たり 310円 200円   

保健指導室 1時間当たり 200円 100円   

栄養指導室 1時間当たり 200円 100円   

ボランティア室 1時間当たり 200円 100円   
 

枚) 

浴室 市内居

住者 

大人 200円 2,060円   

小学生 100円 1,030円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

100円 1,030円 

市外居

住者 

大人 300円 3,080円   

小学生 150円 1,540円 

65歳以上の者又は身体障がい

者手帳等の交付を受けた者 

150円 1,540円   

運動指導室 1時間当たり 100円 1,030円   

利用区分 利用料金 冷暖房料 備考 

多機能室 1時間当たり 720円 400円   

栄養指導実習室 1時間当たり 300円 200円   

保健指導室 1時間当たり 200円 100円   

栄養指導室 1時間当たり 200円 100円   

ボランティア室 1時間当たり 200円 100円   
 

備考 備考 

 1 使用料利用料金は、消費税及び地方消費税を含んだ額とする。  1 使用料利用料金は、消費税及び地方消費税を含んだ額とする。 

 2～5 (略)  2～5 (略) 

   ○飯塚市健幸プラザ条例(第12条関係)    ○飯塚市健幸プラザ条例(第12条関係) 

別表第2(第11条関係) 別表第2(第11条関係) 

室名 区分 使用料 

トレーニング室 大人 1時間 100円 

高校生以下 1時間 50円 

一般回数券 1時間／11回分 1,050円 

高校生以下回数券 1時間／11回分 520円 

多目的室 心身の健康維

持・増進のため

に利用する場

合 

入場料・受講料・参加

料を徴収しない場合 

1時間 1,070円 

入場料・受講料・参加

料を徴収する場合又

は営利活動の場合 

1時間 1,610円 

心身の健康維

持・増進以外に

利用する場合 

入場料・受講料を徴収

しない場合 

1時間 1,610円 

入場料・受講料・参加

料を徴収する場合又

1時間 2,150円 

室名 区分 使用料 

トレーニング室 大人 1時間 100円 

高校生以下 1時間 50円 

一般回数券 1時間／11回分 1,030円 

高校生以下回数券 1時間／11回分 510円 

多目的室 心身の健康維

持・増進のため

に利用する場

合 

入場料・受講料・参加

料を徴収しない場合 

1時間 1,050円 

入場料・受講料・参加

料を徴収する場合又

は営利活動の場合 

1時間 1,580円 

心身の健康維

持・増進以外に

利用する場合 

入場料・受講料を徴収

しない場合 

1時間 1,580円 

入場料・受講料・参加

料を徴収する場合又

1時間 2,110円 

25



は営利活動の場合 
 

は営利活動の場合 
 

備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

   ○飯塚急患センター条例(第13条関係)    ○飯塚急患センター条例(第13条関係) 

別表(第6条関係) 別表(第6条関係) 

手数料を徴収すべき事項 単位 金額 

一般診断書 1通 520円 

死亡診断書 1通 2,100円(ただし、2通目からは1,050円) 

特殊診断書 1通 2,100円以上で別に定める額 

その他の証明書 1通 100円 
 

手数料を徴収すべき事項 単位 金額 

一般診断書 1通 510円 

死亡診断書 1通 2,060円(ただし、2通目からは1,030円) 

特殊診断書 1通 2,060円以上で別に定める額 

その他の証明書 1通 100円 
 

備考 手数料は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 手数料は、消費税及び地方消費税を含む。 

   ○飯塚市営駐車場条例(第14条関係)    ○飯塚市営駐車場条例(第14条関係) 

別表第3(第6条関係) 別表第3(第6条関係) 

駐車料金 駐車料金 

名称 料金区分 料金(1台につき) 

本町駐車場 時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

割増料金 1時間を超え30分ごとに 100円 

飯塚文化会

館駐車場 

時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

1時間を超え4時間以内 310円 

割増料金 4時間を超え30分ごとに 100円 

飯塚立体駐

車場 

時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

1時間を超え4時間以内 310円 

割増料金 4時間を超え30分ごとに 100円 

東町駐車場 時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

割増料金 1時間を超え30分ごとに 100円 
 

名称 料金区分 料金(1台につき) 

本町駐車場 時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

割増料金 1時間を超え30分ごとに 100円 

飯塚文化会

館駐車場 

時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

1時間を超え4時間以内 300円 

割増料金 4時間を超え30分ごとに 100円 

飯塚立体駐

車場 

時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

1時間を超え4時間以内 300円 

割増料金 4時間を超え30分ごとに 100円 

東町駐車場 時間制料金 基本料金 1時間以内 200円 

割増料金 1時間を超え30分ごとに 100円 
 

備考 備考 

1 上記の料金は、消費税及び地方消費税を含む。 1 上記の料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 2 (略) 

別表第5(第6条関係) 別表第5(第6条関係) 

定期駐車券 定期駐車券 

名称 料金区分(1台につき) 

1箇月定期 3箇月定期 

本町駐車場 7,330円 20,850円 

飯塚立体駐車場 7,330円 20,850円 
 

名称 料金区分(1台につき) 

1箇月定期 3箇月定期 

本町駐車場 7,200円 20,470円 

飯塚立体駐車場 7,200円 20,470円 
 

備考 備考 

1 上記の料金は、消費税及び地方消費税を含む。 1 上記の料金は、消費税及び地方消費税を含む。 
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2・3 (略) 2・3 (略) 

○飯塚市農産物加工所条例(第15条関係) ○飯塚市農産物加工所条例(第15条関係) 

別表(第11条関係) 別表(第11条関係) 

庄内農産物加工所使用料 庄内農産物加工所使用料 

区分 期間 使用料 

豆腐工房 1箇月間 26,190円 

調理室1 1日 840円 

調理室2 1日 840円 
 

区分 期間 使用料 

豆腐工房 1箇月間 25,710円 

調理室1 1日 830円 

調理室2 1日 830円 
 

備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

   ○飯塚市新産業創出支援センター条例(第16条関係)    ○飯塚市新産業創出支援センター条例(第16条関係) 

別表(第15条関係) 別表(第15条関係) 

センターの使用料 センターの使用料 

区分 単位 使用料 

育成支援室(19.92m2) 1室1月 20,870円 

〃 (20.90m2) 1室1月 21,900円 

〃 (21.30m2) 1室1月 22,310円 

研究開発室(49.80m2) 1室1月 52,170円 

企業誘致室(498.48m2) 1室1月 522,220円 
 

区分 単位 使用料 

育成支援室(19.92m2) 1室1月 20,490円 

〃 (20.90m2) 1室1月 21,500円 

〃 (21.30m2) 1室1月 21,910円 

研究開発室(49.80m2) 1室1月 51,220円 

企業誘致室(498.48m2) 1室1月 512,730円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 2 (略) 

   ○飯塚市地方卸売市場条例(第17条関係)    ○飯塚市地方卸売市場条例(第17条関係) 

別表第4(第64条関係) 別表第4(第64条関係) 

種別 面積 金額 

青果部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の3 

卸売業者卸売場使用料 6,030m2 1月につき 194,330円 

卸売業者事務所使用料 1,393.42m2 1月につき 288,220円 

卸売業者倉庫使用料(1) 323m2 1月につき 26,890円 

卸売業者倉庫使用料(2) 264.59m2 1月につき 91,380円 

卸売業者保冷庫使用料 49m2 1月につき 41,050円 

卸売業者果実野菜冷蔵庫使用料 292m2 1月につき 208,410円 

買受人倉庫使用料(1) 285m2 1月につき 33,030円 

買受人倉庫使用料(2) 112m2 1月につき 42,130円 

買受人倉庫使用料(3) 455.62m2 1月につき 252,450円 

種別 面積 金額 

青果部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の3 

卸売業者卸売場使用料 6,030m2 1月につき 190,800円 

卸売業者事務所使用料 1,393.42m2 1月につき 282,980円 

卸売業者倉庫使用料(1) 323m2 1月につき 26,400円 

卸売業者倉庫使用料(2) 264.59m2 1月につき 89,720円 

卸売業者保冷庫使用料 49m2 1月につき 40,300円 

卸売業者果実野菜冷蔵庫使用料 292m2 1月につき 204,620円 

買受人倉庫使用料(1) 285m2 1月につき 32,430円 

買受人倉庫使用料(2) 112m2 1月につき 41,360円 

買受人倉庫使用料(3) 455.62m2 1月につき 247,860円 
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買受人倉庫使用料(4) 439.29m2 1月につき 346,260円 

買受人倉庫使用料(5) 183.42m2 1月につき 143,950円 

買受人事務所使用料 153.46m2 1月につき 66,970円 

花き部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の2 

附属営

業人施

設使用

料 

施設A(青果部) 906m2 1月につき 1m2当たり630円 

施設B(青果部) 232m2 1月につき 89,590円 

施設C(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 

施設D(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 

施設E(青果部) 56.7m2 1月につき 34,120円 
 

買受人倉庫使用料(4) 439.29m2 1月につき 339,970円 

買受人倉庫使用料(5) 183.42m2 1月につき 141,330円 

買受人事務所使用料 153.46m2 1月につき 65,760円 

花き部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の2 

附属営

業人施

設使用

料 

施設A(青果部) 906m2 1月につき 1m2当たり620円 

施設B(青果部) 232m2 1月につき 87,960円 

施設C(青果部) 56.7m2 1月につき 33,500円 

施設D(青果部) 56.7m2 1月につき 33,500円 

施設E(青果部) 56.7m2 1月につき 33,500円 
 

別表第5(第64条関係) 別表第5(第64条関係) 

種別 単位 期間 使用料 適用 

広告板 1枚 1年 20,950円 高さ1.8m×幅3.6m 
 

種別 単位 期間 使用料 適用 

広告板 1枚 1年 20,570円 高さ1.8m×幅3.6m 
 

   ○サンビレッジ茜条例(第18条関係)    ○サンビレッジ茜条例(第18条関係) 

(友の会会員) (友の会会員) 

第13条 (略) 第13条 (略) 

2 友の会会員の会費は、年額大人2,100円、小人1,050円とする。ただし、会費は、

消費税及び地方消費税を含む。 

2 友の会会員の会費は、年額大人2,060円、小人1,030円とする。ただし、会費は、

消費税及び地方消費税を含む。 

3 (略) 3 (略) 

別表(第12条関係) 別表(第12条関係) 

(1) 人工芝スキー場関連施設 (1) 人工芝スキー場関連施設 

種類 区分 単位 料金 備考 

入場料 大人 1人 310円 友の会会員は大人150円、小

人100円とする。 小人 200円 

人工芝スキー滑走料 大人 1人1日 1,570円   

小人 840円 

大人 1人半日 1,050円 

小人 520円 

大人 1人2時間 520円 

小人 260円 

スキー道具貸出料 大人 1回1組 1,570円   

小人 1,050円 

大人 1回1点 1,050円   

小人 520円 

リフト利用料金 1回 200円   

種類 区分 単位 料金 備考 

入場料 大人 1人 300円 友の会会員は大人150円、小

人100円とする。 小人 200円 

人工芝スキー滑走料 大人 1人1日 1,540円   

小人 830円 

大人 1人半日 1,030円 

小人 510円 

大人 1人2時間 510円 

小人 250円 

スキー道具貸出料 大人 1回1組 1,540円   

小人 1,030円 

大人 1回1点 1,030円   

小人 510円 

リフト利用料金 1回 200円   
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1日券 2,100円 

半日券 1,570円 

2時間券 790円 小人のみ 

スキーセット料金 大人 1人2時間 2,620円 人工芝スキー滑走料、道具

貸出料及びリフト利用料金

を含み、入場料を含まない。 

小人 1,570円 

スーパースレイ利用料 大人 1回 430円   

小人 310円 

ソリ利用料 1台 310円 1時間 

パットゴルフ利用料金 1回 310円 1組 

遊具利用料金 1回 100円   

コインロッカー利用料金 1回 200円   

シャワー室利用料金 1人1回 100円   
 

1日券 2,060円 

半日券 1,540円 

2時間券 770円 小人のみ 

スキーセット料金 大人 1人2時間 2,580円 人工芝スキー滑走料、道具

貸出料及びリフト利用料金

を含み、入場料を含まない。 

小人 1,540円 

スーパースレイ利用料 大人 1回 420円   

小人 300円 

ソリ利用料 1台 300円 1時間 

パットゴルフ利用料金 1回 300円 1組 

遊具利用料金 1回 100円   

コインロッカー利用料金 1回 200円   

シャワー室利用料金 1人1回 100円   
 

備考 備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2・3 (略) 2・3 (略) 

(2) キャンプ施設利用料金 (2) キャンプ施設利用料金 

施設名 単位 料金 備考 

バンガロー 1棟 1泊 5,240円   

テント敷 1区画 1泊 1,570円   

貸寝具 1組 1回 630円 毛布、枕、マット 

バーベキュー小屋A 1棟 1回 3,140円   

バーベキュー小屋B 1区画 1回 1,570円   

冷暖房 1時間 1回 100円   
 

施設名 単位 料金 備考 

バンガロー 1棟 1泊 5,150円   

テント敷 1区画 1泊 1,540円   

貸寝具 1組 1回 620円 毛布、枕、マット 

バーベキュー小屋A 1棟 1回 3,080円   

バーベキュー小屋B 1区画 1回 1,540円   

冷暖房 1時間 1回 100円   
 

備考 備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2・3 (略) 2・3 (略) 

(3) セントラルロッジ (3) セントラルロッジ 

1 施設利用料金 1 施設利用料金 

施設名 単位 料金 備考 

第1研修室(洋) 1部屋 1時間 2,100円 ロッジ1号館 

第2研修室(和) 

第3研修室 ロッジ2号館 
 

施設名 単位 料金 備考 

第1研修室(洋) 1部屋 1時間 2,060円 ロッジ1号館 

第2研修室(和) 

第3研修室 ロッジ2号館 
 

2 宿泊利用料金(1泊につき) 2 宿泊利用料金(1泊につき) 

区分 料金 備考 区分 料金 備考 
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市内居住者及び友の会会員 大人 1,680円 貸寝具を含む。 

小人 840円 

市外居住者 大人 2,310円 

小人 1,150円 
 

市内居住者及び友の会会員 大人 1,650円 貸寝具を含む。 

小人 830円 

市外居住者 大人 2,260円 

小人 1,130円 
 

備考 備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2・3 (略) 2・3 (略) 

(4) 茜ドーム (4) 茜ドーム 

区分 料金 備考 

市内居住者 大人 2時間 310円   

小人 150円 

市外居住者 大人 630円 

小人 310円 

照明料 1,050円   
 

区分 料金 備考 

市内居住者 大人 2時間 300円   

小人 150円 

市外居住者 大人 620円 

小人 300円 

照明料 1,030円   
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

   ○飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例(第19条関係)    ○飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例(第19条関係) 

別表(第5条、第11条関係) 別表(第5条、第11条関係) 

1・2 (略) 1・2 (略) 

3 入湯利用料金 3 入湯利用料金 

区分 日帰り 備考 

一般(中学生以上) 430円 入湯税並びに消費税及び地

方消費税を含む。入湯の受付

時間は、11時から19時までと

する。 

児童 310円 

 

区分 日帰り 備考 

一般(中学生以上) 420円 入湯税並びに消費税及び地

方消費税を含む。入湯の受付

時間は、11時から19時までと

する。 

児童 300円 

 

4 テニスコート利用料金 4 テニスコート利用料金 

区分 利用料金(1

面当り) 

時間 備考 

屋内(8時30分から21時まで) 1,680円 2時間 照明料として1時間につき

400円を加算する。 

屋外(8時30分から20時まで) 680円 2時間 照明を利用する場合は、照

明料として1時間につき400

円を加算する。 
 

区分 利用料金(1

面当り) 

時間 備考 

屋内(8時30分から21時まで) 1,650円 2時間 照明料として1時間につき

400円を加算する。 

屋外(8時30分から20時まで) 660円 2時間 照明を利用する場合は、照

明料として1時間につき400

円を加算する。 
 

備考 備考 

 1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。  1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2・3 (略)  2・3 (略) 
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   ○飯塚市健康の森公園市民プール条例(第20条関係)    ○飯塚市健康の森公園市民プール条例(第20条関係) 

別表第2(第7条関係) 別表第2(第7条関係) 

利用料金の範囲 利用料金の範囲 

区分 温水プール レジャープール 

基本金額 超過金額 基本金額 

2時間 30分ごと 終日 

個人使用 一般 520円 130円 430円 

高校生 310円 80円 310円 

小・中学生 200円 50円 200円 

幼児 100円 30円 100円 

ロッカー使用   100円(1回) 

団体使用(30人以上) (略) 
 

区分 温水プール レジャープール 

基本金額 超過金額 基本金額 

2時間 30分ごと 終日 

個人使用 一般 510円 130円 420円 

高校生 300円 80円 300円 

小・中学生 200円 50円 200円 

幼児 100円 30円 100円 

ロッカー使用   100円(1回) 

団体使用(30人以上) (略) 
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

   ○飯塚市都市公園体育施設条例(第21条関係)    ○飯塚市都市公園体育施設条例(第21条関係) 

別表第1(第2条、第3条関係) 別表第1(第2条、第3条関係) 

市民公園の体育施設 市民公園の体育施設 

1 健幸スポーツ広場の専用エリア 1 健幸スポーツ広場の専用エリア 

区分 利用料金(1時間当たり) 

専用利用 一般 2,100円 

高校生以下 1,050円 

 (略) 
 

区分 利用料金(1時間当たり) 

専用利用 一般 2,060円 

高校生以下 1,030円 

 (略) 
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 (略) 2 (略) 

3 弓道場 3 弓道場 

区分 利用料金 

専用利用 一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき100円 

個人利用 一般 回数券(10回分) 480円 

高校生以下 回数券(10回分) 150円 

 (略) 
 

区分 利用料金 

専用利用 一般 1時間につき150円 

高校生以下 1時間につき100円 

個人利用 一般 回数券(10回分) 470円 

高校生以下 回数券(10回分) 150円 

 (略) 
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

4 (略) 4 (略) 

別表第2(第2条、第3条関係) 別表第2(第2条、第3条関係) 

健康の森公園の多目的広場 健康の森公園の多目的広場 

区分 利用料金(1時間当たり) 区分 利用料金(1時間当たり) 
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一般 2,100円 

高校生以下 1,050円 

 (略) 
 

一般 2,060円 

高校生以下 1,030円 

 (略) 
 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

別表第3(第2条、第3条関係) 別表第3(第2条、第3条関係) 

健康の森公園の多目的施設 健康の森公園の多目的施設 

室名 区分 料金 

トレーニング室 一般 1時間当たり 100円 

高校生以下 1時間当たり 50円 

一般回数券 1時間／11回分 1,050円 

一般回数券 2時間／11回分 2,100円 

高校生以下回数券 1時間／11回分 520円 

高校生以下回数券 2時間／11回分 1,050円 

エアロビクススタジオル

ーム 

個人利用 1時間当たり 100円 

1室貸切りの利用(10名以下) 1時間当たり 1,050円 

1室貸切りの利用(11名以上) 1時間当たり 2,100円 

会議室 1時間当たり 520円 

 (略) 
 

室名 区分 料金 

トレーニング室 一般 1時間当たり 100円 

高校生以下 1時間当たり 50円 

一般回数券 1時間／11回分 1,030円 

一般回数券 2時間／11回分 2,060円 

高校生以下回数券 1時間／11回分 510円 

高校生以下回数券 2時間／11回分 1,030円 

エアロビクススタジオル

ーム 

個人利用 1時間当たり 100円 

1室貸切りの利用(10名以下) 1時間当たり 1,030円 

1室貸切りの利用(11名以上) 1時間当たり 2,060円 

会議室 1時間当たり 510円 

 (略) 
 

備考 備考 

 1 料金は、消費税及び地方消費税を含む。  1 料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

 2・3 (略)  2・3 (略) 

   ○飯塚市病院事業条例(第22条関係)    ○飯塚市病院事業条例(第22条関係) 

別表第1(第5条関係) 

種別 単位 金額 

個室料 特別室 1日につき 11,000円 

個室 1日につき 5,500円 

2人部屋 1日につき 1,650円 

(略) (略) (略) 

非紹介患者初診加算料 1回につき 1,650円 

(略) (略) (略) 

症状照会料 1回につき 5,500円 

保険会社面談料 1回につき 5,500円 

180日を超えて入院する場合の負担金

(特定の場合を除く。)(厚生労働大臣の

定める評価療養及び選定療養(平成18

1日につき 保険外併用療養費に係

る厚生労働大臣が定め

る医薬品等(平成18年厚

別表第1(第5条関係) 

種別 単位 金額 

個室料 特別室 1日につき 10,800円 

個室 1日につき 5,400円 

2人部屋 1日につき 1,620円 

(略) (略) (略) 

非紹介患者初診加算料 1回につき 1,620円 

(略) (略) (略) 

症状照会料 1回につき 5,400円 

保険会社面談料 1回につき 5,400円 

180日を超えて入院する場合の負担金

(特定の場合を除く。)(厚生労働大臣の

定める評価療養及び選定療養(平成18

1日につき 保険外併用療養費に係

る厚生労働大臣が定め

る医薬品等(平成18年厚
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年厚生労働省告示第495号)に規定する

入院期間が180日を超えた日以後の入

院及びその療養に伴う世話その他の看

護に係る特別の料金) 

生労働省告示第498号)

第10号に規定する通算

対象入院料の基本点数

に100分の15を乗じて得

た点数に10円を乗じて

得た額に100分の110を

乗じて得た額(1円未満

の端数があるときはこ

れを切り捨てる。) 
 

年厚生労働省告示第495号)に規定する

入院期間が180日を超えた日以後の入

院及びその療養に伴う世話その他の看

護に係る特別の料金) 

生労働省告示第498号)

第10号に規定する通算

対象入院料の基本点数

に100分の15を乗じて得

た点数に10円を乗じて

得た額に100分の108を

乗じて得た額(1円未満

の端数があるときはこ

れを切り捨てる。) 
 

 備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む  備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む 

別表第2(第5条関係) 

区分 単位 金額 

普通診断書 1通につき 2,200円 

保険関係診断書(後遺障がいの診断を要しない

もの) 

1通につき 5,500円 

保険関係診断書(後遺障がいの診断を要するも

の) 

1通につき 7,700円 

死亡診断書 1通につき 3,300円 

死亡診断書(2通目より) 1通につき 1,100円 

死体検案書 1通につき 7,700円 

身体障がい者手帳・国民年金・厚生年金診断書 1通につき 5,500円 

自動車賠償 一般診断書 1通につき 5,500円 

自動車賠償 後遺症診断書 1通につき 7,700円 

自動車賠償 診療明細書(1月につき) 1通につき 3,300円 

その他特殊な診断書(詳細なもの) 1通につき 5,500円 

各種証明書(支払い証明書等を含む。) 1通につき 1,100円 

職業安定所発行診断書 1通につき 550円 

備考 手数料は、消費税及び地方消費税を含む。 

別表第2(第5条関係) 

区分 単位 金額 

普通診断書 1通につき 2,160円 

保険関係診断書(後遺障がいの診断を要しない

もの) 

1通につき 5,400円 

保険関係診断書(後遺障がいの診断を要するも

の) 

1通につき 7,560円 

死亡診断書 1通につき 3,240円 

死亡診断書(2通目より) 1通につき 1,080円 

死体検案書 1通につき 7,560円 

身体障がい者手帳・国民年金・厚生年金診断書 1通につき 5,400円 

自動車賠償 一般診断書 1通につき 5,400円 

自動車賠償 後遺症診断書 1通につき 7,560円 

自動車賠償 診療明細書(1月につき) 1通につき 3,240円 

その他特殊な診断書(詳細なもの) 1通につき 5,400円 

各種証明書(支払い証明書等を含む。) 1通につき 1,080円 

職業安定所発行診断書 1通につき 540円 

備考 手数料は、消費税及び地方消費税を含む。 

   附 則  

 (施行期日)  

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。  

 (経過措置)  

2 この条例の施行の日前に既に本則に規定する各条例(第16条、第17条、第22条の

規定を除く。)の改正前の規定により施行日以後の使用又は利用について許可を
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受け、又は申請をした者の当該使用又は利用に係る使用料又は利用料金について

は、改正後の各条例の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

3 この条例の第16条による改正後の飯塚市新産業創出支援センター条例の規定、

第17条による改正後の飯塚市地方卸売市場条例の規定、第22条の規定による改正

後の飯塚市病院事業条例の規定は、施行日以後の使用又は利用に係るものについ

て適用し、同日前の使用又は利用に係るものについては、なお従前の例による。 
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議案第81号 

 

不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

不正競争防止法等の一部を改正する法律(平成30年法律第33号)の施行に伴い、関

係規定を整備するため、本案を提出するものである。 

 

 

不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例 

(飯塚市手数料条例の一部改正) 

第1条 飯塚市手数料条例(平成18年飯塚市条例第55号)の一部を次のように改正する。 

別表の(9)中「日本工業規格」を「日本産業規格」に改める。 

別表の(11)中「日本標準規格 A列3判」を「日本産業規格 A列3番」に改める。 

(飯塚市都市公園条例の一部改正) 

第2条 飯塚市都市公園条例(平成18年飯塚市条例第195号)の一部を次のように改正

する。 

別表第4中「日本工業規格」を「日本産業規格」に改める。 

(飯塚市水道事業給水条例の一部改正) 

第3条 飯塚市水道事業給水条例(平成18年飯塚市条例第210号)の一部を次のように

改正する。 

別表第3中「日本標準規格 A列3判」を「日本産業規格 A列3番」に改める。 

(飯塚市下水道条例の一部改正) 

第4条 飯塚市下水道条例(平成18年飯塚市条例第212号)の一部を次のように改正す

る。 

別表第2中「日本標準規格A列3判」を「日本産業規格A列3番」に改める。 
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附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

36



不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

○飯塚市手数料条例(第1条関係) ○飯塚市手数料条例(第1条関係) 

別表(第2条関係) 別表(第2条関係) 

(1)～(8) (略) (1)～(8) (略) 

(9) 行政不服審査法(平成26年法律第68号)関係 (9) 行政不服審査法(平成26年法律第68号)関係 

事務 金額 

行政不服審査法第38条第1

項に規定する提出書類等の

交付 

乾式複写機による写し(単

色刷り) 

1枚 10円(日本産業規格A

列3番まで) 

乾式複写機による写し(カ

ラー刷り) 

1枚 50円(日本産業規格A

列3番まで) 

電磁的記録による情報の写

しその他上記以外の写し 

当該写しの作成に要する費

用に相当する額 

行政不服審査法第81条第3

項の規定により準用する同

法第78条第1項に規定する

主張書面又は資料の交付 

乾式複写機による写し(単

色刷り) 

1枚 10円(日本産業規格A

列3番まで) 

乾式複写機による写し(カ

ラー刷り) 

1枚 50円(日本産業規格A

列3番まで) 

電磁的記録による情報の写

しその他上記以外の写し 

当該写しの作成に要する費

用に相当する額 
 

事務 金額 

行政不服審査法第38条第1

項に規定する提出書類等の

交付 

乾式複写機による写し(単

色刷り) 

1枚 10円(日本工業規格A

列3番まで) 

乾式複写機による写し(カ

ラー刷り) 

1枚 50円(日本工業規格A

列3番まで) 

電磁的記録による情報の写

しその他上記以外の写し 

当該写しの作成に要する費

用に相当する額 

行政不服審査法第81条第3

項の規定により準用する同

法第78条第1項に規定する

主張書面又は資料の交付 

乾式複写機による写し(単

色刷り) 

1枚 10円(日本工業規格A

列3番まで) 

乾式複写機による写し(カ

ラー刷り) 

1枚 50円(日本工業規格A

列3番まで) 

電磁的記録による情報の写

しその他上記以外の写し 

当該写しの作成に要する費

用に相当する額 
 

備考 備考 

1 用紙の両面に印刷された文書又は図面については、片面を1枚として算定す

る。 

1 用紙の両面に印刷された文書又は図面については、片面を1枚として算定す

る。 

2 乾式複写機による写し(単色刷り、カラー刷り)の用紙は、原則として日本

産業規格A列3番までのものを用いるものとする。これを超える場合は、日本

産業規格A列3番による用紙を用いた場合の枚数に換算して算出する。 

2 乾式複写機による写し(単色刷り、カラー刷り)の用紙は、原則として日本

工業規格A列3番までのものを用いるものとする。これを超える場合は、日本

工業規格A列3番による用紙を用いた場合の枚数に換算して算出する。 

(10) (略) (10) (略) 

(11) その他 (11) その他 

事務 名称 金額 

 (略)  (略)  (略) 

公簿、公文書、字図(地番図)、

図面等の写し 

公簿等の謄写 1件につき 300円(日本産業

規格 A列3番まで) 

公簿、公文書、字図(地番図)、

図面等の閲覧 

公簿等の閲覧 1件につき 300円 

航空写真図(課税主管課保有

分)の写し 

航空写真図の謄写 1件につき 500円(日本産業

規格 A列3番) 

事務 名称 金額 

 (略)  (略)  (略) 

公簿、公文書、字図(地番図)、

図面等の写し 

公簿等の謄写 1件につき 300円(日本標準

規格 A列3判まで) 

公簿、公文書、字図(地番図)、

図面等の閲覧 

公簿等の閲覧 1件につき 300円 

航空写真図(課税主管課保有

分)の写し 

航空写真図の謄写 1件につき 500円(日本標準

規格 A列3判) 
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 (略)  (略)  (略) 
 

 (略)  (略)  (略) 
 

○飯塚市都市公園条例(第2条関係) ○飯塚市都市公園条例(第2条関係) 

別表第4(第1条の6関係) 別表第4(第1条の6関係) 

特定公園施設の設置基準 特定公園施設の設置基準 

施設名 整備基準 

園路及び

広場 

1 不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障がい者等が利

用する令第3条第1号に規定する園路及び広場を設ける場合は、そのう

ち1以上は、次に掲げる基準に適合するものであること。 

(1)～(6) (略) 

(7) 視覚障がい者誘導用ブロックは、次に掲げる基準に適合するもの

であること。 

ア (略) 

イ 大きさは、縦30センチメートル、横30センチメートルとし、形

状は、日本産業規格T9251に適合するものを標準とすること。 

(8) (略) 

(略) (略) 
 

施設名 整備基準 

園路及び

広場 

1 不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障がい者等が利

用する令第3条第1号に規定する園路及び広場を設ける場合は、そのう

ち1以上は、次に掲げる基準に適合するものであること。 

(1)～(6) (略) 

(7) 視覚障がい者誘導用ブロックは、次に掲げる基準に適合するもの

であること。 

ア (略) 

イ 大きさは、縦30センチメートル、横30センチメートルとし、形

状は、日本工業規格T9251に適合するものを標準とすること。 

(8) (略) 

(略) (略) 
 

○飯塚市水道事業給水条例(第3条関係) ○飯塚市水道事業給水条例(第3条関係) 

別表第3(第31条関係) 別表第3(第31条関係) 

手数料 手数料 

種別 口径 単位 金額 

(略)  (略)  (略)  (略) 

5 公簿、公文書、図面の写し 日本産業規格 A列3番 1枚につ

き 

300円 

(略)  (略)  (略)  (略) 
 

種別 口径 単位 金額 

(略)  (略)  (略)  (略) 

5 公簿、公文書、図面の写し 日本標準規格 A列3判 1枚につ

き 

300円 

(略)  (略)  (略)  (略) 
 

○飯塚市下水道条例(第4条関係) ○飯塚市下水道条例(第4条関係) 

別表第2(第25条関係) 別表第2(第25条関係) 

手数料 手数料 

種別 単位 金額 

(略)  (略)  (略)  (略) 

4 公簿、公文書、図面の写し(日本産業規

格A列3番) 

1件につき 300円 

(略)  (略)  (略)  (略) 
 

種別 単位 金額 

(略)  (略)  (略)  (略) 

4 公簿、公文書、図面の写し(日本標準規

格A列3判) 

1件につき 300円 

(略)  (略)  (略)  (略) 
 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  
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議案第82号 

 

飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

福岡県公立学校職員の特殊勤務手当に関する条例(昭和29年福岡県条例第5号)が改

正され、福岡県公立学校職員の部活動指導業務に係る手当額(日額)が改定されたこと

に伴い、これを参考にして本市教育職員の特殊勤務手当を改定するため、本案を提出

するものである。 

 

 

飯塚市教育職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

飯塚市教育職員の給与等に関する条例(平成21年飯塚市条例第8号)の一部を次のよ

うに改正する。 

第10条第2項第4号中「3,600円」を「2,700円」に改める。 

附 則 

 この条例は、令和元年8月1日から施行する。 
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飯塚市教育職員の給与等に関する条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(特殊勤務手当) (特殊勤務手当) 

第10条 (略) 第10条 (略) 

(1)～(3) (略) (1)～(3) (略) 

(4) 学校の管理下において行われる部活動(正規の教育課程としてのクラブ活

動に準ずる活動をいう。)における生徒に対する指導業務で週休日、休日等又

は休日等に当たる日以外の正規の勤務時間が3時間45分又は4時間である日に

行うもの 

(4) 学校の管理下において行われる部活動(正規の教育課程としてのクラブ活

動に準ずる活動をいう。)における生徒に対する指導業務で週休日、休日等又

は休日等に当たる日以外の正規の勤務時間が3時間45分又は4時間である日に

行うもの 

2 特殊勤務手当の額は、業務に従事した日一日につき、次のとおりとする。 2 特殊勤務手当の額は、業務に従事した日一日につき、次のとおりとする。 

(1)～(3) (略) (1)～(3) (略) 

(4) 前項第4号の業務 2,700円 (4) 前項第4号の業務 3,600円 

3 (略) 3 (略) 

   附 則  

 この条例は、令和元年8月1日から施行する。  
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議案第83号 

 

飯塚市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条

例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令(平成31年厚

生労働省令第49号)の施行に伴い、関係規定を整備するため、本案を提案するもので

ある。 

 

 

飯塚市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を

改正する条例 

飯塚市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例(平成26年飯塚市条例

第31号)の一部を次のように改正する。 

第7条第2項中「適用しないことができる」を「適用しないこととすることができ

る」に改め、同条に次の2項を加える。 

4 市長は、家庭的保育事業者等による第1項第3号に掲げる事項に係る連携施設の確

保が著しく困難であると認めるときは、同号の規定を適用しないこととすること

ができる。 

5 前項の場合において、家庭的保育事業者等は、法第59条第1項に規定する施設の

うち、次に掲げるもの(入所定員が20人以上のものに限る。)であって、市長が適

当と認めるものを第1項第3号に掲げる事項に係る連携協力を行う者として適切に

確保しなければならない。 

(1) 子ども・子育て支援法(平成24年法律第65号)第59条の2第1項の規定による助

成を受けている者の設置する施設(法第6条の3第12項に規定する業務を目的とす

るものに限る。) 

(2) 法第6条の3第12項及び第39条第1項に規定する業務を目的とする施設であっ
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て、法第6条の3第9項第1号に規定する保育を必要とする乳児・幼児の保育を行

うことに要する費用に係る地方公共団体の補助を受けているもの 

第17条第2項第4号中「乳幼児の食事の内容」を「利用乳幼児の食事の内容」に改

め、「。附則第2条第2項において同じ」を削る。 

第39条第2号中「(平成24年法律第65号)」を削る。 

第47条中「第7条第1号」を「第7条第1項第1号」に改め、同条に次の1項を加える。 

2 保育所型事業所内保育事業を行う者のうち、法第6条の3第12項第2号に規定する

事業を行うものであって、市長が適当と認めるもの(附則第3条において「特例保

育所型事業所内保育事業者」という。)については、第7条第1項本文の規定にかか

わらず、連携施設の確保をしないことができる。 

附則第2条第2項中「(第24条に規定する家庭的保育事業を行う場所において実施さ

れるものに限る。)」を削る。 

附則第3条中「家庭的保育事業者等」の次に「(特例保育所型事業所内保育事業者

を除く。)」を加え、「5年」を「10年」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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飯塚市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(保育所等との連携) (保育所等との連携) 

第7条 (略) 第7条 (略) 

2 市長は、家庭的保育事業者等による代替保育の提供に係る連携施設の確保が著

しく困難であると認める場合であって、次の各号に掲げる要件の全てを満たすと認

めるときは、前項第2号の規定を適用しないこととすることができる。 

2 市長は、家庭的保育事業者等による代替保育の提供に係る連携施設の確保が著

しく困難であると認める場合であって、次の各号に掲げる要件の全てを満たすと認

めるときは、前項第2号の規定を適用しないことができる。 

(1)・(2) (略) (1)・(2) (略) 

3 (略) 3 (略) 

4 市長は、家庭的保育事業者等による第1項第3号に掲げる事項に係る連携施設の

確保が著しく困難であると認めるときは、同号の規定を適用しないこととするこ

とができる。 

 

5 前項の場合において、家庭的保育事業者等は、法第59条第1項に規定する施設の

うち、次に掲げるもの(入所定員が20人以上のものに限る。)であって、市長が適

当と認めるものを第1項第3号に掲げる事項に係る連携協力を行う者として適切

に確保しなければならない。 

 

(1) 子ども・子育て支援法(平成24年法律第65号)第59条の2第1項の規定による

助成を受けている者の設置する施設(法第6条の3第12項に規定する業務を目的

とするものに限る。) 

 

(2) 法第6条の3第12項及び第39条第1項に規定する業務を目的とする施設であ

って、法第6条の3第9項第1号に規定する保育を必要とする乳児・幼児の保育を

行うことに要する費用に係る地方公共団体の補助を受けているもの 

 

(食事の提供の特例) (食事の提供の特例) 

第17条 (略) 第17条 (略) 

2 搬入施設は、次の各号に掲げるいずれかの施設とする。 2 搬入施設は、次の各号に掲げるいずれかの施設とする。 

(1)～(3) (略)  (1)～(3) (略) 

(4) 保育所、幼稚園、認定こども園等から調理業務を受託している事業者のう

ち、当該家庭的保育事業者等による給食の趣旨を十分に認識し、衛生面、栄養

面等、調理業務を適切に遂行できる能力を有するとともに、利用乳幼児の年齢

及び発達の段階並びに健康状態に応じた食事の提供や、アレルギー、アトピー

等への配慮、必要な栄養素量の給与等、利用乳幼児の食事の内容、回数及び時

機に適切に応じることができる者として市が適当と認めるもの(家庭的保育事

業者が第24条に規定する家庭的保育事業を行う場所(第25条第2項に規定する

家庭的保育者の居宅に限る。)において家庭的保育事業を行う場合に限る。) 

(4) 保育所、幼稚園、認定こども園等から調理業務を受託している事業者のう

ち、当該家庭的保育事業者等による給食の趣旨を十分に認識し、衛生面、栄養

面等、調理業務を適切に遂行できる能力を有するとともに、利用乳幼児の年齢

及び発達の段階並びに健康状態に応じた食事の提供や、アレルギー、アトピー

等への配慮、必要な栄養素量の給与等、乳幼児の食事の内容、回数及び時機に

適切に応じることができる者として市が適当と認めるもの(家庭的保育事業者

が第24条に規定する家庭的保育事業を行う場所(第25条第2項に規定する家庭

的保育者の居宅に限る。附則第2条第2項において同じ。)において家庭的保育

事業を行う場合に限る。) 
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(居宅訪問型保育事業) (居宅訪問型保育事業) 

第39条 (略) 第39条 (略) 

(1) (略) (1) (略) 

(2) 子ども・子育て支援法第34条第5項又は第46条第5項の規定による便宜の提

供に対応するために行う保育 

(2) 子ども・子育て支援法(平成24年法律第65号)第34条第5項又は第46条第5項

の規定による便宜の提供に対応するために行う保育 

(3)～(5) (略) (3)～(5) (略) 

(連携施設に関する特例) (連携施設に関する特例) 

第47条 保育所型事業所内保育事業を行う者にあっては、連携施設の確保に当たっ

て、第7条第1項第1号及び第2号に係る連携協力を求めることを要しない。 

第47条 保育所型事業所内保育事業を行う者にあっては、連携施設の確保に当たっ

て、第7条第1号及び第2号に係る連携協力を求めることを要しない。 

2 保育所型事業所内保育事業を行う者のうち、法第6条の3第12項第2号に規定する

事業を行うものであって、市長が適当と認めるもの(附則第3条において「特例保

育所型事業所内保育事業者」という。)については、第7条第1項本文の規定にか

かわらず、連携施設の確保をしないことができる。 

 

附 則 附 則 

(食事の提供の経過措置) (食事の提供の経過措置) 

第2条 (略) 第2条 (略) 

2 前項の規定にかかわらず、施行日後に家庭的保育事業の認可を得た施設等につ

いては、施行日から起算して10年を経過する日までの間は、第16条、第24条第4

号(調理設備に係る部分に限る。)及び第25条第1項本文(調理員に係る部分に限

る。)の規定は、適用しないことができる。この場合において、当該施設等は、

第3条に規定する利用乳幼児への食事の提供を第6条第5項に規定する家庭的保育

事業所等内で調理する方法(第11条の規定により、当該家庭的保育事業所等の調

理設備又は調理室を兼ねている他の社会福祉施設等の調理施設において調理す

る方法を含む。)により行うために必要な体制を確保するよう努めなければなら

ない。 

2 前項の規定にかかわらず、施行日後に家庭的保育事業(第24条に規定する家庭的

保育事業を行う場所において実施されるものに限る。)の認可を得た施設等につ

いては、施行日から起算して10年を経過する日までの間は、第16条、第24条第4

号(調理設備に係る部分に限る。)及び第25条第1項本文(調理員に係る部分に限

る。)の規定は、適用しないことができる。この場合において、当該施設等は、

第3条に規定する利用乳幼児への食事の提供を第6条第5項に規定する家庭的保育

事業所等内で調理する方法(第11条の規定により、当該家庭的保育事業所等の調

理設備又は調理室を兼ねている他の社会福祉施設等の調理施設において調理す

る方法を含む。)により行うために必要な体制を確保するよう努めなければなら

ない。 

(連携施設に関する経過措置) (連携施設に関する経過措置) 

第3条 家庭的保育事業者等(特例保育所型事業所内保育事業者を除く。)は、連携

施設の確保が著しく困難であって、子ども・子育て支援法第59条第4号に規定す

る事業による支援その他の必要な適切な支援を行うことができると市が認める

場合は、第7条第1項本文の規定にかかわらず、この条例の施行の日から起算して

10年を経過する日までの間、連携施設の確保をしないことができる。 

第3条 家庭的保育事業者等は、連携施設の確保が著しく困難であって、子ども・

子育て支援法第59条第4号に規定する事業による支援その他の必要な適切な支援

を行うことができると市が認める場合は、第7条第1項本文の規定にかかわらず、

この条例の施行の日から起算して5年を経過する日までの間、連携施設の確保を

しないことができる。 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  
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議案第84号  

 

 飯塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正

する条例を次のように定める。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

提案理由 

 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準(平成26年厚生労働省令第63

号)の改正に伴い、放課後児童支援員の要件を見直すため、本案を提出するものであ

る。 

 

 

飯塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の

一部を改正する条例 

飯塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例(平成26年飯塚

市条例第35号)の一部を次のように改正する。 

 第10条第3項中「都道府県知事」の次に「又は地方自治法(昭和22年法律第67号)第

252条の19第1項の指定都市の長」を加える。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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飯塚市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(職員) (職員) 

第10条 (略) 第10条 (略) 

2 (略) 2 (略) 

3 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに該当する者であって、都道府県知

事又は地方自治法(昭和22年法律第67号)第252条の19第1項の指定都市の長が行

う研修を修了したものでなければならない。 

3 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに該当する者であって、都道府県知

事が行う研修を修了したものでなければならない。 

(1)～(10) (略) (1)～(10) (略) 

4・5 (略) 4・5 (略) 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  
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議案第85号  

 

飯塚市介護保険条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

提案理由 

 介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正

する政令(平成31年政令第118号)の施行に伴い、低所得者の保険料軽減強化を図るた

め、本案を提出するものである。 

 

 

飯塚市介護保険条例の一部を改正する条例 

飯塚市介護保険条例(平成18年飯塚市条例第150号)の一部を次のように改正する。 

第3条中「平成30年度から3年間」を「令和元年度及び令和2年度」に改め、同条第

2項中「35,640円」を「29,700円」に改め、同項の次に次の2項を加える。 

3 前項の規定は、第1項第2号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課

に係る令和元年度及び令和2年度の各年度における保険料率について準用する。こ

の場合において、前項中「29,700円」とあるのは、「47,520円」と読み替えるもの

とする。 

4 第2項の規定は、第1項第3号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課

に係る令和元年度及び令和2年度の各年度における保険料率について準用する。こ

の場合において、第2項中「29,700円」とあるのは、「57,420円」と読み替えるも

のとする。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の飯塚市介護保険条例第3条の規定は、令和元年度分の保険料から適用し、

平成30年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 
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飯塚市介護保険条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(保険料率) (保険料率) 

第3条 令和元年度及び令和2年度の各年度における保険料率は、次の各号に掲げる

第1号被保険者の区分に応じそれぞれ当該各号に定める額とする。 

第3条 平成30年度から3年間の各年度における保険料率は、次の各号に掲げる第1

号被保険者の区分に応じそれぞれ当該各号に定める額とする。 

(1) 介護保険法施行令(平成10年政令第412号。以下「令」という。)第39条第1

項第1号に掲げる者 39,600円 

(1) 介護保険法施行令(平成10年政令第412号。以下「令」という。)第39条第1

項第1号に掲げる者 39,600円 

(2) 令第39条第1項第2号に掲げる者 55,440円 (2) 令第39条第1項第2号に掲げる者 55,440円 

(3) 令第39条第1項第3号に掲げる者 59,400円 (3) 令第39条第1項第3号に掲げる者 59,400円 

(4)～(17) (略) (4)～(17) (略) 

2 前項第1号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課に係る令和元年

度及び令和2年度の各年度における保険料率は、同号の規定にかかわらず、29,70

0円とする。 

2 前項第1号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課に係る平成30年

度から3年間の各年度における保険料率は、同号の規定にかかわらず、35,640円

とする。 

3 前項の規定は、第1項第2号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦課

に係る令和元年度及び令和2年度の各年度における保険料率について準用する。

この場合において、前項中「29,700円」とあるのは、「47,520円」と読み替える

ものとする。 

 

4 第2項の規定は、第1項第3号に掲げる第1号被保険者についての保険料の減額賦

課に係る令和元年度及び令和2年度の各年度における保険料率について準用す

る。この場合において、第2項中「29,700円」とあるのは、「57,420円」と読み

替えるものとする。 

 

附 則  

(施行期日)  

1 この条例は、公布の日から施行する。  

(経過措置)  

2 改正後の飯塚市介護保険条例第3条の規定は、令和元年度分の保険料から適用

し、平成30年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 
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議案第86号 

 

飯塚市交流センター条例及び飯塚市ふれあい交流センター条例の一部を改正する

条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由  

消費税率及び地方消費税率の改定に伴い、飯塚市交流センター及び飯塚市ふれあ

い交流センターの使用料を改定するとともに、飯塚市ふれあい交流センターに新た

に市外料金の規定を設けるため、本案を提出するものである。 

 

 

飯塚市交流センター条例及び飯塚市ふれあい交流センター条例の一部

を改正する条例 

(飯塚市交流センター条例の一部改正) 

第1条 飯塚市交流センター条例(平成29年飯塚市条例第22号)の一部を次のように

改正する。 

別表を次のように改める。 

(1) 飯塚市二瀬交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 180.00m2 1時間につき  800円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

第1研修室 30.00m2 1時間につき  160円 

第2研修室 72.00m2 1時間につき  310円 

和室 55.00m2 1時間につき  220円 

図書室 46.00m2 1時間につき  160円 

児童室 54.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 72.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 
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2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(2) 飯塚市幸袋交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 160.00m2 1時間につき 800円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

研修室 36.00m2 1時間につき  160円 

和室1号 34.65m2 1時間につき  130円 

和室2号 39.60m2 1時間につき  130円 

図書室 48.00m2 1時間につき  160円 

児童室 66.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 63.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(3) 飯塚市鎮西交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 177.22m2 1時間につき  1,040円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

研修室1 72.25m2 1時間につき  400円 

研修室2 52.73m2 1時間につき  400円 

研修室3 51.12m2 1時間につき  400円 

和室1 37.38m2 1時間につき  200円 

和室2 32.68m2 1時間につき  200円 

音楽研修室 100.62m2 1時間につき  740円 

調理室 97.48m2 1時間につき  640円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 
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(4) 飯塚市菰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 122.00m2 1時間につき  560円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

和室1号 37.16m2 1時間につき  130円 

和室2号 37.16m2 1時間につき  130円 

和室3号 35.00m2 1時間につき  130円 

図書室 77.00m2 1時間につき  310円 

児童室 68.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 73.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(5) 飯塚市立岩交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 330.00m2 1時間につき  1,140円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

中研修室 194.00m2 1時間につき  800円 

第1研修室 99.00m2 1時間につき  310円 

第2研修室 99.00m2 1時間につき  310円 

第3研修室 58.00m2 1時間につき  310円 

和室1号 33.00m2 1時間につき  130円 

和室2号 24.75m2 1時間につき  90円 

視聴覚室 94.00m2 1時間につき  310円 

図書室 45.00m2 1時間につき  160円 

児童室 58.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 135.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 
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(6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 144.00m2 1時間につき  560円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

和室1号 29.70m2 1時間につき  90円 

和室2号 29.70m2 1時間につき  90円 

和室3号 29.00m2 1時間につき  90円 

図書室 72.00m2 1時間につき  310円 

児童室 72.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 68.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(7) 飯塚市飯塚片島交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 115.00m2 1時間につき  560円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

第1研修室 76.00m2 1時間につき  310円 

第2研修室 36.00m2 1時間につき  160円 

和室1号 29.70m2 1時間につき  90円 

和室2号 24.75m2 1時間につき  90円 

和室3号 19.44m2 1時間につき  90円 

児童室 36.00m2 1時間につき  160円 

調理実習室 86.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(8) 飯塚市鯰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 171.00m2 1時間につき  800円 市内以外のも
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研修室 32.00m2 1時間につき  160円 のが使用する

場合は、10割増

とする。 

和室1号 29.70m2 1時間につき  90円 

和室2号 29.70m2 1時間につき  90円 

図書室 46.00m2 1時間につき  160円 

児童室 52.00m2 1時間につき  310円 

調理実習室 80.00m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(9) 飯塚市穂波交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大ホール 432.00m2 1時間につき  1,670円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

第1研修室 34.16m2 1時間につき  160円 

第2研修室 34.16m2 1時間につき  160円 

第3研修室 36.60m2 1時間につき  160円 

第4研修室 28.80m2 1時間につき  160円 

第5研修室 38.64m2 1時間につき  160円 

和室1号 40.60m2 1時間につき  130円 

和室2号 31.15m2 1時間につき  130円 

視聴覚室 106.55m2 1時間につき  560円 

調理実習室 64.66m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(10) 飯塚市筑穂交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大ホール 573.03m2 1時間につき  1,670円 市内以外のも

のが使用する中研修室 184.53m2 1時間につき  800円 
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第1研修室 60.52m2 1時間につき  310円 場合は、10割増

とする。 第2研修室 94.50m2 1時間につき  310円 

和室1号 43.46m2 1時間につき  130円 

和室2号 15.19m2 1時間につき  90円 

視聴覚室 107.55m2 1時間につき  560円 

調理実習室 93.97m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(11) 飯塚市庄内交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大ホール 360.00m2 1時間につき  1,140円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

 

第1研修室 135.27m2 1時間につき  560円 

第2研修室 68.85m2 1時間につき  310円 

第3研修室 51.03m2 1時間につき  310円 

第4研修室 135.27m2 1時間につき  560円 

第5研修室 70.67m2 1時間につき  310円 

第6研修室 53.00m2 1時間につき  310円 

和室1号 66.42m2 1時間につき  220円 

和室2号 63.00m2 1時間につき  220円 

調理実習室 68.85m2 1時間につき  470円 

工芸工作室 52.85m2 1時間につき  310円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(12) 飯塚市庄内交流センター別館使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

ミニシアター室 126.81m2 1時間につき  550円 市内以外のも
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ワーク室1 44.80m2 1時間につき  220円 のが使用する

場合は、10割増

とする。 
ワーク室2 35.00m2 1時間につき  220円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(13) 飯塚市頴田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

第1研修室 69.64m2 1時間につき  400円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割

増とする。 

第2研修室 66.76m2 1時間につき  400円 

第3研修室 33.38m2 1時間につき  190円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(14) 飯塚市頴田交流センター別館使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

多目的ホール 400.00m2 1時間につき  1,650円 
市内以外のも

のが使用する

場合は、10割

増とする。 
第4研修室 37.80m2 1時間につき  190円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(飯塚市ふれあい交流センター条例の一部改正) 

第2条 飯塚市ふれあい交流センター条例(平成25年飯塚市条例第34号)の一部を次
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のように改正する。 

別表を次のように改める。 

別表(第13条関係) 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

研修室1 85.53㎡ 1時間につき 480円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割

増とする。 

研修室2 85.53㎡ 1時間につき 480円 

研修室3 178.55㎡ 1時間につき 1,010円 

多目的室A 56.37m2 1時間につき 320円 

多目的室B 58.46m2 1時間につき 330円 

多目的室C 41.25m2 1時間につき 240円 

多目的室D 25.98m2 1時間につき 140円 

多目的室E 125.50m2 1時間につき 710円 

多目的ホール 211.41m2 1時間につき 940円 

囲碁将棋コーナー  1人1日につき 100円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例の施行の日前に既に本則に規定する各条例の改正前の規定により、施行

日以後の使用又は利用について許可を受け、又は申請をした者の当該使用又は利

用に係る使用料又は利用料金については、改正後の各条例の規定にかかわらず、

なお従前の例による。 
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飯塚市交流センター条例及び飯塚市ふれあい交流センター条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

   ○飯塚市交流センター条例(第1条関係)    ○飯塚市交流センター条例(第1条関係) 

(1) 飯塚市二瀬交流センター使用料 (1) 飯塚市二瀬交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 180.00m2 1時間につき 800円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

第1研修室 30.00m2 1時間につき 160円 

第2研修室 72.00m2 1時間につき 310円 

和室 55.00m2 1時間につき 220円 

図書室 46.00m2 1時間につき 160円 

児童室 54.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 72.00m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 180.00m2 780円 1,560円 

第1研修室 30.00m2 160円 320円 

第2研修室 72.00m2 300円 600円 

和室 55.00m2 210円 420円 

図書室 46.00m2 160円 320円 

児童室 54.00m2 300円 600円 

調理実習室 72.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(2) 飯塚市幸袋交流センター使用料 (2) 飯塚市幸袋交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 160.00m2 1時間につき 800円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

研修室 36.00m2 1時間につき 160円 

和室1号 34.65m2 1時間につき 130円 

和室2号 39.60m2 1時間につき 130円 

図書室 48.00m2 1時間につき 160円 

児童室 66.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 63.00m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 160.00m2 780円 1,560円 

研修室 36.00m2 160円 320円 

和室1号 34.65m2 130円 260円 

和室2号 39.60m2 130円 260円 

図書室 48.00m2 160円 320円 

児童室 66.00m2 300円 600円 

調理実習室 63.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(3) 飯塚市鎮西交流センター使用料 (3) 飯塚市鎮西交流センター使用料 
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室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 177.22m2 1時間につき 1,040円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

研修室1 72.25m2 1時間につき 400円 

研修室2 52.73m2 1時間につき 400円 

研修室3 51.12m2 1時間につき 400円 

和室1 37.38m2 1時間につき 200円 

和室2 32.68m2 1時間につき 200円 

音楽研修室 100.62m2 1時間につき 740円 

調理室 97.48m2 1時間につき 640円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 177.22m2 1,020円 2,040円 

研修室1 72.25m2 390円 780円 

研修室2 52.73m2 390円 780円 

研修室3 51.12m2 390円 780円 

和室1 37.38m2 200円 400円 

和室2 32.68m2 200円 400円 

音楽研修室 100.62m2 730円 1,460円 

調理室 97.48m2 630円 1,260円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(4) 飯塚市菰田交流センター使用料 (4) 飯塚市菰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 122.00m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 37.16m2 1時間につき 130円 

和室2号 37.16m2 1時間につき 130円 

和室3号 35.00m2 1時間につき 130円 

図書室 77.00m2 1時間につき 310円 

児童室 68.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 73.00m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 122.00m2 550円 1,100円 

和室1号 37.16m2 130円 260円 

和室2号 37.16m2 130円 260円 

和室3号 35.00m2 130円 260円 

図書室 77.00m2 300円 600円 

児童室 68.00m2 300円 600円 

調理実習室 73.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(5) 飯塚市立岩交流センター使用料 (5) 飯塚市立岩交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 330.00m2 1時間につき 1,140円 市内以外のもの

が使用する場合中研修室 194.00m2 1時間につき 800円 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 330.00m2 1,120円 2,240円 

中研修室 194.00m2 780円 1,560円 

58



第1研修室 99.00m2 1時間につき 310円 は、10割増とす

る。 第2研修室 99.00m2 1時間につき 310円 

第3研修室 58.00m2 1時間につき 310円 

和室1号 33.00m2 1時間につき 130円 

和室2号 24.75m2 1時間につき 90円 

視聴覚室 94.00m2 1時間につき 310円 

図書室 45.00m2 1時間につき 160円 

児童室 58.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 135.00m2 1時間につき 470円 
 

第1研修室 99.00m2 300円 600円 

第2研修室 99.00m2 300円 600円 

第3研修室 58.00m2 300円 600円 

和室1号 33.00m2 130円 260円 

和室2号 24.75m2 90円 180円 

視聴覚室 94.00m2 300円 600円 

図書室 45.00m2 160円 320円 

児童室 58.00m2 300円 600円 

調理実習室 135.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 (6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 144.00m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 29.70m2 1時間につき 90円 

和室2号 29.70m2 1時間につき 90円 

和室3号 29.00m2 1時間につき 90円 

図書室 72.00m2 1時間につき 310円 

児童室 72.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 68.00m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 144.00m2 550円 1,100円 

和室1号 29.70m2 90円 180円 

和室2号 29.70m2 90円 180円 

和室3号 29.00m2 90円 180円 

図書室 72.00m2 300円 600円 

児童室 72.00m2 300円 600円 

調理実習室 68.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(7) 飯塚市飯塚片島交流センター使用料 (7) 飯塚市飯塚片島交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 115.00m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

第1研修室 76.00m2 1時間につき 310円 

第2研修室 36.00m2 1時間につき 160円 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 115.00m2 550円 1,100円 

第1研修室 76.00m2 300円 600円 

第2研修室 36.00m2 160円 320円 
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和室1号 29.70m2 1時間につき 90円 る。 

和室2号 24.75m2 1時間につき 90円 

和室3号 19.44m2 1時間につき 90円 

児童室 36.00m2 1時間につき 160円 

調理実習室 86.00m2 1時間につき 470円 
 

和室1号 29.70m2 90円 180円 

和室2号 24.75m2 90円 180円 

和室3号 19.44m2 90円 180円 

児童室 36.00m2 160円 320円 

調理実習室 86.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(8) 飯塚市鯰田交流センター使用料 (8) 飯塚市鯰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 171.00m2 1時間につき 800円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

研修室 32.00m2 1時間につき 160円 

和室1号 29.70m2 1時間につき 90円 

和室2号 29.70m2 1時間につき 90円 

図書室 46.00m2 1時間につき 160円 

児童室 52.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 80.00m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大研修室 171.00m2 780円 1,560円 

研修室 32.00m2 160円 320円 

和室1号 29.70m2 90円 180円 

和室2号 29.70m2 90円 180円 

図書室 46.00m2 160円 320円 

児童室 52.00m2 300円 600円 

調理実習室 80.00m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(9) 飯塚市穂波交流センター使用料 (9) 飯塚市穂波交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大ホール 432.00m2 1時間につき 1,670円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

第1研修室 34.16m2 1時間につき 160円 

第2研修室 34.16m2 1時間につき 160円 

第3研修室 36.60m2 1時間につき 160円 

第4研修室 28.80m2 1時間につき 160円 

第5研修室 38.64m2 1時間につき 160円 

和室1号 40.60m2 1時間につき 130円 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大ホール 432.00m2 1,640円 3,280円 

第1研修室 34.16m2 160円 320円 

第2研修室 34.16m2 160円 320円 

第3研修室 36.60m2 160円 320円 

第4研修室 28.80m2 160円 320円 

第5研修室 38.64m2 160円 320円 

和室1号 40.60m2 130円 260円 
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和室2号 31.15m2 1時間につき 130円 

視聴覚室 106.55m2 1時間につき 560円 

調理実習室 64.66m2 1時間につき 470円 
 

和室2号 31.15m2 130円 260円 

視聴覚室 106.55m2 550円 1,100円 

調理実習室 64.66m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(10) 飯塚市筑穂交流センター使用料 (10) 飯塚市筑穂交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大ホール 573.03m2 1時間につき 1,670円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

中研修室 184.53m2 1時間につき 800円 

第1研修室 60.52m2 1時間につき 310円 

第2研修室 94.50m2 1時間につき 310円 

和室1号 43.46m2 1時間につき 130円 

和室2号 15.19m2 1時間につき 90円 

視聴覚室 107.55m2 1時間につき 560円 

調理実習室 93.97m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大ホール 573.03m2 1,640円 3,280円 

中研修室 184.53m2 780円 1,560円 

第1研修室 60.52m2 300円 600円 

第2研修室 94.50m2 300円 600円 

和室1号 43.46m2 130円 260円 

和室2号 15.19m2 90円 180円 

視聴覚室 107.55m2 550円 1,100円 

調理実習室 93.97m2 460円 920円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(11) 飯塚市庄内交流センター使用料 (11) 飯塚市庄内交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大ホール 360.00m2 1時間につき 1,140円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

第1研修室 135.27m2 1時間につき 560円 

第2研修室 68.85m2 1時間につき 310円 

第3研修室 51.03m2 1時間につき 310円 

第4研修室 135.27m2 1時間につき 560円 

第5研修室 70.67m2 1時間につき 310円 

第6研修室 53.00m2 1時間につき 310円 

和室1号 66.42m2 1時間につき 220円 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

大ホール 360.00m2 1,120円 2,240円 

第1研修室 135.27m2 550円 1,100円 

第2研修室 68.85m2 300円 600円 

第3研修室 51.03m2 300円 600円 

第4研修室 135.27m2 550円 1,100円 

第5研修室 70.67m2 300円 600円 

第6研修室 53.00m2 300円 600円 

和室1号 66.42m2 210円 420円 

61



和室2号 63.00m2 1時間につき 220円 

調理実習室 68.85m2 1時間につき 470円 

工芸工作室 52.85m2 1時間につき 310円 
 

和室2号 63.00m2 210円 420円 

調理実習室 68.85m2 460円 920円 

工芸工作室 52.85m2 300円 600円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(12) 飯塚市庄内交流センター別館使用料 (12) 飯塚市庄内交流センター別館使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

ミニシアター室 126.81m2 1時間につき 550円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

ワーク室1 44.80m2 1時間につき 220円 

ワーク室2 35.00m2 1時間につき 220円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

ミニシアター室 126.81m2 540円 1,080円 

ワーク室1 44.80m2 210円 420円 

ワーク室2 35.00m2 210円 420円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(13) 飯塚市頴田交流センター使用料 (13) 飯塚市頴田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

第1研修室 69.64m2 1時間につき 400円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

第2研修室 66.76m2 1時間につき 400円 

第3研修室 33.38m2 1時間につき 190円 
 

室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 

第1研修室 69.64m2 390円 780円 

第2研修室 66.76m2 390円 780円 

第3研修室 33.38m2 190円 380円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

(14) 飯塚市頴田交流センター別館使用料 (14) 飯塚市頴田交流センター別館使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 室名 面積 施設使用料(1時間当たり) 

市内 市外 
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多目的ホール 400.00m2 1時間につき 1,650円 
市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 
第4研修室 37.80m2 1時間につき 190円 

 

多目的ホール 400.00m2 1,620円 3,240円 

第4研修室 37.80m2 190円 380円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市外」とは、本市に居住する者又は本市に主たる活動拠点を有する団体

以外のものをいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

   ○飯塚市ふれあい交流センター条例(第2条関係)    ○飯塚市ふれあい交流センター条例(第2条関係) 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

研修室1 85.53㎡ 1時間につき 480円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

研修室2 85.53㎡ 1時間につき 480円 

研修室3 178.55㎡ 1時間につき 1,010円 

多目的室A 56.37m2 1時間につき 320円 

多目的室B 58.46m2 1時間につき 330円 

多目的室C 41.25m2 1時間につき 240円 

多目的室D 25.98m2 1時間につき 140円 

多目的室E 125.50m2 1時間につき 710円 

多目的ホール 211.41m2 1時間につき 940円 

囲碁将棋コーナー  1人1日につき 100円 
 

室名 面積 施設使用料 

研修室1 85.53㎡ 1時間につき 470円 

研修室2 85.53㎡ 1時間につき 470円 

研修室3 178.55㎡ 1時間につき 990円 

多目的室A 56.37m2 1時間につき 310円 

多目的室B 58.46m2 1時間につき 320円 

多目的室C 41.25m2 1時間につき 230円 

多目的室D 25.98m2 1時間につき 140円 

多目的室E 125.50m2 1時間につき 700円 

多目的ホール 211.41m2 1時間につき 920円 

囲碁将棋コーナー  1人1日につき 100円 
 

備考 備考 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。  

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。  

附 則  

(施行期日)  

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。  

(経過措置)  

2 この条例の施行の日前に既に本則に規定する各条例の改正前の規定により、施

行日以後の使用又は利用について許可を受け、又は申請をした者の当該使用又は

利用に係る使用料又は利用料金については、改正後の各条例の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 
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議案第87号 

 

飯塚市交流センター条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由  

交流センターの整備に伴い、関係規定を整備するため、本案を提出するものであ

る。 

 

 

飯塚市交流センター条例の一部を改正する条例 

第1条 飯塚市交流センター条例(平成29年飯塚市条例第22号)の一部を次のように

改正する。 

別表の(6)を次のように改める。 

(6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 143.82m2 1時間につき  560円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

 

和室1号 29.34m2 1時間につき  90円 

和室2号 28.89m2 1時間につき  90円 

和室3号 16.08m2 1時間につき  90円 

第1研修室 70.70m2 1時間につき  310円 

第2研修室 70.65m2 1時間につき  310円 

調理実習室 70.40m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

第2条 飯塚市交流センター条例の一部を次のように改正する。 
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第2条の表中「新飯塚20番30号」を「新立岩8番13号」に改める。 

別表の(5)を次のように改める。 

(5) 飯塚市立岩交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

第1研修室 90.42m2 1時間につき  400円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

 

第2研修室 97.19m2 1時間につき  400円 

第3研修室 85.00m2 1時間につき  400円 

第4研修室 85.00m2 1時間につき  400円 

第5研修室 53.55m2 1時間につき  400円 

第6研修室 47.09m2 1時間につき  200円 

調理実習室 97.07m2 1時間につき  640円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

第3条 飯塚市交流センター条例の一部を次のように改正する。 

別表の(4)を次のように改める。 

(4) 飯塚市菰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料（市内） 備考 

大研修室 121.14m2 1時間につき  560円 市内以外のも

のが使用する

場合は、10割増

とする。 

 

和室1号 21.74m2 1時間につき  130円 

和室2号 46.76m2 1時間につき  130円 

多目的室 44.33m2 1時間につき  130円 

第1研修室 72.23m2 1時間につき  310円 

第2研修室 53.75m2 1時間につき  310円 

調理実習室 72.86m2 1時間につき  470円 

備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しくは

事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

65



附 則 

この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行する。 

(1) 第1条の規定 令和元年11月1日 

(2) 第2条の規定 令和2年1月1日 

(3) 第3条の規定 令和2年4月1日 
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飯塚市交流センター条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

   ○飯塚市交流センター条例(第1条関係)    ○飯塚市交流センター条例(第1条関係) 

別表(第13条関係) 別表(第13条関係) 

(6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 (6) 飯塚市飯塚東交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 143.82m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 29.34m2 1時間につき 90円 

和室2号 28.89m2 1時間につき 90円 

和室3号 16.08m2 1時間につき 90円 

第1研修室 70.70m2 1時間につき 310円 

第2研修室 70.65m2 1時間につき 310円 

調理実習室 70.40m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 144.00m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 29.70m2 1時間につき 90円 

和室2号 29.70m2 1時間につき 90円 

和室3号 29.00m2 1時間につき 90円 

図書室 72.00m2 1時間につき 310円 

児童室 72.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 68.00m2 1時間につき 470円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

   ○飯塚市交流センター条例(第2条関係)    ○飯塚市交流センター条例(第2条関係) 

 (名称及び位置)  (名称及び位置) 

第2条 交流センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 第2条 交流センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

(略)  (略) 

飯塚市立岩交流センター 飯塚市新立岩8番13号 

(略)  (略) 
 

名称 位置 

(略)  (略) 

飯塚市立岩交流センター 飯塚市新飯塚20番30号 

(略)  (略) 
 

別表(第13条関係) 別表(第13条関係) 

(5) 飯塚市立岩交流センター使用料 (5) 飯塚市立岩交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

    市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

    

第1研修室 90.42m2 1時間につき 400円 

第2研修室 97.19m2 1時間につき 400円 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 330.00m2 1時間につき 1,140円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

中研修室 194.00m2 1時間につき 800円 

第1研修室 99.00m2 1時間につき 310円 

第2研修室 99.00m2 1時間につき 310円 
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第3研修室 85.00m2 1時間につき 400円 

第4研修室 85.00m2 1時間につき 400円 

第5研修室 53.55m2 1時間につき 400円 

第6研修室 47.09m2 1時間につき 200円 

    

    

調理実習室 97.07m2 1時間につき 640円 
 

第3研修室 58.00m2 1時間につき 310円 

和室1号 33.00m2 1時間につき 130円 

和室2号 24.75m2 1時間につき 90円 

視聴覚室 94.00m2 1時間につき 310円 

図書室 45.00m2 1時間につき 160円 

児童室 58.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 135.00m2 1時間につき 470円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

   ○飯塚市交流センター条例(第3条関係)    ○飯塚市交流センター条例(第3条関係) 

別表(第13条関係) 別表(第13条関係) 

(4) 飯塚市菰田交流センター使用料 (4) 飯塚市菰田交流センター使用料 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 121.14m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 21.74m2 1時間につき 130円 

和室2号 46.76m2 1時間につき 130円 

多目的室 44.33m2 1時間につき 130円 

第1研修室 72.23m2 1時間につき 310円 

第2研修室 53.75m2 1時間につき 310円 

調理実習室 72.86m2 1時間につき 470円 
 

室名 面積 施設使用料(市内) 備考 

大研修室 122.00m2 1時間につき 560円 市内以外のもの

が使用する場合

は、10割増とす

る。 

和室1号 37.16m2 1時間につき 130円 

和室2号 37.16m2 1時間につき 130円 

和室3号 35.00m2 1時間につき 130円 

図書室 77.00m2 1時間につき 310円 

児童室 68.00m2 1時間につき 310円 

調理実習室 73.00m2 1時間につき 470円 
 

備考 備考 

1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 1 使用料は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

2 「市内」とは、本市に居住し、若しくは本店若しくは主たる事務所若しく

は事業所を有する者又は主たる活動拠点を有する団体をいう。 

3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 3 営利を目的として使用する場合は、10割増とする。 

附 則  

この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行する。  

(1) 第1条の規定 令和元年11月1日  

(2) 第2条の規定 令和2年1月1日  

(3) 第3条の規定 令和2年4月1日  
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議案第88号 

 

飯塚市健幸プラザ条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

飯塚市健幸プラザについて、指定管理者による管理を可能とするため、本案を提

出するものである。 

 

 

飯塚市健幸プラザ条例の一部を改正する条例 

飯塚市健幸プラザ条例(平成27年飯塚市条例第18号)の一部を次のように改正する。 

第17条を第19条とし、第16条を第18条とする。 

第15条第1項中「第9条第1項」を「第10条第1項」に改め、同条を第17条とする。 

第14条を第16条とし、第13条を第15条とし、第12条を第14条とし、同条の前に次

の1条を加える。 

(利用料金に係る基準) 

第13条 利用料金に係る前条の規定の適用については、市長が、あらかじめその基

準を定めるものとする。 

第11条を第12条とする。 

第10条第1項中「市長に」を「別表第2に定める」に、「を支払わなければならな

い」を「(指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、別表第2(附属設備等につい

ては、規則)に定める額の範囲内で、指定管理者が市長の承認を得て定める利用料金。

以下同じ。)を市長又は指定管理者に支払わなければならない」に改め、同項に次の

ただし書を加える。 

ただし、附属設備及び冷暖房設備に係る使用料は、規則で定める。 

第10条第2項を削り、同条第3項を同条第2項とし、同条第4項を同条第3項とし、同

条に次の1項を加え、同条を第11条とする。 

4 利用料金は、指定管理者の収入として収受させるものとし、利用者は、利用料金
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を指定管理者に支払わなければならない。 

第9条第1項第2号中「第5条第2項」を「第6条第2項」に改め、同項第3号中「第6条

各号」を「第7条各号」に改め、同条第2項中「市」を「市及び指定管理者」に改め、

同条を第10条とする。 

第8条第1項中「第5条第1項」を「第6条第1項」に改め、同条を第9条とする。 

第7条を第8条とし、第6条を第7条とし、第5条を第6条とする。 

第4条中「市長」の次に「(指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、指定管

理者。以下第6条から第10条まで、第12条、第14条及び第16条の規定において同じ。)」

を加え、同条を第5条とする。 

第3条の次に次の1条を加える。 

(指定管理者による管理) 

第4条 市長は、指定管理者(地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項に規

定する指定管理者をいう。以下同じ。)に健幸プラザの管理を行わせることができ

る。 

2 指定管理者が行う業務は、次のとおりとする。 

(1) 健幸プラザの利用に関すること。 

(2) 健幸プラザの施設の維持管理に関すること。 

(3) 健幸プラザ利用者の利便性向上に資すること。 

(4) 前3号に掲げるもののほか、事業の運営に関し市長が必要と認めること。 

別表第1中「第4条」を「第5条」に改める。 

別表第2中「第10条」を「第11条」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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飯塚市健幸プラザ条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(指定管理者による管理)  

第4条 市長は、指定管理者(地方自治法(昭和22年法律第67号)第244条の2第3項に

規定する指定管理者をいう。以下同じ。)に健幸プラザの管理を行わせることが

できる。 

 

2 指定管理者が行う業務は、次のとおりとする。  

(1) 健幸プラザの利用に関すること。  

(2) 健幸プラザの施設の維持管理に関すること。  

(3) 健幸プラザ利用者の利便性向上に資すること。  

(4) 前3号に掲げるもののほか、事業の運営に関し市長が必要と認めること。  

(利用時間及び休館日) (利用時間及び休館日) 

第5条 健幸プラザの利用時間及び休館日は、別表第1のとおりとする。ただし、市

長(指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、指定管理者。以下第6条から第

10条まで、第12条、第14条及び第16条の規定において同じ。)が特に必要がある

と認めるときは、臨時に休館し、又は利用時間及び休館日を変更することができ

る。 

第4条 健幸プラザの利用時間及び休館日は、別表第1のとおりとする。ただし、市

長が特に必要があると認めるときは、臨時に休館し、又は利用時間及び休館日を

変更することができる。 

第6条～第8条 (略) 第5条～第7条 (略) 

(特別な設備) (特別な設備) 

第9条 第6条第1項の許可を受けた者(以下「利用者」という。)が特別な設備をし、

又は備付け以外の器具等を利用するときは、あらかじめ市長の許可を受けなけれ

ばならない。 

第8条 第5条第1項の許可を受けた者(以下「利用者」という。)が特別な設備をし、

又は備付け以外の器具等を利用するときは、あらかじめ市長の許可を受けなけれ

ばならない。 

2・3 (略) 2・3 (略) 

(利用許可の取消し等) (利用許可の取消し等) 

第10条 市長は、利用者が、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、利用

の許可を取り消し、若しくは利用を停止し、又は利用の条件を変更することがで

きる。 

第9条 市長は、利用者が、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、利用

の許可を取り消し、若しくは利用を停止し、又は利用の条件を変更することがで

きる。 

(1) (略) (1) (略) 

(2) 第6条第2項の規定に基づく許可の条件に違反したとき。 (2) 第5条第2項の規定に基づく許可の条件に違反したとき。 

(3) 利用許可を受けた後、第7条各号のいずれかに該当する事由が生じたとき。 (3) 利用許可を受けた後、第6条各号のいずれかに該当する事由が生じたとき。 

(4)～(6) (略) (4)～(6) (略) 

2 前項の措置によって利用者が損害を受けても、市及び指定管理者は、その責め

を負わない。ただし、同項第5号及び第6号の場合は、この限りでない。 

2 前項の措置によって利用者が損害を受けても、市は、その責めを負わない。た

だし、同項第5号及び第6号の場合は、この限りでない。 

(使用料) (使用料) 

第11条 利用者は、別表第2に定める使用料(指定管理者に管理を行わせる場合にあ 第10条 利用者は、市長に使用料を支払わなければならない。 
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っては、別表第2(附属設備等については、規則)に定める額の範囲内で、指定管

理者が市長の承認を得て定める利用料金。以下同じ。)を市長又は指定管理者に

支払わなければならない。ただし、附属設備及び冷暖房設備に係る使用料は、規

則で定める。 

 2 使用料は、別表第2に定める額(附属設備及び冷暖房設備に係るものは、規則で

定める額)とする。 

2・3 (略) 3・4 (略) 

4 利用料金は、指定管理者の収入として収受させるものとし、利用者は、利用料

金を指定管理者に支払わなければならない。 

 

第12条 (略) 第11条 (略) 

(利用料金に係る基準)  

第13条 利用料金に係る前条の規定の適用については、市長が、あらかじめその基

準を定めるものとする。 

 

第14条～第16条 (略) 第12条～第14条 (略) 

(原状回復の義務) (原状回復の義務) 

第17条 利用者は、施設等の利用を終了したとき、又は第10条第1項の規定により

利用の許可を取り消され、若しくは利用を停止されたときは、直ちに原状に回復

しなければならない。 

第15条 利用者は、施設等の利用を終了したとき、又は第9条第1項の規定により利

用の許可を取り消され、若しくは利用を停止されたときは、直ちに原状に回復し

なければならない。 

2 (略) 2 (略) 

第18条・第19条 (略) 第16条・第17条 (略) 

別表第1(第5条関係) 別表第1(第4条関係) 

 (略) 
 

 (略) 
 

別表第2(第11条関係) 別表第2(第10条関係) 

(略) 
 

 (略) 
 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  
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議案第89号 

 

飯塚市地方卸売市場条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長    片 峯  誠 

 

 

提案理由 

消費税率及び地方消費税率の改定に合わせ、消費税及び地方消費税の軽減税率制

度が実施されることに伴い、委託手数料及び市場使用料の算定方法を改めるため、

本案を提出するものである。 

 

 

飯塚市地方卸売市場条例の一部を改正する条例 

飯塚市地方卸売市場条例(平成18年飯塚市条例第185号)の一部を次のように改正す

る。 

第49条中「(消費税額を含む。)に100分の10以内において規則で定める定率を乗じ

て得た金額とする」を「(消費税額を含まない。)に100分の10以内において規則で定

める定率を乗じて得た金額に、100分の110を乗じて得た金額とする」に改める。 

別表第4中「(消費税額を含む。)の1,000分の3」を「(消費税額を含まない。)の

1,000分の3に100分の110を乗じて得た額」に、「(消費税額を含む。)の1,000分の

2」を「(消費税額を含まない。)の1,000分の2に100分の110を乗じて得た額」に改め

る。 

附 則 

 (施行期日) 

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。 

 (経過措置) 

2 この条例による改正後の飯塚市地方卸売市場条例第49条及び別表第4の規定は、

施行日以後の取引及び使用に係るものについて適用し、同日前の取引及び使用に

係るものについては、なお従前の例による。 
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飯塚市地方卸売市場条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(委託手数料の率) (委託手数料の率) 

第49条 卸売業者が、委託者から収受する委託手数料は、売上金額(消費税額を含

まない。)に100分の10以内において規則で定める定率を乗じて得た金額に、100

分の110を乗じて得た金額とする。 

第49条 卸売業者が、委託者から収受する委託手数料は、売上金額(消費税額を含

む。)に100分の10以内において規則で定める定率を乗じて得た金額とする。 

別表第4(第64条関係) 別表第4(第64条関係) 

種別 面積 金額 

青果部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含まな

い。)の1,000分の3に100分の

110を乗じて得た額 

花き部 卸売業者市場使用料  卸売金額(消費税額を含まな

い。)の1,000分の2に100分の1

10を乗じて得た額 

附属営

業人施

設使用

料 

(略) (略) (略) 

 

種別 面積 金額 

青果部 卸売業者市場使用料 

 

 

 卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の3 

花き部 卸売業者市場使用料 

 

 

 卸売金額(消費税額を含む。)

の1,000分の2 

附属営

業人施

設使用

料 

(略) (略) (略) 

 

附 則  

(施行期日)  

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。  

(経過措置)  

2 この条例による改正後の飯塚市地方卸売市場条例第49条及び別表第4の規定は、

施行日以後の取引及び使用に係るものについて適用し、同日前の取引及び使用に

係るものについては、なお従前の例による。 
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議案第90号  

 

 いいづかスポーツ・リゾート条例を次のように定める。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

提案理由 

 庄内温泉筑豊ハイツの再整備に伴い、現施設に代わる新たな宿泊施設に関する名称、

位置及び利用料金等について規定するため、本案を提出するものである。 

 

 

いいづかスポーツ・リゾート条例 

(設置) 

第1条 市内を訪れる観光客及びスポーツ施設利用者の受入れを促進し、交流人口の

拡大及びスポーツ振興を図るとともに、地域の活性化と福祉及び健康づくりの向上

を目的として、いいづかスポーツ・リゾートを設置する。 

(位置) 

第2条 いいづかスポーツ・リゾートの位置は、飯塚市仁保8番地37とする。 

(指定管理者による管理) 

第3条 いいづかスポーツ・リゾートの管理は、指定管理者(地方自治法(昭和22年法

律第67号)第244条の2第3項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。)に行わせる

ものとする。 

2 指定管理者が行う業務は、次のとおりとする。 

(1) いいづかスポーツ・リゾートの利用の許可に関すること。 

(2) いいづかスポーツ・リゾートの施設(附属設備、器具等を含む。以下「施設」

という。)の維持管理に関すること。 

(3) 前2号に掲げるもののほか、市長が施設の運営上必要があると認めること。 

(休館日) 

第4条 いいづかスポーツ・リゾートは、休館しないものとする。ただし、指定管理

者は、あらかじめ市長の承認を得て、臨時に休館することができる。 
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2 前項ただし書の場合において、指定管理者は、いいづかスポーツ・リゾートの見

やすい場所に臨時の休館日を掲示しなければならない。 

(利用時間) 

第5条 いいづかスポーツ・リゾートの利用時間は、別表に掲げるとおりとする。た

だし、指定管理者は、あらかじめ市長の承認を得て、これを変更することができる。 

2 前条第2項の規定は、前項ただし書の規定に準用する。この場合において、同条第

2項中「臨時の休館日」とあるのは、「利用時間」と読み替えるものとする。 

(利用の許可) 

第6条 施設を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければ

ならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも、同様とする。 

2 指定管理者は、前項の許可をする場合において、管理上必要があると認めるとき

は、条件を付することができる。 

(利用許可の制限) 

第7条 指定管理者は、施設を利用しようとする者が、次の各号のいずれかに該当す

ると認めるときは、その利用を許可しない。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 施設を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(3) 集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になる

とき。 

(4) 前3号に掲げる場合のほか、施設の管理上支障があるとき。 

(目的外使用等の禁止) 

第8条 第6条第1項の利用の許可を受けた者(以下「利用者」という。)は、その権利

を許可された目的以外の目的に使用し、又はその利用する権利を譲渡し、若しくは

転貸してはならない。 

(入館の制限) 

第9条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認める者に対し、いいづか

スポーツ・リゾートへの入館を拒み、又は退館を命ずることができる。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがある者 

(2) 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑になる行為をする者 

(3) 火薬その他の危険物又は他人に迷惑となるものを携行する者 

(4) 前3号に掲げる者のほか、管理上支障がある者 
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(利用許可の取消し等) 

第10条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用の許可

を取り消し、若しくは利用を停止し、又は利用の条件を変更することができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 第6条第2項の規定に基づく許可の条件に違反したとき。 

(3) 偽りその他不正な行為により利用の許可を受けたとき。 

(4) 災害その他やむを得ない理由により市において緊急の必要が生じたとき。 

(5) 前各号に掲げる場合のほか、管理上支障があるとき。 

2 前項の措置によって利用者が損害を受けても、市及び指定管理者は、その責めを

負わない。ただし、同項第4号及び第5号の場合は、この限りでない。 

(利用料金) 

第11条 利用者は、利用料金を納付しなければならない。 

2 利用料金は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が市長の承認を得て

定める。 

3 利用料金は、指定管理者の収入として収受するものとする。 

(利用料金の減免等) 

第12条 指定管理者は、あらかじめ市長が定める基準に従い利用料金を減免し、又は

その徴収を延期し、若しくは猶予することができる。 

(利用料金の不還付) 

第13条 既に納付した利用料金は、還付しない。ただし、あらかじめ市長が定める基

準に従い、指定管理者がやむを得ないと認めるときは、利用料金の全部又は一部を

還付することができる。 

(原状回復の義務) 

第14条 利用者は、施設の利用を終了したとき、又は第10条第1項の規定により利用

の許可を取り消され、若しくは停止されたときは、速やかに当該施設を原状に回復

しなければならない。 

(損害賠償の義務) 

第15条 施設を損傷し、又は滅失した者は、それによって生じた損害を賠償しなけれ

ばならない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

(委任) 
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第16条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、令和2年4月1日から施行する。 

(飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例の廃止) 

2 飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ条例(平成18年飯塚市条例第189号。以下「旧条例」と

いう。)は、廃止する。 

(廃止に伴う経過措置) 

3 この条例の施行の日の前日までに、廃止前の旧条例の規定によりなされた処分、

手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

(準備行為) 

4 利用申請の受付その他の必要な準備行為は、この条例の施行の日前においても行

うことができる。 

別表(第5条、第11条関係) 

1 基本宿泊利用料金 

施設名 宿泊利用料金(1室当たり) 

ホテル棟 
デラックスツイン 25,000円以内 

ツイン 15,000円以内 

コテージ 20,000円以内 

テント 10,000円以内 

キャンピングトレーラー 15,000円以内 

備考 

 1 利用料金は、食事料、奉仕料、消費税及び地方消費税を含まない。 

2 利用料金は1室2名利用を基本とし、利用する日又は人数に応じ、規則で定め

る額の範囲内で利用料金を割り増し、又は割り引くことができる。 

2 会議室等利用料金 

利用区分 

会議室等 

食事利用の場合 

(2時間当たり) 

会議等利用の場合 

(1時間当たり) 

多目的ホール 

(午前9時から午後10時まで) 
10,000円以内 20,000円以内 

小ホール 5,000円以内 10,000円以内 
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(午前9時から午後10時まで) 

備考 

  1 利用料金は、奉仕料、消費税及び地方消費税を含まない。 

2 食事利用の場合の利用時間が2時間に満たない場合は、切り上げて2時間とみ

なす。 

3 会議等利用の場合の利用時間が1時間に満たない場合は、切り上げて1時間と

みなす。 

3 テニスコート利用料金 

区分 
利用料金 

(1面当たり) 
時間 照明料金 

屋内(午前8時30分

から午後9時まで) 

市内居住者 840円以内 1時間 
照明を利用する場合は、

照明料として1時間につ

き400円を加算する。 

市外居住者 1,680円以内 1時間 

屋外(午前8時30分

から午後8時まで) 

市内居住者 340円以内 1時間 

市外居住者 680円以内 1時間 

備考 

1 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

2 利用時間が1時間に満たない場合は、切り上げて1時間とみなす。 
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議案第91号 

 

飯塚市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

 市民公園区域の特別用途地区内の建築制限の緩和をすることにより、スポーツ・

レクリエーション拠点エリアとしての整備を進めるため、本案を提出するものであ

る。 

 

 

飯塚市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例 

飯塚市特別用途地区建築条例(平成22年飯塚市条例第33号)の一部を次のように改

正する。 

 第1条中「第49条第1項」の次に「及び第2項」を加え、「第8条第1項第2号に掲げ

る特別用途地区内における建築物の建築の制限」を「第20条第1項(同法第21条第2

項において準用する場合を含む｡)の規定により飯塚市が告示した特別用途地区内に

おける建築物の建築の制限及び制限の緩和」に改める。 

 第2条の見出しを｢(用語の定義)」に改める。 

 第3条の見出しを｢(建築物の用途の制限)」に改め、同条中「別表左欄に掲げる特

別用途地区内においては、」を「別表第1左欄に掲げる区域内においては、法第48

条各項の規定にかかわらず」に改める。 

第4条を次のように改める。 

(既存の建築物に対する制限の緩和) 

第4条 この条において「基準時」とは、法第3条第2項の規定により前条の規定の適

用を受けない建築物について、法第3条第2項の規定により引き続き前条の規定(前

条の規定が改正された場合においては、改正前の規定を含む｡)の適用を受けない

期間の始期をいう。 

2 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、次に掲
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げる範囲内において増築又は改築をする場合においては、法第3条第3項第3号及び

第4号の規定にかかわらず、前条の規定は、適用しない。 

(1) 増築又は改築が基準時における敷地内におけるものであり、かつ、増築又は

改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地面積に対してそれ

ぞれ法第52条第1項、第2項及び第7項並びに法第53条の規定に適合すること。 

(2) 増築後の床面積の合計は、基準時における床面積の合計の1.2倍を超えない

こと。 

(3) 増築後の前条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合

計は、基準時におけるその部分の床面積の合計の1.2倍を超えないこと。 

(4) 用途の変更(令第137条の19第2項に規定する範囲内のものを除く｡)を伴わな

いこと。 

3 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、用途の

変更を伴わない大規模な修繕又は大規模な模様替をする場合においては、法第3

条第3項第3号及び第4号の規定にかかわらず、前条の規定は、適用しない。 

第6条を第7条とし、第5条を第6条とし、第4条の次に次の1条を加える。 

(建築物の用途の制限の緩和) 

第5条 別表第2左欄に掲げる区域内においては、法第48条各項の規定にかかわらず、

同表右欄に掲げる建築物を建築することができる。 

 別表を別表第1とし、同表中「特別用途地区」の次に「の種類」を、「観覧場」の

次に「、ナイトクラブその他これに類する用途で令第130条の9の2で定めるもの」を、

「これらに類する用途」の次に「で令第130条の8の2で定めるもの」を加える。 

 別表第1の次に次の1表を加える。 

別表第2(第5条関係) 

特別用途地区の種類 建築することができる建築物 

スポーツ・レクリエーシ

ョン地区 

観覧場(床面積の合計が1万平方メートル以内のものに

限る｡)で客席の部分の床面積の合計が3千平方メート

ル以内のもの 

附 則 

この条例は、スポーツ・レクリエーション地区に係る特別用途地区に関する都市

計画の決定の告示の日から施行する。 
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飯塚市特別用途地区建築条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

(趣旨) (趣旨) 

第1条 この条例は、建築基準法(昭和25年法律第201号。以下「法」という。)第49

条第1項及び第2項の規定に基づき、都市計画法(昭和43年法律第100号)第20条第1

項(同法第21条第2項において準用する場合を含む。)の規定により飯塚市が告示

した特別用途地区内における建築物の建築の制限及び制限の緩和について必要

な事項を定めるものとする。 

第1条 この条例は、建築基準法(昭和25年法律第201号。以下「法」という。)第49

条第1項の規定に基づき、都市計画法(昭和43年法律第100号)第8条第1項第2号に

掲げる特別用途地区内における建築物の建築の制限について必要な事項を定め

るものとする。 

(用語の定義) (定義) 

第2条 この条例における用語の意義は、法及び建築基準法施行令(昭和25年政令第

338号。以下「令」という。)の定めるところによる。 

第2条 この条例における用語の意義は、法及び建築基準法施行令(昭和25年政令第

338号。以下「令」という。)の定めるところによる。 

(建築物の用途の制限) (特別用途地区内の建築制限) 

第3条 別表第1左欄に掲げる区域内においては、法第48条各項の規定にかかわらず

同表右欄に掲げる建築物は、建築してはならない。 

第3条 別表左欄に掲げる特別用途地区内においては、同表右欄に掲げる建築物は、

建築してはならない。 

(既存の建築物に対する制限の緩和) (既存の建築物に対する制限の緩和) 

第4条 この条において「基準時」とは、法第3条第2項の規定により前条の規定の

適用を受けない建築物について、法第3条第2項の規定により引き続き前条の規定

(前条の規定が改正された場合においては、改正前の規定を含む。)の適用を受け

ない期間の始期をいう。 

第4条 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について

は、次に掲げる範囲内において増築又は改築をすることができる。 

(1) 増築又は改築が基準時(法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受

けない建築物について、法第3条第2項の規定により引き続き前条の規定(前条

の規定が改正された場合においては改正前の規定を含む。)の適用を受けない

期間の始期をいう。以下同じ。)における敷地内におけるものであり、かつ、

増築又は改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地面積に

対してそれぞれ法第52条第1項から第9項まで及び法第53条の規定に適合する

こと。 

(2) 増築後の床面積の合計は、基準時における床面積の合計の1.2倍を超えない

こと。 

(3) 増築後の前条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合

計は、基準時におけるその部分の床面積の合計の1.2倍を超えないこと。 

(4) 用途の変更(令第137条の17に規定する類似の用途相互間におけるものを除

く。次項において同じ。)を伴わないこと。 

2 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、次に

掲げる範囲内において増築又は改築をする場合においては、法第3条第3項第3号

及び第4号の規定にかかわらず、前条の規定は、適用しない。 

2 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、用途

の変更を伴わない大規模な修繕又は大規模な模様替をする場合においては、法第

3条第3項第3号及び第4号の規定は、適用しない。 

(1) 増築又は改築が基準時における敷地内におけるものであり、かつ、増築又

は改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地面積に対して
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それぞれ法第52条第1項、第2項及び第7項並びに法第53条の規定に適合するこ

と。 

(2) 増築後の床面積の合計は、基準時における床面積の合計の1.2倍を超えない

こと。 

(3) 増築後の前条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合

計は、基準時におけるその部分の床面積の合計の1.2倍を超えないこと。 

 

(4) 用途の変更(令第137条の19第2項に規定する範囲内のものを除く。)を伴わ

ないこと。 

 

3 法第3条第2項の規定により前条の規定の適用を受けない建築物について、用途

の変更を伴わない大規模な修繕又は大規模な模様替をする場合においては、法第

3条第3項第3号及び第4号の規定にかかわらず、前条の規定は、適用しない。 

 

(建築物の用途の制限の緩和)  

第5条 別表第2左欄に掲げる区域内においては、法第48条各項の規定にかかわらず

同表右欄に掲げる建築物を建築することができる。 

 

第6条・第7条 (略) 第5条・第6条 (略) 

別表第1(第3条関係) 別表(第3条関係) 

特別用途地区の種類 建築してはならない建築物 

大規模集客施設制限

地区 

劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場、ナイトクラブその他こ

れに類する用途で令第130条の9の2で定めるもの又は店舗、飲

食店、展示場、遊技場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その

他これらに類する用途で令第130条の8の2で定めるものに供す

る建築物でその用途に供する部分(劇場、映画館、演芸場又は

観覧場の用途に供する部分にあっては、客席の部分に限る。)

の床面積の合計が1万平方メートルを超えるもの 
 

特別用途地区 建築してはならない建築物 

大規模集客施設制限

地区 

劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場又は店舗、飲食店、展示

場、遊技場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに

類する用途に供する建築物でその用途に供する部分(劇場、映

画館、演芸場又は観覧場の用途に供する部分にあっては、客席

の部分に限る。)の床面積の合計が1万平方メートルを超えるも

の 

 
 

別表第2(第5条関係)  

特別用途地区の種類 建築することができる建築物 

スポーツ・レクリエ

ーション地区 

観覧場(床面積の合計が1万平方メートル以内のものに限る。)

で客席の部分の床面積の合計が3千平方メートル以内のもの 
 

 

附 則 

この条例は、スポーツ・レクリエーション地区に係る特別用途地区に関する都市

計画の決定の告示の日から施行する。 
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議案第92号 

 

飯塚市病院事業条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和元年6月20日提出 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

提案理由 

インフルエンザの予防接種料を薬剤料、手技料及び初診料等の額を勘案して企業

管理者が別に定める額に改めるとともに、使用していない利用料金を整理するため、

本案を提出するものである。 

 

 

飯塚市病院事業条例の一部を改正する条例 

飯塚市病院事業条例(平成28年飯塚市条例第43号)の一部を次のように改正する。 

別表第1中 

「 

病衣貸出料 1日につき 72円 

」

を削り、「4,320円」を「診療報酬の算定方法により算定した薬剤料、手技料及び初

診料等の額を勘案して企業管理者が別に定める額」に改め、 

「 

食事の複数メニューを選択した場合の料金 1食につき 43円 

」

を削る。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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飯塚市病院事業条例 資料(新旧対照表) 

新 旧 

別表第1(第5条関係) 

種別 単位 金額 

(略) (略) (略) 

 

非紹介患者初診加算料 

 

1回につき 

 

1,620円 

予防接種料(インフルエンザ) 1回につき 診療報酬の算定方法に

より算定した薬剤料、

手技料及び初診料等の

額を勘案して企業管理

者が別に定める額 

(略) (略) (略) 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

別表第1(第5条関係) 

種別 単位 金額 

(略) (略) (略) 

病衣貸出料 1日につき 72円 

非紹介患者初診加算料 1回につき 1,620円 

予防接種料(インフルエンザ) 1回につき 4,320円 

食事の複数メニューを選択した場合の

料金 

1食につき 43円 

(略) (略) (略) 

備考 利用料金は、消費税及び地方消費税を含む。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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議案第93号  

 

   市道路線の廃止 

 

 次のとおり市道路線を廃止するものとする。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

提案理由 

 道路法(昭和27年法律第180号)第10条第1項の規定に基づき市道路線を廃止するに

あたり、同条第3項の規定により議決を求めるものである。 

 

 

市道廃止路線明細 

一連
番号

路線
番号

路線名 起点 終点
幅員
（ｍ）

延長
（ｍ）

図面
番号

1 13971 幸稲2号線 菰田西210-1地先 菰田西207-12地先 1.2 60.5 №1

合　計 60.5
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市道廃止路線図 Ｎｏ．1

13971 幸稲2号線
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議案第94号  

 

   市道路線の認定 

 

 次のとおり市道路線を認定するものとする。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

提案理由 

 道路法(昭和27年法律第180号)第8条第1項の規定に基づき市道路線を認定するにあ

たり、同条第2項の規定により議決を求めるものである。 

 

 

市道認定路線明細 

一連
番号

路線
番号

路線名 起点 終点
幅員
（ｍ）

延長
（ｍ）

図面
番号

1 15179 グレースビュー伊岐須4号線 伊岐須719-10地先 伊岐須719-15地先 6.5 69.0 No.1

2 33547 秋松・名越1号線 秋松935-4地先 秋松935-9地先 5.3 38.5 No.2

合　計 107.5

 

88



市道認定路線図 Ｎｏ．1

15179 グレースビュー伊岐須4号線
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市道認定路線図 Ｎｏ．2

33547 秋松・名越1号線
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議案第95号  

 

専決処分の承認(令和元年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正

予算(第1号)) 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第96条第1項第2号の規定により、令和元年度飯塚

市小型自動車競走事業特別会計補正予算(第1号)について議決を経なければならない

が、特に緊急を要したため、同法第179条第1項の規定により次のとおり専決処分した

ので、同条第3項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものである。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠    

 

 

専決第3号  

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第179条第1項の規定により、特に緊急を要するた

め、次のとおり専決処分する。 

  令和元年5月31日専決 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

   令和元年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正予算(第1号) 
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報告第12号 

 

専決処分の報告(交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに

伴う和解) 

 

 令和元年6月6日に地方自治法(昭和22年法律第67号)第180条第1項の規定に基づき、

交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について専決処分を

したので、同条第2項の規定によりこれを報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

  損害賠償の額 135,000円 

1 事故発生の日時、場所 

  平成31年4月18日(木) 午後0時55分頃 

  飯塚市枝国地内     

2 事故の概要 

高齢介護課職員が、公用車でUターンしようとした際、アクセルとブレーキを踏

み誤り、相手方自宅ブロック塀に衝突し、ブロック塀及び公用車フロントバンパ

ー部分等を損傷させたもの。 

3 損害の状況 

  物的損害  相手方  自宅ブロック塀の損傷 

        市側   フロントバンパー部分等の損傷  

4 事故発生の原因 

市職員の、運転中の注意力の欠如が原因である。 

5 示談の内容 

 (1)  この事故に係る過失割合は、市100％、相手方0％とする。 

(2)  飯塚市は、相手方に対し損害賠償金135,000円を支払う。 

(3)  双方は、本件事故について今後いかなる事情が発生しても、裁判上又は裁判

外において、一切の異議申立て又は請求をしない。 
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6 損害額及び賠償負担額(区分)  

区   分 損 害 額 

負  担  区  分 

市 

過失割合 100％ 

相手方 

過失割合 0％ 

相
手
方 

ブロック塀 

修繕料 
135,000円 135,000円 0円  

市 車両修繕料 320,576円 320,576円 0円 

7  事故現場見取図 

相手方自宅

相手方のブロック塀に衝突

小屋

←小正方面
（行き止まり） 枝国方面→

N.house

N.house 駐車場

公用車
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  報告第13号 

 

専決処分の報告(交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに

伴う和解) 

 

 令和元年5月23日に地方自治法(昭和22年法律第67号)第180条第1項の規定に基づき、

交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について専決処分を

したので、同条第2項の規定によりこれを報告する。 

 

 令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

  損害賠償の額 96,520円 

1 事故発生の日時、場所 

  平成31年1月8日(火) 午後1時35分頃 

  飯塚市横田地内 市道大日寺・吉原町線 

2 事故の概要 

前方を走行していた車両が、右折のため中央線寄りに停車し、その後方に生活

支援課職員運転の公用車が一旦停止したものの、左側に進行できるスペースがあ

ったことから、前方左側へと車両を発進させた際、公用車の後方から同じく前方

左側へ進行してきた相手方車両と接触し、双方の車両が損傷したもの。 

3 損害の状況  

物的損害  相手方 フロントバンパー及び右側フロントフェンダー等の損傷 

       市側  フロントバンパー及び左側フロントフェンダー等の損傷 

4 事故発生の原因 

職員が車両の進路変更をする際に、周囲の確認を十分に行わなかったことが原

因である。 

5 示談の内容 

(1) この事故に係る過失割合は、市90％、相手方10％とする。 

(2) 市は、相手方の車両修繕料の96,520円を相手方に支払う。 

(3) 双方は、本件事故について今後いかなる事情が発生しても、裁判上又は裁判
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外において、一切の異議申立て又は請求をしない。 

6 損害額及び賠償負担額(区分) 

  区   分 損 害 額 

負  担  区  分 

市 

過失割合 90％ 

相手方 

過失割合 10％ 

相
手
方 

車両修繕料 107,244円 96,520円 10,724円 

市 車両修繕料 60,577円 54,519円 6,058円 

7 事故現場見取図 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

公用車 

相手方車両 

横田 

至 飯塚市花瀬 

大日寺川 

市道大日寺・吉原町線 

安町橋 

至 

飯
塚
市
川
津 

至 

飯
塚
市
枝
国 

ドラッグコスモス花瀬店 

横田中央納骨堂 

至 飯塚市西町 

飯塚市消防団横田分隊詰所 

市道目尾・久保白線 
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報告第14号  

 

専決処分の報告(車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ

れに伴う和解) 

 

令和元年6月6日に地方自治法(昭和22年法律第67号)第180条第1項の規定に基づき、

車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について専決処

分をしたので、同条第2項の規定により報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   

 

 

損害賠償の額 54,648円 

1 事故発生の日時、場所 

平成31年4月9日(火) 午前8時30分頃 

飯塚市幸袋地内 市道 宝田・天神線 

2 事故の概要 

市道において走行中の車両がアスファルト片を跳ね上げ、隣接する相手方の敷

地に駐車中の車両を損傷させたもの。 

3 損害の状況 

物的損害 相手方 車両 ボンネット損傷 

4  示談の内容 

(1) 市は、相手方に対し損害賠償金54,648円を支払う。 

(2) 双方は、本件事故について今後いかなる事情が発生しても、裁判上又は裁判

外において、一切の異議申立て又は請求をしない。 

5 損害賠償額の内訳 

修理費用額54,648円のうち、市の過失割合100％ 

6 事故現場見取図 別紙のとおり 
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事故現場見取図 
 飯塚市幸袋地内 

 

事故現場 

幸
袋
方
面 

中
方
面 
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報告第15号 

 

専決処分の報告(人身傷害事故に係る損害賠償の額を定めること及びこ

れに伴う和解) 

 

 令和元年5月24日に地方自治法(昭和22年法律第67号)第180条第1項の規定に基づき、

人身傷害事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解について専決処

分をしたので、同条第2項の規定によりこれを報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

 

 

   損害賠償の額 33,070円 

1 事故発生の日時、場所 

平成30年10月29日(月) 午後5時頃 

飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校内 屋内運動場大アリーナ 

2 事故の概要 

飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校内屋内運動場大アリーナにて地域ジュニアバレ

ーボールクラブに参加した男児が、うつ伏せ状態から合図とともにダッシュをす

る練習を行うため、うつ伏せ状態で待機していたところ、大アリーナ引き戸戸板

(木製)が男児に倒れ掛かり、負傷させたもの。 

3 損害の状況 

  人身傷害  相手方  頭部、顔面、背中を強打 

4 事故発生の原因 

  何らかの事情により上下の枠から外れていた引き戸戸板(木製)が、傾いたまま

しばらく倒れずに立っていたものの、その後突然倒れたことにより発生したこと

から、施設の安全点検を十分に行わなかったことが原因である。 

5 示談の内容 

(1) この事故に係る過失割合は、市100％、相手方0％とする。 

(2) 双方の過失割合に基づき、市は、損害賠償額として33,070円を相手方に支払

う。 
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(3) 双方は、本件事故について今後いかなる事情が発生しても、裁判上又は裁判

外において、一切の異議申立て又は請求をしない。 

6 損害額および賠償負担額(区分) 

 

区  分 

 

損 害 額 

負 担 区 分 

市 

過失割合100％ 

相手方 

過失割合0％ 

相

手

方 

 

治療費等 

 

33,070円 

 

33,070円 

 

0円 

7 事故現場見取図 別紙のとおり 
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事故現場見取図 

飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校内 屋内運動場大アリーナ 

 

アリーナ平面図 

拡大立面図 

倒れた木製防球扉 倒れた引き戸戸板 
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報告第16号  

 

   継続費繰越計算書の報告(平成30年度飯塚市一般会計) 

 

 平成30年度飯塚市一般会計歳出予算の経費に継続費を設定していたので、地方自治

法施行令(昭和22年政令第16号)第145条第1項の規定により報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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会計名　一般会計 （単位：円）

国県支出金 地方債 その他

立岩交流セン
ター整備事業 536,586,000 321,992,000 321,992,000 163,378,000 158,614,000 158,614,000 6,175,000 35,739,000 116,700,000

7 商工費 1 商工費 筑豊ハイツ再
整備事業 1,500,765,000 696,941,000 696,941,000 629,946,000 66,995,000 66,995,000 3,895,000 63,100,000

大規模建築物
耐震改修促進
事業費補助金

263,995,000 27,740,000 155,838,000 183,578,000 79,184,000 104,394,000 104,394,000 26,099,000 78,295,000

2,301,346,000 1,046,673,000 155,838,000 1,202,511,000 872,508,000 330,003,000 330,003,000 36,169,000 114,034,000 179,800,000

支出済額
及び

支出見込額
事業名

2

8 土木費 1 土木管理
費

前年度
逓次

繰越額

特定財源

総務管理
費

平成30年度 　 飯塚市継続費繰越計算書

項
継続費
の総額

款
計

翌年度
逓次

繰越額
残額

平成30年度継続費予算現額

予算
計上額

総務費

合　計

1

繰越金

左の財源内訳
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報告第17号  

 

   繰越明許費繰越計算書の報告(平成30年度飯塚市一般会計) 

 

 平成30年度飯塚市一般会計歳出予算の経費に繰越明許費を設定していたので、地方

自治法施行令(昭和22年政令第16号)第146条第2項の規定により報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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（単位：円）

翌　年　度

既 収 入

繰　越　額 特定財源 国県支出金 地方債 その他

1 社会福祉費 地域密着型施設等整備補助金 26,250,000 26,250,000 26,250,000

私立保育所整備事業費補助金 493,118,000 262,063,000 226,786,000 28,200,000 7,077,000

1 農業費 農業経営対策事業費補助金 62,128,000 42,344,000 381,000 41,963,000

2 林業費 各所林地崩壊防止工事 43,000,000 7,800,000 2,500,000 2,650,000 2,650,000

橋りょう長寿命化事業各所工事設計
委託料

6,944,000 3,756,120 1,720,400 1,000,000 1,035,720

大日寺・吉原町線歩道敷購入費 441,000 440,622 440,622

5 下水道費 熊添川流域調整池新設事業 76,062,000 16,507,495 16,507,495

2 小学校費
各所ブロック塀改修工事 9,900,000 8,733,600 3,583,000 1,400,000 3,750,600

空調設備整備事業 1,006,006,000 867,751,936 137,082,000 728,900,000 1,769,936

3 中学校費
各所ブロック塀改修工事 10,500,000 1,670,760 1,654,000 16,760

空調設備整備事業 269,703,000 166,677,576 27,961,000 138,200,000 516,576

グローバル人材育成研修事業委託料 8,216,000 8,005,180 8,005,180

コミュニティセンター維持補修費 18,036,000 16,740,000 16,740,000

6 農林水
産業費

8 土木費 2 道路橋りょう
費

未収入特定財源
一般財源

3 民生費

2 児童福祉費

平成30年度 　 飯塚市繰越明許費繰越計算書

会計名　一般会計

款 項 事　　業　　名
金　　額

(繰越限度額)

左 　の　 財 　源 　内 　訳

10 教育費

5 社会教育費
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（単位：円）

翌　年　度

既 収 入

繰　越　額 特定財源 国県支出金 地方債 その他

未収入特定財源
一般財源

平成30年度 　 飯塚市繰越明許費繰越計算書

会計名　一般会計

款 項 事　　業　　名
金　　額

(繰越限度額)

左 　の　 財 　源 　内 　訳

自治公民館建築補助金 43,725,000 43,725,000 43,725,000

鹿毛馬神籠石敷購入費 528,000 528,000 528,000

大畑かんがい排水機場維持補修費 162,000,000 162,000,000 105,300,000 56,700,000

各所農業施設災害復旧工事 140,000,000 63,860,876 300,000 36,241,168 6,500,000 20,819,708

各所農地災害復旧工事 85,339,000 49,546,724 1,200,000 34,767,404 13,579,320

各所林業施設災害復旧工事 52,800,000 40,795,640 1,100,000 30,619,000 4,400,000 4,676,640

各所道路橋りょう災害復旧工事 136,839,000 136,839,000 69,237,000 36,400,000 31,202,000

各所河川災害復旧工事 16,018,000 9,095,228 3,366,000 5,700,000 29,228

4 その他公共及び公用施
設災害復旧費 各所災害復旧工事 16,371,000 15,840,000 15,840,000

2,683,924,000 1,950,970,757 10,986,180 643,729,972 1,056,000,000 2,650,000 237,604,605合　　　　　計

13 災害復
旧費

1 農林水産業施
設災害復旧費

2 土木施設災害
復旧費

10 教育費 5 社会教育費
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報告第18号  

 

繰越明許費繰越計算書の報告(平成30年度飯塚市地方卸売市場事業特別

会計) 

 

 平成30年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計歳出予算の経費に繰越明許費を設定

していたので、地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第146条第2項の規定により報

告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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（単位：円）

翌　年　度

既 収 入

繰　越　額 特定財源 国県支出金 地方債 その他

1 地方卸売市場費 2 施設整備費 調査測量設計委託料 91,051,000 58,941,960 38,700,000 20,241,960

91,051,000 58,941,960 38,700,000 20,241,960

未収入特定財源
一般財源

平成30年度 　 飯塚市繰越明許費繰越計算書

会計名　地方卸売市場事業特別会計

款 項 事　　業　　名
金　　額

(繰越限度額)

左 　の　 財 　源 　内 　訳

合　　　　　計
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報告第19号  

 

   事故繰越計算書の報告(平成30年度飯塚市一般会計) 

 

 平成30年度飯塚市一般会計歳出予算の経費を事故繰越ししたので、地方自治法施行

令(昭和22年政令第16号)第150条第3項の規定により報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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会計名　一般会計 （単位：円）

支出済額
支　 出
未済額

国県
支出金

地方債 その他

8 土木費 2
道路橋
りょう費

各所道路敷購
入費

1,265,810 814,800 451,010 451,010 451,010 0 0 0 0 451,010

売買契約及
び登記に時
間を要した
ため

1,265,810 814,800 451,010 451,010 451,010 0 0 0 0 451,010

平成30年度 　 飯塚市事故繰越計算書

説　明未収入特定財源
左の内訳

支出負担
行為予定額

翌年度
繰越額

合　　　　計

項款

左の財源内訳

事業名
支出負担
行為額 既収入

特定財源
一般財源
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報告第20号  

 

平成30年度飯塚市下水道事業会計の予算繰越 

 

 平成30年度飯塚市下水道事業会計資本的支出予算を繰り越したので、地方公営企業

法(昭和27年法律第292号)第26条第3項の規定により報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の繰越額 （単位：円）

企 業 債 国庫補助金
損 益 勘 定
留 保 資 金

94,789,000 0 94,789,000 47,395,000 47,394,000 0 0 0

施設改良事業 141,500,000 0 141,500,000 40,279,000 60,000,000 41,221,000 0 0

95,481,000 0 95,481,000 50,026,000 45,455,000 0 0 0

国の補正予算
の活用事業で
あり、年度内
の事業完了が
困難なため

0

施設整備事業

0 331,770,000 152,849,000 41,221,000 0

用地買収事業

平　成　30　年　度　飯　塚　市　下　水　道　事　業　会　計　予　算　繰　越　計　算　書　

款 項 不 用 額事 業 名 予算計上額
翌 年 度
繰 越 額

支 払 義 務
発 生 額

翌 年 度
繰越額に
係る繰越
を要する
たな卸資
産の購入
限 度 額

説 明

左 の 財 源 内 訳

国の補正予算
の活用事業で
あり、年度内
の事業完了が
困難なため

合  計

１
資 本 的
支 出

１建設改良費

331,770,000

国の補正予算
の活用事業で
あり、年度内
の事業完了が
困難なため

137,700,000
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報告第21号  

 

   平成30年度飯塚市土地開発公社の決算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、平成30年度飯

塚市土地開発公社の決算を別紙のとおり報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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報告第22号  

 

   令和元年度飯塚市土地開発公社の事業計画及び予算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、令和元年度飯

塚市土地開発公社の事業計画及び予算を次のとおり報告する。 

 

  令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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（単位：千円）

土地購入費 補  償  費 計 面積㎡ 土地購入費 補  償  費 計

1

0 0 0 0 0 0 0 0

1 上三緒川島４号線道路敷 489 26,272 905 27,177 0 0 0 0

489 26,272 905 27,177 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

489 26,272 905 27,177 0 0 0 0

内　令　和元年　度　事　業　費

飯　塚　市　土　地　開　発　公　社　事　業　計　画

合　　　　　　計

一
般
分

小　　　　　　計

小　　　　　　計

あ

っ
せ
ん
分 小　　　　　　計

全　　 体　   事     業     費

　　事　業　名
             　 　　　　　　　　 区     分  

面積㎡

特
　
別
　
分
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 (　総 　則　）
第1条　令和元年度飯塚市土地開発公社の予算は、次に定めるところによる。
 (収益的収入及び支出）
第2条　収益的収入及び支出の予定額を、次のとおりと定める。

　　収　　　　　　入
第１款 事業収益 95,527 千円

　　第1項 　　公有地取得事業収益 95,480 千円

　　第2項 　　附帯等事業収益 47 千円

第２款 事業外収益 4,276 千円

　　第1項 　　受取利息 1 千円

　　第2項 　　雑収益 4,275 千円

収　入　合　計 99,803 千円

　　支　　　　　　出
第１款 事業原価 90,934 千円

　　第1項 　　公有地取得事業原価 90,934 千円

第２款 販売費及び一般管理費 8,869 千円

　　第1項 　　販売費及び一般管理費 8,869 千円

支　出　合　計 99,803 千円

（収益的収入支出差引額　 0 千円）

（資本的収入及び支出）
第３条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収
     入額が資本的支出額に対して不足する額96,119千円は損益勘定留保資金
     で、補てんするものとする。）

　　収　　　　　　入
第１款 資本的収入 0 千円

　　第1項 　　借   入  　金 0 千円

収　入　合　計 0 千円

　　支　　　　　　出
第１款 資本的支出 96,119 千円

　　第1項 　　公有地取得事業費 5,209 千円

　　第2項 　　借入金償還金 90,910 千円

支　出　合　計 96,119 千円

　　飯塚市土地開発公社
　　理事長 　堀　江 　勝　美

令和元年度飯塚市土地開発公社予算

　　　平成３１年３月２２日提出　　　　　　　　　
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予定額 　　　　　　     説　　　　　　　　明

1 事業収益 95,527
1 95,480

1 水江排水ポンプ場敷
　（用地費90,910＋利息24＋事務費4,546）

2 47
1

2 事業外収益 4,276
1 受取利息 1

1 受取利息

2 雑収益 4,275
1 運営費補助金

予定額 　　　　　　     説　　　　　　　　明

1 事業原価 90,934
1 90,934

1 水江排水ポンプ場敷
　　　（用地費90,910＋利息24）

2 8,869
1 8,869

1 経費 40 備消品費

57 公課費

8,772 負担金

予定額 　　　　　　     説　　　　　　　　明

1 資本的収入 0
1 借入金 0

1 借入金

予定額 　　　　　　     説　　　　　　　　明

1 資本的支出 96,119
1 5,209

1 9 水江排水ポンプ場敷(発生利息)

5,053 目尾地域開発事業敷(発生利息)

147 飯塚駅前広場整備事業用地敷（発生利息）

2 借入金償還金 90,910
1 借入金償還金

水江排水ポンプ場敷

支　　出　　合　　計 96,119

5,209

90,910 90,910

収　　入　　合　　計 0

                　　　　　    支　　　　  出             　　　             　　 （単位：千円）

款　 項 目

公有地取得
事業費

                　　　　　    収　　　　  入             　　　             　　 （単位：千円）

款　 項 目

公有地取得
事業費

0

支　　出　　合　　計 99,803

収 益 的 収 入 支 出 差 引 額 0

資本的収入及び支出

公有地取得
事業原価 公有用地売却

原価
90,934 90,934

販売費及び
一般管理費 販売費及び

一般管理費

8,869

収　　入　　合　　計 99,803

                　　　　　    支　　　　  出             　　　             　　 （単位：千円）

款　 項 目

1 1 定期預金利息

4,275 4,275 飯塚市補助金

公有地取得
事業収益 公有用地売却

収益
95,480 95,480

附帯等事業
収益 附帯等事業

収益
47 47 借地料

令和元年度　飯塚市土地開発公社予算実施計画

収益的収入及び支出

                　　　　　    収　　　　  入             　　　             　　 （単位：千円）

款　 項 目
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平成３１年３月２２日提出

 理事長 　 堀　江　　勝　美

　提案理由

　　　　　　　（単位：千円）

限度額 借入方法 利率 償還方法

0

小　　　　計 0

小　　　　計 0

0

小　　　　計 0

0合　　　　　計

記

借入金の目的、借入金の限度額、借入の方法、利率及び償還方法については次のとおりとする。

　　　　　　　借入金の目的

一
般
分

証書借入又
は手形借入
（土地開発基
金、銀行その
他から借入）

４．０％
　　以内

借入れた日
から５年以内
に分割又は
一括して償
還するものと
する。

特
別
分

そ
の
他

議案第３号

平成３１年度事業資金の借入れについて

　平成３１年度飯塚市土地開発公社の事業資金の借入れについて、理事会の議決を求める。

 飯塚市土地開発公社

　事業計画の策定に伴い事業資金の借入れをするため、飯塚市土地開発公社定款第１７条

第１項第６号の規定に基づき本案を提出するものである。
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報告第22号 

 

平成30年度公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の決算 

 

地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、平成30年度公

益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の決算を別紙のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 
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報告第24号 

 

令和元年度公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の事業計画及び予算 

 

地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、令和元年度公

益財団法人飯塚市教育文化振興事業団の事業計画及び予算を次のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠 

119



1 
 

令和元年度 事 業 計 画 

 

（平成 31年 4月 1日から令和 2年 3月 31日まで） 

 

 飯塚市教育文化振興事業団は、公益法人移行後６年目を迎え、公益財団法人

として、中長期的な視点に立ち将来にわたって、事業団の本旨である飯塚市の

教育文化の振興と福祉の増進を図るとともに、快適なまちづくりに寄与するこ

とができるよう、今年度も定款に掲げる基本方針に基づき、広く地域住民に優

れた芸術文化の提供や創造、発信など文化振興に資する各種事業に取り組んで

まいります。 

 また、今年度は、当事業団が飯塚市文化会館の指定管理者として 2 期目の指

定をいただきその 3 年目を迎えることから、市の協力をいただきながら、事業

団として取り組む課題を検証し、文化会館のより一層の利用拡大・効率的運営を

始めとして、従来にも増して飯塚市民の文化的要望に応えるため、飯塚市の文化

芸術振興施策、地域振興・生涯学習施策等と密接に協働し、当事業団の使命、公

益財団法人として求められている社会的要請に応える創意と工夫による事業展

開を図ってまいります。 

 

基本方針 

 飯塚市における文化芸術・生涯学習の振興を図り、飯塚市民の高度で多様な文

化芸術活動への要望に応えるための事業を実施し、もって活力と賑わいのある

魅力的なまちづくりに寄与する。 

 

定款に定める事業（第 4条関係） 

 

１．音楽、演劇、講演等の鑑賞体験を通じて芸術文化振興を図る事業 

２．文化芸術に関する知識及び技能の習得を図る事業 

３．市民会員制度を活用したまちづくりに関する事業 

４．地域文化振興のための調査及び情報の提供を行う事業 

５．教育文化施設の管理運営に関する事業 

６．その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

【主な事業内容】 

 

（１）文化芸術の振興に資する公演等の実施に関する事業 

                         （第 4条第 1号関係） 

  芸術文化の振興を図り、心豊かな市民生活及び活力ある地域社会実現に寄 

  与する場と機会を提供する事業として、飯塚市文化会館施設の規模や地域 
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  性を活かした公演等を企画し実施します。自主文化事業の展開にあたって 

  は、市民に優れた多様な文化芸術をより低廉な料金で提供し、鑑賞する機 

  会を充実します。 

   透明感のある歌声と歌唱力で定評のある森山良子、テノール歌手の秋川 

雅史と飯塚出身のシンガーソングライター村上ゆきによるジョイントコン 

サートを飯塚ロータリークラブ50周年記念コンサートとして共催により鑑 

賞機会を提供します。 

地域文化を推進する事業としては、「イイヅカ☆ブラスフェスティバル」 

や「B1ミュージックフェスティバル」などを引き続き実行委員会形式で実 

施するほか、地域における文化の振興を支援する団体等との共催により、 

廉価で質の高いコンサートを鑑賞する機会を提供し、地域にクラシック音 

楽を楽しむ風土を培っていただくことを目指します。 

   ニューイヤーコンサートとして継続してきた北九州響ホール室内合奏団 

  によるオペレッタ公演も徐々に入場者が増え、今年のヨハン・シュトラウ 

ス作曲の「こうもり」で 3回目を迎えます。昨年市内の小学 5年生を招待 

し公益財団法人ニッセイ文化振興財団と共催で実施した物語付きクラシッ

クコンサートを今年も継続して「アラジンと魔法のランプ」の演目により九

州交響楽団の生演奏で公演できることになりました。 

 5年ぶりとなる宝くじ文化公演を「おしゃべり音楽館～思い出のスクリー

ンミュージック～」として、春風亭小朝の司会進行で小原孝ポップスオーケ

ストラの演奏とトークに加え地元合唱団との共演もある内容で一般財団法

人自治総合センターとの共催で開催します。 

 7回目を迎えるサロンコンサートでは、若きヴァイオリニストと巨匠ピア 

ニストによる演奏とトークで綴る「パリの散歩道」。3台のピアノと 3人の 

女性ピアニストが繰り広げるスペシャルなジャズセッションとして公演。異 

なるジャンルの 2 本組のコンサートを身近なステージで鑑賞していただき

ます。 

   また、文化会館と地域の新たな接点をつくることを目的としたアウトリ 

  ーチ活動として、地域の公民館や病院・福祉施設等に九州交響楽団団員等 

による木管五重奏や弦楽四重奏演などの出前コンサートを始め、小学校等 

のニーズに応じた朗読や歌唱指導などの参加体験型のプログラムを提供す 

る出前講座事業を学校との連携協力を図りながら継続的に推進することに 

より、アート体験とともに文化会館の存在や活動を周知する機会として市 

民に提供していきます。 

 

（２）文化芸術に関する知識及び技能の習得を図る事業 

                         （第 4条第 2号関係） 

  文化・芸術に関する分野の人材を育成するため、受講者・参加者を募り講 
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 座、体験活動を通して、文化・芸術に関する知識・技能の習得を図ります。 

 音楽専門家による楽器やクラシック音楽に関するクラシック講座を開催し、 

 オーケストラの楽しみ方等を気軽に学ぶ機会を提供するほか、食のセミナー 

 として「こんにゃくづくり」や「味噌づくり」などの市民参加型のワークシ 

ョップを開催するとともに、昨年開催して多くの参加者から好評を得たクラ 

シック音楽業界の第一線で活躍中の小森輝彦氏による講演会とワークショッ 

プを合唱などに関わる関係者の要望により引き続き開催します。 

  また、遠賀川流域には古代史関連の文化資源が豊富にある地域の特性を活 

かし、今まで実施した一連の古代史関連事業を踏まえ、昨年度に引き続き飯 

塚市出身の考古学者高島忠平氏監修の「古代史連続講座」を継続して開催し、 

邪馬台国論争にある多くの諸課題を専門分野の講師による講演と参加者との 

討論により、更に掘り下げ地域の存在感を広くアピールするとともに、地域の

歴史・文化を再認識し市民の郷土に対する誇りを醸成します。  

 

（３）文化芸術の活性化を図るための情報収集及び情報発信に関する事業 

                        （第 4条第 4号関係） 

  各事業に係る情報収集の拡充と更なる飯塚市における文化情報等の収集を 

 行い、広報誌やホームページ等で情報発信を行います。 

  広報の核となる会館機関誌の充実や会館ホームページを主としたネット関 

 連の広報・宣伝活動を重視して取り組むほか、地域情報誌やフリーペーパー 

 など地域性の高い媒体を積極的に活用していきます。 

  中でも若年層への広報活動の充実を図るために、インターネットを通じた 

 情報提供は欠かせないことから、ブログや人と人とのつながりを促進し、サ 

 ポートするコミュニティ型のWebサイトである SNS（ソーシャル・ネット 

 ワーク・サービス）等を活用することで、より効果的な広報・宣伝活動を展 

 開します。具体的なツールとしては FaceBookを活用し、公演等の案内を始 

 め様々な情報発信に努めます。 

  また、過去から継続して開催してきた古代史関連事業として、遠賀川流域 

 の遺跡などをまとめた「古代史サイト」を運営することにより、地域の魅力 

 を広く情報発信していきます。 

 

（４）教育文化施設の管理運営に関する事業 

                        （第 4条第 5号関係） 

  飯塚市文化会館の指定管理者として、管理運営体制の強化を図るとともに 

 運営サービスのレベル向上を目指して、時代に沿った顧客ニーズに対応する 

ともに、施設利用者及び来場者の満足度を一層高めるためにホスピタリティ 

の向上に努めます。具体的には、福岡県公立文化施設協会が新たに取り組む 

福岡県市町村職員研修所での研修会に職員の積極的な参加を行い、研修機会に
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よりスキルアップを図りより質の高いサービスに努めます。 

  市の文化芸術拠点施設に相応しい設備の充実を目指し、施設管理委託業者 

 等との連携による設備等の改善策を検討し、より安全で快適な空間の提供に 

 取り組む。併せて、「安全の確保、トラブルの防止」を基本とした保守点検の 

 順守、施設の計画的な維持・補修を図り、火災や地震等の災害を想定した日 

 常的な防災意識・防災体制の充実強化に向けた取り組みを行うと共に、整備 

 充実されたカメラ・モニター設備を活用した防犯対策にも注力します。 

  また、今年度は飯塚市において飯塚市文化会館改修計画に基づく実施設計 

業務が始まります。大規模な改修事業が見込まれることから、改修工事に伴 

う会館利用を始めとするスケジュール等について、効率的な運用ができるよ 

う指定管理者として連携・協力していきます。 

 

（５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

                         （第 4条第 6号関係） 

  ①受託チケット等の販売に関する事業 

   各施設の利用者が実施する公演のチケットを受託し、窓口で販売するこ 

とにより、お客様の利便性の向上を図るとともに手数料収入の増加を目 

指します。 

   

  ②飯塚市から受託する教育文化施設等の管理運営に関する事業 

   イイズカコミュニティセンター、飯塚市歴史資料館、旧伊藤伝右衛門邸 

   及び中央公民館等を利用者の皆様が安心して利用できるよう、定期点検 

   を着実に行い、適切な管理運営に努めます。   

   

  ③文化団体や中学・高校・大学等との連携強化 

   文化事業の企画運営にあたっては、標記団体等との継続的な協力関係を 

   築き、協働事業に取り組みます。希望者が増加傾向にあるインターンシ 

ップを始め、職場体験学習により人材育成支援を行います。 

 

  ④公益財団法人を運営するために、理事会及び評議員会の開催を始め、共 

   通的な庶務事務を実施します。 
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(単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
基本財産運用収入 250,000 250,000 0
事業収入 6,765,000 4,450,000 2,315,000
施設利用料金収入 40,000,000 40,000,000 0
友の会入会金 200,000 250,000 △ 50,000
広告料収入 700,000 650,000 50,000
販売手数料 280,000 280,000 0
指定管理料 133,011,000 131,919,000 1,092,000
受託収入 83,650,000 79,026,000 4,624,000
受取分担金 553,000 628,000 △ 75,000
補助金収入 300,000 0 300,000
負担金収入 1,400,000 1,000,000 400,000
雑収入 293,000 403,000 △ 110,000

経常収益計 267,402,000 258,856,000 8,546,000
（２）経常費用

263,898,680 256,322,880 7,575,800
役員報酬 5,208,700 2,955,680 2,253,020
給料 19,775,925 20,789,925 △ 1,014,000
臨時雇賃金 33,871,000 33,389,000 482,000
退職給付費 655,200 678,600 △ 23,400
福利厚生費 9,612,575 9,314,175 298,400
旅費交通費 650,000 679,000 △ 29,000
通信運搬費 1,059,000 1,041,200 17,800
備品購入費 2,010,000 2,010,000 0
消耗品費 2,981,000 2,966,000 15,000
修繕費 4,020,000 4,020,000 0
印刷製本費 5,938,000 5,868,000 70,000
燃料費 4,877,280 4,138,300 738,980
光熱水料費 20,794,000 22,799,000 △ 2,005,000
使用料及び賃借料 4,801,000 3,710,000 1,091,000
保険料 433,000 441,000 △ 8,000
諸謝金 2,656,000 2,622,000 34,000
租税公課 565,000 409,000 156,000
負担金 2,471,000 194,000 2,277,000
委託費 133,643,000 131,837,000 1,806,000
役務費 683,000 644,000 39,000
広告料 326,000 378,000 △ 52,000
食糧費 264,000 279,000 △ 15,000
著作権料 203,000 210,000 △ 7,000
消費税 6,401,000 4,950,000 1,451,000

事業費計

科     目 令和元年度当初 平成30年度当初 比較増減

令和元年度収支当初予算書
（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで）
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(単位：円）

科     目 令和元年度当初 平成30年度当初 比較増減

2,126,320 2,035,120 91,200
役員報酬 411,300 330,320 80,980
給料 507,075 533,075 △ 26,000
退職給付費 16,800 17,400 △ 600
福利厚生費 103,425 98,825 4,600
旅費交通費 20,000 20,000 0
交際費 100,000 100,000 0
通信運搬費 25,000 19,800 5,200
消耗品費 1,000 1,000 0
印刷製本費 10,000 10,000 0
燃料費 6,720 8,700 △ 1,980
租税公課 71,000 71,000 0
負担金 156,000 156,000 0
役務費 20,000 7,000 13,000
消費税 123,000 111,000 12,000
委託料 555,000 551,000 4,000

経常費用計 266,025,000 258,358,000 7,667,000
評価損益等調整前当期経常増減額 1,377,000 498,000 879,000
基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0
評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 1,377,000 498,000 879,000
２．経常外増減の部 0 0 0

（１）経常外収益 0 0 0
中科目別記載 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0 0 0

中科目別記載 0 0 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 1,377,000 498,000 879,000
一般正味財産期首残高 16,601,031 11,313,352 5,287,679
一般正味財産期末残高 17,978,031 11,811,352 6,166,679

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0
受取補助金等 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 100,000,000 100,000,000 0
指定正味財産期末残高 100,000,000 100,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 117,978,031 111,811,352 6,166,679

管理費計

6
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(単位：円）

法人会計
内部取
引控除

合計

施設の有効利用 小計 貸館事業 友の会事業
公共施設管理
運営等

収益等小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用収益

基本財産運用収益 0 0 250,000 250,000

基本財産運用収益計 250,000 250,000

事業収益

入場料収益 6,765,000 6,765,000 0 0 6,765,000

施設利用料収益 30,000,000 30,000,000 10,000,000 0 10,000,000 0 40,000,000

友の会入会金収益 0 200,000 0 200,000 200,000

広告料収益 700,000 700,000 700,000

販売手数料収益 280,000 280,000 0 0 280,000

指定管理料収益 130,900,296 130,900,296 0 0 2,110,704 133,011,000

受託収益 0 0 0 83,650,000 83,650,000 83,650,000

受取分担金収益 553,000 553,000 0 0 553,000

　　 300,000 300,000 300,000

事業収益計 169,498,296 169,498,296 10,000,000 200,000 83,650,000 93,850,000 2,110,704 0 265,459,000

受取負担金

受取負担金 1,400,000 1,400,000 1,400,000

受取負担金計 1,400,000 1,400,000 0 0 0 0 0 0 1,400,000

受取寄付金

受取寄付金 0 0 0 0

受取寄付金計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益

雑収益 174,000 174,000 0 99,000 99,000 20,000 293,000

雑収益計 174,000 174,000 0 0 99,000 99,000 20,000 0 293,000

経常収益計 171,072,296 171,072,296 10,000,000 200,000 83,749,000 93,949,000 2,380,704 0 267,402,000

（２）経常費用

事業費 173,106,806 173,106,806 8,267,097 397,610 82,127,167 90,791,874 263,898,680

役員報酬 4,996,100 4,996,100 79,725 53,150 79,725 212,600 5,208,700

給料手当 17,341,965 17,341,965 912,734 101,415 1,419,811 2,433,960 19,775,925

臨時雇賃金 240,000 240,000 33,631,000 33,631,000 33,871,000

退職給付費用 574,560 574,560 30,239 3,360 47,041 80,640 655,200

福利厚生費 3,537,135 3,537,135 186,165 20,685 5,868,590 6,075,440 9,612,575

旅費交通費 650,000 650,000 0 0 650,000

通信運搬費 733,000 733,000 156,000 170,000 0 326,000 1,059,000

備品購入費 2,010,000 2,010,000 0 0 2,010,000

消耗品費 2,981,000 2,981,000 0 0 2,981,000

修繕費 4,020,000 4,020,000 0 0 4,020,000

印刷製本費 5,908,000 5,908,000 30,000 0 30,000 5,938,000

燃料費 4,637,280 4,637,280 240,000 0 240,000 4,877,280

光熱水料費 19,754,300 19,754,300 1,039,700 0 1,039,700 20,794,000

使用料及び賃借料 4,677,150 4,677,150 123,850 0 0 123,850 4,801,000

保険料 417,000 417,000 16,000 16,000 433,000

2,656,000 2,656,000 2,656,000

租税公課 80,000 80,000 242,000 3,000 240,000 485,000 565,000

負担金及び補助 2,471,000 2,471,000 0 0 2,471,000

委託費 91,841,316 91,841,316 4,959,684 36,842,000 41,801,684 133,643,000

役務費 565,000 565,000 0 118,000 118,000 683,000

広告料 326,000 326,000 0 0 326,000

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

補助金収益

諸謝金

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

A018108
公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団

令和元年度収支予算書内訳表
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(単位：円）

法人会計
内部取
引控除

合計

施設の有効利用 小計 貸館事業 友の会事業
公共施設管理
運営等

収益等小計

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで
令和元年度収支予算書内訳表

食糧費 264,000 264,000 0 0 264,000

著作権料 203,000 203,000 0 0 203,000

消費税 2,223,000 2,223,000 297,000 16,000 3,865,000 4,178,000 6,401,000

管理費 2,126,320 0 2,126,320

役員報酬 411,300 411,300

給料手当 507,075 507,075

退職給付費用 16,800 16,800

福利厚生費 103,425 103,425

旅費交通費 20,000 20,000

交際費 100,000 100,000

通信運搬費 25,000 25,000

消耗品費 1,000 1,000

印刷製本費 10,000 10,000

燃料費 6,720 6,720

租税公課 71,000 71,000

負担金及び補助 156,000 156,000

役務費 20,000 20,000

消費税 123,000 123,000

委託料 555,000 555,000

経常費用計 173,106,806 173,106,806 8,267,097 397,610 82,127,167 90,791,874 2,126,320 266,025,000

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,034,510 △ 2,034,510 1,732,903 △ 197,610 1,621,833 3,157,126 254,384 0 1,377,000

基本財産評価損益等 0 0

特定資産評価損益等 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 2,034,510 △ 2,034,510 1,732,903 △ 197,610 1,621,833 3,157,126 254,384 0 1,377,000

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益 0 0

中科目別記載 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

中科目別記載 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 1,677,367 1,677,367 △ 866,451 0 △ 810,916 △ 1,677,367 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 357,143 △ 357,143 866,452 △ 197,610 810,917 1,479,759 254,384 0 1,377,000

一般正味財産期首残高 0 0 16,601,031 16,601,031

一般正味財産期末残高 △ 357,143 △ 357,143 866,452 △ 197,610 810,917 1,479,759 16,855,415 0 17,978,031

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0

受取補助金等 0 0

・　・　・　・　・ 0 0

一般正味財産への振替額 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 100,000,000 100,000,000

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 100,000,000 0 100,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 357,143 △ 357,143 866,452 △ 197,610 810,917 1,479,759 116,855,415 0 117,978,031

8

127



報告第25号  

 

平成30年度一般財団法人サンビレッジ茜の決算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、平成30年度一

般財団法人サンビレッジ茜の決算を別紙のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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報告第26号  

 

令和元年度一般財団法人サンビレッジ茜の事業計画及び予算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、令和元年度一

般財団法人サンビレッジ茜の事業計画及び予算を次のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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令和元年度 
 

事業計画及び予算書【公益事業】 

事業計画及び予算書【収益事業】 

 
 

 

 

 

 

 

一般財団法人サンビレッジ茜 
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令和元年度 一般財団法人サンビレッジ茜公益事業計画 

 

１ はじめに 

 令和元年度は第２期の指定管理者の受託４年目となります。施設全体は経年による老朽

化が進んでいますが、市の所管課と協議により、本年度は、散水池の浚渫工事を行います。

また、施設・設備を有効に活用し、利用者の増加を目指すとともに、昨年までの「総合的

な自然体験型教育施設」づくりにも引き続き取り組みます。 

 

２ 自主事業 

（１）総合的な自然体験型教育施設として「茜の森自然体験学校」づくりや、各種野外体

験活動プログラムの企画・実施を推進します。 

（２）「春の茜まつり」・「秋の茜まつり」を実施し、市内外の多くの方々に楽しんでいただ

き施設の認知度アップと利用者の拡大を図ります。 

（３）１月には「新春初すべり」を実施し滑走時間延長等のサービスを行い利用者増を図

ります。 

（４）「すべろー友の会」の特典付与及び「ポイントカード」の発行で継続的な利用が期待

できるリピーター獲得を目指します。 

（５）人工芝スキー大会を年１０回実施し、協賛団体を呼びかけるとともに出場選手の増

加に努め、選手の技術アップと交流を図ります。 

（６）小中学生が異年齢集団で過ごす「ジュニアトレーニングキャンプ」を年３回実施し、

自主性や社会性を育成します。 

（７）小中学生を対象に隔週土曜日「ジュニアスキースクール」を実施し、基礎基本の習

得を図りスキー技術の向上を目指します。 

（８）様々なプログラムを取り入れた「宿泊体験やるＫＩＤＳ」事業を年５回実施し、コ

ミュニケーション能力や社会性の向上を図ります。 

（９）１泊２日で行う「タフな子ども育成塾」を年８回実施し、習う・やってみる・繰り

返すをキーワードに心身共に健全な子どもの育成を図ります。 

（10）小中学生を対象に九重スキーキャンプを実施し、ジュニア層のスキーのレベルアッ

プを図ります。 

（11）地域の住民や親子との協働により竹林を間伐し整備を行い、その竹を炭化し河川浄

化に供する活動を行い世代間の交流を図ります。 

（12）引き続き人工芝スノーボード大会を年２回実施し、スノーボードの利用者増を目指

します。 

132



- 2 - 
 

（13）福岡県スキー連盟を核とし、九州各県スキー連盟や大学スキー部との連携を強化し、

技術講習会や合宿練習場の積極的開催を進めスキー人口の拡大を目指します。 

（14）施設の機能拡充を図るにあたり、地域から「茜ボランティア」を募り施設づくりの

支援をお願いしていきます。 

（15）新規にシニアスキーの講習を実施し利用者増を図ります。 

（16）ゴールデンウイーク期間中１泊２日で子供を預かるゴーゴープランを４回実施し地

域にも貢献します。 

 

３ 施設の整備 

（１）施設の改修に向けては、利用者に不便を与えることのないよう市所管課との協議を

すすめます。 

（２）損傷している人工芝の張替えを４月に行います。また、園内草刈作業についても職

員で行い茜屋沿線の草刈りについても年２回実施します。 

 

４ 情報の提供 

（１）ホームページを充実させイベント告知の更新やフォローなどを実行し、さらにＳＮ

Ｓを活用し、広く最新の情報を提供し関心を高めます。 

（２）飯塚市広報誌をはじめ、新聞社・ＴＶ局等報道機関、ポスター、チラシなどにより

情報の提供を行います。 

 

５ 営業活動 

（１）各種団体を対象に最適なモデルプランの提案など積極的な営業活動を行います。ま

た小中学校の校長研修会に訪問し施設のピーアールを行い利用者増に努めます。 

（２）スキー・スノーボード取扱い店及び近隣スキー場・宿泊施設等に施設情報を提供し、

新規の利用者獲得に努めます。 

 

６ 関連施設と連携した事業 

国立夜須高原青少年自然の家及び県立青少年教育施設と連携し、人工芝スキー場を活用す

る活動プログラムの導入を積極的に進め利用者増に努めます。また、嘉飯物語での担い手

同士と連携した事業を引き続き検討していきます。 

 

７ 地域との連携 

「産業まつり inちくほ」や「ちくほ夏まつり」に実行委員として、地域のまつりに積極的

133



- 3 - 
 

に参加し地域活性化に貢献します。 
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令和元年度一般財団法人サンビレッジ茜公益事業予算  

（総則）  

第 1 条 令和元年度一般財団法人サンビレッジ茜公益事業予算は、次に定めると

ころによる。  

（収入及び支出）  

第 2 条 収入及び支出の額を次のとおり定める。  

 

収     入  

第１款 利用料         ３６，３９７千円  

第２款 事業収入        １０，６５１千円  

第３款 会費収入           ３７６千円  

第４款 財産収入             ２千円  

第５款 受託事業収入      ３３，２４９千円  

第６款 補助金収入          ７４７千円  

第７款 雑収入            ２７６千円  

第８款 繰入金収入          ８６０千円  

第９款 基本財産取崩収入         ０千円  

第１０款 繰越金収入       ３，３４７千円  

計 ８５，９０５千円  

 

支     出  

第１款 事業費         ７３，３０３千円  

第２款 野外活動振興費      ４，１８２千円  

第３款 スポーツ事業推進費      ３５３千円  

第４款 イベント事業費        ８６２千円  

第５款 管理費          ６，６１４千円  

第６款 体育施設管理費        ２８１千円  

第７款 固定資産取得支出         １千円  

第８款 予備費            ３０９千円  

計 ８５，９０５千円  
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1．収入の部
本年度 前年度 比　較

千円 千円 千円
1.利用料 36,397 38,916 △ 2,519

7,827 9,124 △ 1,297
ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ宿泊、ﾃﾝﾄ敷き、ﾊﾞｰ
ﾍﾞｷｭｰ施設利用料

2.ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｼﾞ利用料 6,448 7,191 △ 743 研修室利用料、宿泊施設利用
料

27,441 28,438 △ 997
1.入場料 3,730 4,156 △ 426 入場料
2.ｽｷｰ場関連施設利
用料

23,711 24,282 △ 571 ｽｷｰ関係利用料、ｿﾘ利用料、
遊具利用料

1,129 1,354 △ 225
1.茜ﾄﾞｰﾑ利用料 1,129 1,354 △ 225 茜ﾄﾞｰﾑ利用料、照明利用料

2.事業収入 10,651 8,789 1,862
8,760 7,009 1,751

ｼﾞｭﾆｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｷｬﾝﾌﾟ収入、茜
ｼﾞｭﾆｱｽｷｰｽｸｰﾙ収入、宿泊体
験やるKIDS収入

1,890 1,779 111
1.ｽﾎﾟｰﾂ大会収入 1,890 1,779 111 ｽｷｰ大会収入、ｽｷｰﾎﾟｰﾙ練習

1 1 0
1.ｲﾍﾞﾝﾄ事業収入 1 1 0 春の茜まつり、秋の茜まつり

3.会費収入 376 349 27
376 349 27

1.会費収入 376 349 27 すべろー友の会会費収入
4.財産収入 2 4 △ 2

2 4 △ 2
1.基本財産運用収
入

2 4 △ 2 基本財産積立金利息収入

5.受託事業収入 33,249 33,249 0
33,249 33,249 0

1.管理運営業務受
託収入

33,249 33,249 0 指定管理委託料

6.補助金収入 747 1,200 △ 453
747 1,200 △ 453

1.補助金収入 747 1,200 △ 453 補助金収入
7.雑収入 276 276 0

276 276 0
1.受取利息 1 1 0 普通預金利息収入
2.雑収入 275 275 0 有料道路立替料等

8.繰入金収入 860 1,569 △ 709
860 1,569 △ 709

1.他会計繰入金収
入

860 1,569 △ 709 収益事業からの繰入金収入

9.基本財産取崩
収入

0 1 △ 1

0 1 △ 1
1.基本財産取崩収
入

0 1 △ 1 基本財産特定預金より

10.繰越金収入 3,347 3,347 0
3,347 3,347 0

1.繰越金収入 3,347 3,347 0 繰越金収入
85,905 87,700 △ 1,795

7,009 1,751

令和元年度 一般財団法人サンビレッジ茜　公益事業予算明細書
（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

収　　入　　及　　び　　支　　出

収　入　合　計

(2)ﾌﾟﾚｲｿﾞｰﾝ利用
料

(3)体育施設利用
料

(1)野外体験活動
事業収入 1.野外体験学習事

業収入

(1)補助金収入

(1)繰越金収入

(2)ｽﾎﾟｰﾂ振興事
業収入
(3)ｲﾍﾞﾝﾄ事業収
入

(1)基本財産運用
収入

(1)受託事業収入

(1)雑収入

(1)会費収入

(1)他会計繰入金
収入

(1)基本財産取崩
収入

款・項 目 説　　　　　　　明

(1)ｵｱｼｽｿﾞｰﾝ利用
料 1.ｷｬﾝﾌﾟ施設利用料 1,379 1,933 △ 554

8,760

5
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2．支出の部
本年度 前年度 比　較

千円 千円 千円
1.事業費 73,303 74,605 △ 1,302
(1)事業総務費 71,251 71,934 △ 683

1.総務管理費 71,251 71,934 △ 683
(1)給料 23,491 23,116 375 職員、嘱託職員
(2)職員手当等 11,385 11,420 △ 35 通勤手当、時間外手当等
(3)臨時雇賃金 2,366 2,361 5 臨時職員
(4)福利厚生費 5,609 5,553 56 法定福利費
(5)退職引当金 2,640 3,240 △ 600 退職共済掛金
(6)旅費交通費 154 166 △ 12 旅費交通費
(7)通信運搬費 575 639 △ 64 電話料、郵便料等
(8)什器備品購入費 1 45 △ 44
(9)消耗品費 728 987 △ 259 事務用、車両用消耗品等
(10)医薬材料費 17 17 0 医薬材料品
(11)修繕費 1,604 1,503 101 修理費
(12)印刷製本費 43 222 △ 179 封筒、施設ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ印刷費
(13)燃料費 1,197 1,470 △ 273 車両用、作業用機械等燃料
(14)光熱水料費 5,556 5,208 348 電気、ｶﾞｽ料金
(15)賃借料 1,054 1,103 △ 49 公益法人ｼｽﾃﾑ借上料等
(16)保険料 672 569 103 車両任意保険料等
(17)使用料及び手
数料

328 352 △ 24 駐車場、有料道路使用料等

(18)諸謝金 185 199 △ 14 講師謝金
(19)租税公課 4,398 4,595 △ 197 消費税、重量税、自動車税
(20)負担金及び補
助金

258 268 △ 10 産業活性化連絡協議会負担
金、公益法人協会会費等

(21)委託費 6,147 6,028 119 寝具洗濯業務委託料等
(22)退職給付金 1 1 0 存置科目
(23)諸費 60 90 △ 30 慶弔費
(24)寄付金支出 2,782 2,782 0

205 420 △ 215
1.ｷｬﾝﾌﾟ場施設管理
運営費

71 286 △ 215

(1)消耗品費 69 61 8 清掃用品等、消耗器材等
(2)修繕費 1 224 △ 223 ｷｬﾝﾌﾟ場各所修理費
(3)材料費 1 1 0 補修用材料費
2.ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｼﾞ管理運
営費

134 134 0

(1)通信運搬費 15 15 0 ﾃﾚﾋﾞ受信料
(2)消耗品費 102 102 0 清掃用品等
(3)修繕費 1 1 0 ｾﾝﾄﾗﾙﾛｯｼﾞ等修理
(4)材料費 1 1 0 補修用材料費
(5)光熱水料費 15 15 0 浴室等ｶﾞｽ代

1,847 2,251 △ 404
1.ﾌﾟﾚｲｿﾞｰﾝ管理運
営費

1,847 2,251 △ 404

(1)臨時雇賃金 281 295 △ 14 ｽｷｰｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（団体対応等）
(2)什器備品購入費 1 1 0
(3)消耗品費 1,163 1,395 △ 232 ｹﾞﾚﾝﾃﾞ消耗品費、ﾘﾌﾄｵｲﾙ等
(4)修繕費 1 170 △ 169 ﾌﾟﾚｲｿﾞｰﾝ各所修理
(5)材料費 30 30 0 ｽｷｰｹﾞﾚﾝﾃﾞ安全保護ﾏｯﾄ等
(6)燃料費 176 170 6 暖房用灯油等
(7)光熱水料費 12 7 5 ｽｷｰﾊｳｽｶﾞｽ代
(8)賃借料 182 182 0 自動券売機借上料
(9)委託費 1 1 0 存置科目

(3)ﾌﾟﾚｲｿﾞｰﾝ管理
費

説　　　　　　　明

(2)ｵｱｼｽｿﾞｰﾝ管理
費

目・節款・項

6
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本年度 前年度 比　較
千円 千円 千円

2.野外活動振興
費

4,182 4,103 79

(1)野外活動推進
費

4,182 4,103 79

1.野外体験学習事
業費

4,182 4,103 79

(1)職員手当等 260 255 5 宿直手当（ｼﾞｭﾆｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｷｬﾝ
ﾌﾟ）

(2)臨時雇賃金 257 549 △ 292 茜ｼﾞｭﾆｱｽｷｰｽｸｰﾙ指導員臨時雇
賃金、タフ育成塾企画委員ボ
ランティア賃金

(3)旅費交通費 99 176 △ 77 タフ育成塾関係者旅費

(4)通信運搬費 74 83 △ 9 郵送料

(5)消耗品費 380 394 △ 14 事務用消耗品

(6)印刷製本費 1 33 △ 32 タフ育成塾活動写真印刷

(7)保険料 455 356 99 ｽﾎﾟｰﾂ保険料

(8)使用料及び手数
料

265 77 188 保険登録手数料

(9)諸謝金 322 610 △ 288 ｼﾞｭﾆｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｷｬﾝﾌﾟ講師謝金

(10)食糧費 2,069 1,570 499 ｼﾞｭﾆｱﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｷｬﾝﾌﾟ食糧費

3.ｽﾎﾟｰﾂ事業推進
費

353 452 △ 99

353 452 △ 99

1.スキー大会費 353 452 △ 99

(1)消耗品費 249 304 △ 55 ｽｷｰ大会入賞賞品、ﾄﾛﾌｨｰ等

(2)諸謝金 44 88 △ 44 ｽｷｰ大会競技役員謝金

(3)食糧費 60 60 0 ｽｷｰ大会懇親会食糧費

4.ｲﾍﾞﾝﾄ事業費 862 860 2

862 860 2

1.特設ｲﾍﾞﾝﾄ事業費 862 860 2

(1)臨時雇賃金 314 312 2 春の茜まつり、秋の茜まつり

(2)消耗品費 33 33 0 ｲﾍﾞﾝﾄ用消耗品

(3)印刷製本費 472 472 0 ｲﾍﾞﾝﾄﾎﾟｽﾀｰ、ﾁﾗｼ印刷費

(4)賃借料 42 42 0 ｲﾍﾞﾝﾄ用品借上料

(5)委託費 1 1 0 存置科目

5.管理費 6,614 7,131 △ 517

(1)管理総務費 6,614 7,131 △ 517

1 一般管理費 6,614 7,131 △ 517

(1)報酬 5,530 5,530 0 常勤及び非常勤役員報酬

(2)職員手当等 219 329 △ 110 通勤手当

(3)福利厚生費 415 802 △ 387 厚生年金、社会保険料等

(4)旅費交通費 138 138 0 費用弁償（理事長、理事等）

(5)通信運搬費 2 2 0 郵便料

(6)消耗品費 2 2 0 事務用消耗品

(7)委託費 288 288 0 労務、社会保険手続業務委託

(8)会議費 20 40 △ 20 諸会議用

6.体育施設管理
費

281 380 △ 99
(1)茜ﾄﾞｰﾑ管理費 281 380 △ 99

1.茜ﾄﾞｰﾑ管理費 281 380 △ 99

(1)消耗品費 48 48 0 清掃用消耗品等
(2)修繕費 1 1 0 施設修繕費

(3)光熱水料費 180 279 △ 99 電気料金

(4)賃借料 12 12 0 警備ｼｽﾃﾑ再借上料

(5)使用料及び手数
料

40 40 0 汚泥抜取手数料

(1)ｲﾍﾞﾝﾄ事業推
進費

(1)ｽﾎﾟｰﾂ大会事
業費

款・項 目・節 説　　　　　　　明
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本年度 前年度 比　較
千円 千円 千円

7.固定資産取得
支出

1 1 0

1 1 0
1 固定資産取得支
出

1 1 0

(1)固定資産取得支
出

1 1 0

8.予備費 309 168 141
(1)予備費 309 168 141

1 予備費 309 168 141

(1)予備費 309 168 141 予備費

85,905 87,700 △ 1,795支出合計

款・項 目・節

(1)固定資産取得
支出

説　　　　　　　明

8
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令和元年度 一般財団法人サンビレッジ茜収益事業計画 

 

１ はじめに 

   令和元年度の収益事業についてはここ２年間の実績をもとに予算編成をしてお

りますが、公益事業と同様で売上については厳しい状況が見込まれます。しかしな

がら宴会などの食事だけの利用者や、施設以外で食事ができる宅配事業も徐々では

ありますが、弁当やオードブル等の注文もいただいております。前年度以上に利用

者には味・ボリューム・価格・雰囲気等についても満足していただける食事の提供

に努めます。 

  

 

２ 事業運営 

（１）清潔感に溢れ、質の高いサービスを提供するレストランづくりを行い、利用者の

満足感を高めます。 

（２）食事だけでも来ていただける独自のメニュー構成を行い、収益増に努めます。 

（３）米や野菜等の食材調達は可能な限り地元産品の利用に努めます。 

（４）食材及び食器等については、徹底した安全衛生管理を行い、食中毒の予防に努め

ます。 

（５）無駄のない食材管理を行い、経費削減に努めます。 

（６）各種団体の利用における野外炊飯においては、「安全な器材の取扱い方」・「後片

付け」の必要性や食事を作ることの楽しさを指導することで教育効果を高めます。 

（７）各種団体において、食物アレルギー者が増えているため、別メニュー等での対応

を行い、安全・安心な食事の提供に努めます。 
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令和元年度一般財団法人サンビレッジ茜収益事業予算  

 

（総則）  

第 1 条 令和元年度一般財団法人サンビレッジ茜収益事業予算は、次に定めると

ころによる。  

（収入及び支出）  

第 2 条 収入及び支出の額を次のとおり定める。  

 

収     入  

第１款 事業収入        １６，２５７千円  

第２款 雑収入          １，１１３千円  

第３款 手数料収入            ６千円  

第４款 繰越金収入            ０千円  

計 １７，３７６千円  

 

支     出  

第１款 事業費         １６，３７６千円  

第２款 固定資産取得支出         １千円  

第３款 繰出金            ８６０千円  

第４款 予備費            １３９千円  

計 １７，３７６千円  
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1．収入の部
本年度 前年度 比　較

千円 千円 千円
1.事業収入 16,257 17,501 △ 1,244
(1)販売収入 16,257 17,501 △ 1,244

1.ﾛｯｼﾞﾚｽﾄﾗﾝ収入 15,882 17,126 △ 1,244 一般食、団体食、ｲﾍﾞﾝﾄ収入
2.ｶﾞｲﾄﾞﾊｳｽ収入 375 375 0 菓子、ｷｬﾝﾌﾟ道具貸出収入等

2.雑収入 1,113 1,113 0
(1)雑収入 1,113 1,113 0

1.受取利息 1 1 0 普通預金利息収入
2.雑収入 1,112 1,112 0 ｲﾍﾞﾝﾄ時の大会景品等収入

3.手数料収入 6 6 0
(1)手数料収
入

6 6 0

1.受託販売手数料収入 6 6 0 コインロッカー収入

4.繰越金収入 0 0 0
(1)繰越金収
入

0 0 0

1.繰越金収入 0 0 0 繰越金収入
17,376 18,620 △ 1,244

2．支出の部
本年度 前年度 比　較

千円 千円 千円
1.事業費 16,376 16,720 △ 344

16,376 16,720 △ 344
1.ﾚｽﾄﾗﾝ管理費 16,376 16,720 △ 344
(1)給料 2,044 2,044 0 嘱託職員給料
(2)職員手当等 1,130 1,130 0 職員手当等
(3)臨時雇賃金 2,128 2,121 7 ﾊﾟｰﾄ、ｱﾙﾊﾞｲﾄ、臨時賃金
(4)福利厚生費 841 840 1 法定福利費
(5)旅費交通費 5 5 0 旅費交通費
(6)通信運搬費 5 5 0 切手代、電話代
(7)什器備品費 1 1 0 存置科目
(8)消耗品費 653 664 △ 11 ﾚｽﾄﾗﾝ関係等消耗品等
(9)商品費 513 513 0 木炭、着火剤、お菓子類等
(10)修繕費 50 50 0 厨房機器等修理費
(11)材料費 6,417 6,686 △ 269 食材費、酒類
(12)印刷製本費 1 52 △ 51 ﾚｽﾄﾗﾝﾒﾆｭｰﾁﾗｼ等印刷費
(13)燃料費 91 78 13 車両用燃料
(14)光熱水料費 346 346 0 ｶﾞｽ代
(15)賃借料 1,358 1,358 0 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ冷凍庫借上料等
(16)保険料 40 40 0 車両任意保険料等
(17)使用料及び手数料 10 10 0 諸証明発行手数料
(18)租税公課 407 407 0 消費税、法人税、自動車税等
(19)負担金補助及び交
付金

8 8 0 職員互助会活動補助等

(20)委託費 104 103 1 各種施設保守点検委託費等
(21)退職給付金 1 1 0 存置科目
(22)諸費 30 65 △ 35 諸費
(23)寄付金支出 193 193 0 寄付金支出

（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）
令和元年度 一般財団法人サンビレッジ茜収益事業予算明細書

収　　入　　及　　び　　支　　出

説　　　　　　　明

説　　　　　　　明

款・項 目・節

款・項 目

収　入　合　計

(1)事業総務
費

11
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本年度 前年度 比　較
千円 千円 千円

2.固定資産取
得支出

1 1 0

1 1 0
1.固定資産取得支出 1 1 0
(1)固定資産取得支出 1 1 0 存置科目

3.繰出金 860 1,577 △ 717
(1)繰出金 860 1,577 △ 717

1.一般会計繰出金 860 1,577 △ 717
(1)公益事業繰出金 860 1,577 △ 717 公益事業繰出金

4.予備費 139 322 △ 183
(１)予備費 139 322 △ 183

1.予備費 139 322 △ 183
(1)予備費 139 322 △ 183 予備費

17,376 18,620 △ 1,244

説　　　　　　　明款・項 目・節

支　出　合　計

(1)固定資産
取得支出

12
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報告第27号  

 

平成30年度一般財団法人筑豊勤労者福祉協会の決算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、平成30年度一

般財団法人筑豊勤労者福祉協会の決算を別紙のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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報告第28号  

 

令和元年度一般財団法人筑豊勤労者福祉協会の事業計画及び予算 

 

 地方自治法(昭和22年法律第67号)第243条の3第2項の規定に基づき、令和元年度一

般財団法人筑豊勤労者福祉協会の事業計画及び予算を次のとおり報告する。 

 

令和元年6月20日提出 

 

飯塚市長  片 峯  誠   
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令和元年度  事業計画  

 

基本方針  

 

今年度は、平成 28 年度に更新をした指定管理（ 5 年間）の 4 年目であり

ますが、飯塚市庄内温泉筑豊ハイツ再整備事業のため、宴会、宿泊等の営

業は 10 月末日をもって終了いたします。  

当施設をご利用していただくお客様へは、引続き安心してご利用してい

ただけるようサービス向上、おもてなしの充実に努めてまいります。  

１年後に迫った 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた、ナ

ショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設（車いすテニス）活用

事業については、日本車いすテニス協会と連携を図り、選手の強化合宿や

強化練習に取り組んでまいります。  

また、 5 月に開催されておりました、飯塚国際車いすテニス大会は、今

年度は 4 月に開催されます。昨年度から天皇杯、皇后杯が付与され、更な

る飯塚市の知名度アップと車いすテニス競技の普及発展に寄与してまいり

ます。  

宴会、宿泊等につきましては、10 月末日までの 7 か月間の営業ではあり

ますが、今まで利用していただきましたお客様への感謝の気持ちを持って、

最後まで営業努力を行い、サービス向上に努め、最後まで皆様に喜んでい

ただき、庄内温泉筑豊ハイツが皆様の心に残るよう努めてまいります。  

 

 (重点項目 ) 

１．運営方針  

①  宿泊・研修・合宿関係  

・天然温泉と美味しい料理を提供し、利用者が快適に過ごせる宿泊施設

として、リピーターの確保と新規顧客の開拓を行います。  

・地域の教育や教養の向上及び福祉や体育の振興のため、利用しやすい  

 料金体系により研修施設を貸し出します。  

・研修や合宿の安価なプランを提供することにより、幅広く多くの人の

宿泊と研修施設の利用促進を図ります。  

 

○  地域の企業等に対し施設紹介の活動  

○  大学・高校・中学及び企業や団体等に研修・合宿の案内  

○  宿泊施設の衛生管理を徹底し、清潔な環境とくつろぎの空間の提供  

   

  

②  宴会関係  

148



2 

 

・おいしい料理とおもてなしの心により、十二分に満足されるよう心が

け、繰り返し利用していただけるように努めます。  

・お客様のニーズを分析し、満足していただける宴会プランを開発し提

供します。  

 

○  安心・安全な食材を使用したおいしい料理の提供  

○  安価で利用しやすい宴会プラン等の提供  

○  四季折々の季節料理の開発と提供  

 

③  レストラン関係  

・ 2 ヶ月毎に季節に合った御膳を新聞広告に掲載、また旧伊藤伝右衛門

邸・コスモスコモン・公民館等の公共施設にチラシを継続的に配布し

ます。  

・気軽に利用できる安価なメニューを提供します。  

・筑豊緑地公園に隣接する立地条件を活かし、来園のレジャー客や大会

（野球・サッカー・テニスなど）等の関係者が利用していただけるよ

う掲示板の設置を行います。  

 

④  日帰り入浴  

日帰り入浴客に天然温泉（神経痛・疲労回復等の効能）で、日頃の疲

れを癒してもらえるように日々の清掃と衛生管理を徹底し、利用客に喜

んでいただけるよう努めてまいります。  

 

⑤  テニスコート関係  

当施設のテニスコートは、飯塚国際車いすテニス大会のメイン会場を

はじめ、筑豊地域はもとより遠方の地域より色々な大会の開催やテニス

合宿、一般利用など多くの人に利用されています。また、2020 年の東京

オリンピック・パラリンピックの車いすテニス競技強化施設としてスポ

ーツ庁から指定を受け、トップアスリートがメダルを目指せる練習環境

を提供します。併せて障がいをもった子供たちの車いすテニス教室も開

催され、車いすテニスの振興に寄与します。  

障がい者の利用及びスポーツ合宿（ 10 名以上）においては料金の補助

(コート及び照明使用料の半額措置 )を継続します。  

 

⑥  宣伝広告  

庄内温泉筑豊ハイツの知名度を上げるため、毎月、「市報いいづか」へ

の掲載やチラシの配布、メディア（新聞・インターネット等）の活用に

より、積極的に情報発信を行ってまいります。  
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２、経費節減  

効率的で健全な運営を行うため、必要のない経費は除き、経費の節減に  

 努めます。  

○  物品等を適正な価格で仕入れるため競争入札等を実施  

○  光熱水費等経費の徹底した節減  

○  利用客数に応じた適正なパート・アルバイトの配置による人件費の節  

  減  

○  効率的なマイクロバスの運用を図り、民間マイクロバス賃借料の節減  

 

３、施設の管理  

利用客に安全で満足していただける施設を提供するために、建物及び機  

 器類の適正管理を行い、常に安全で清掃の行き届いた良好な環境の提供に

努めます。  

 

○  建物については、施設の老朽化を最小限に食い止めるため、適切な保

全と定期的な清掃を実施  

○  機器類については、定期的なメンテナンスを実施  

 

４、職員の接遇及びコスト意識の向上  

利用客に満足していただけるよう、あいさつ、言葉使いに気をつけ、適

切なお客様対応など、職員の接遇を徹底します。また、健全な経営を行う

ため職員のコスト意識の向上を図ります。  

 

５、食の安全・安心  

利用客に安全で安心してお召し上がりいただけるように、食中毒やノロ

ウィルス等の感染等について日頃から注意を払い、衛生管理に努めます。  

 

６、その他  

飯塚国際車いすテニス大会のメイン会場として大会の運営に協力します。 

また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点活用事業として、 

市内中学生と車いすテニス選手との交流を進めるなど、地域貢献に取り組

みます。  
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正味財産増減予算

(単位　円)
科　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　減 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1.　経常増減の部
　(1)　経常収益
　　　基本財産運用益 1000 1000 0
　　　　基本財産受取利息 1000 1000 0
　　　事業収益
　　　　　会場使用料収入 3,500,000 9,301,000 △ 5,801,000
　　　　　宿泊料収入 14,220,000 29,960,000 △ 15,740,000
　　　　　　宿泊料収入 14,200,000 29,900,000 △ 15,700,000
　　　　　　宿泊超過料収入 20,000 60,000 △ 40,000
　　　　　飲食料収入 43,325,000 105,879,000 △ 62,554,000
　　　　　　料理収入 37,450,000 90,912,000 △ 53,462,000
　　　　　　飲料収入 5,875,000 14,967,000 △ 9,092,000
　　　　　奉仕料収入 5,757,000 13,562,000 △ 7,805,000
　　　　　付帯設備収入 2,548,000 6,622,000 △ 4,074,000
　　　　　　売店収入 125,000 380,000 △ 255,000
　　　　　　諸式手数料収入 151,000 400,000 △ 249,000
　　　　　　器具使用料収入 474,000 1,052,000 △ 578,000
　　　　　　テニスコート使用料収入 1,620,000 3,954,000 △ 2,334,000
　　　　　　自販機設置手数料収入 32,000 56,000 △ 24,000
　　　　　  冷暖房使用料収入 121,000 700,000 △ 579,000
　　　　　　ロッカー使用料収入 25,000 80,000 △ 55,000
　　　　　入浴料収入 2,301,000 5,500,000 △ 3,199,000
　　　 事業収益計 71,651,000 170,824,000 △ 99,173,000
　　　 強化拠点施設活用事業収益
　　　 　　強化拠点施設活用事業委託料収入 9,580,000 14,787,000 △ 5,207,000
　　　 雑収益
　　　　 預金利子収入 1,000 1,000 0
　　　　 雑収入 200,000 200,000 0
　　　 雑収益計 201,000 201,000 0
     　指定管理料収入 13,289,000 0 13,289,000
　　　 借入金収入 3,500,000 0 3,500,000
　　　経常収益計 98,875,000 185,813,000 △ 86,938,000

　(2)　経常費用
　　　事業費
　　　事業原価 (15,445,000) (39,109,000) (△ 23,664,000)
　　　　飲食物材料費 15,445,000 38,109,000 △ 22,664,000
　　　　　料理材料費 13,125,000 31,836,000 △ 18,711,000
　　　　　飲物食料費 2,228,000 5,906,000 △ 3,678,000
　　　　　売店材料費 92,000 367,000 △ 275,000
　　　　人件費 (53,593,000) (75,196,000) (△ 21,603,000)
　　　　　給料手当 23,136,000 33,290,000 △ 10,154,000
　　　　　労務費 15,600,000 33,540,000 △ 17,940,000
　　　　　退職給付費用 10,782,000 2,184,000 8,598,000
　　　　　中退金 204,000 308,000 △ 104,000
　　　　　福利厚生費 3,871,000 5,874,000 △ 2,003,000
　　　　その他事業費 (50,666,000) (50,666,000) (0)
　　　　　通信運搬費 270,000 451,000 △ 181,000
　　　　　減価償却費 110,000 110,000 0
　　　　　消耗什器備品費 0 100,000 △ 100,000
　　　　　消耗品費 3,490,000 7,893,000 △ 4,403,000
　　　　　修繕費 1,305,000 2,522,000 △ 1,217,000
　　　　　印刷製本費 40,000 200,000 △ 160,000
　　　　　燃料費 3,283,000 7,669,000 △ 4,386,000
　　　　　　重油代 2,495,000 5,829,000 △ 3,334,000
　　　　　　ガス代 637,000 1,490,000 △ 853,000

収 支 予 算 書
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(単位　円)
科　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　　減 備考

　　　　　　軽油等 151,000 350,000 △ 199,000
　　　　　光熱水料費 9,003,000 17,070,000 △ 8,067,000
　　　　　　電気代 6,787,000 12,870,000 △ 6,083,000
　　　　　　水道代 2,216,000 4,200,000 △ 1,984,000
　　　　　賃借料 1,103,000 3,055,000 △ 1,952,000
　　　　　保険料 267,000 400,000 △ 133,000
　　　　　租税公課 217,000 392,000 △ 175,000
　　　　　負担金補助及び負担金 10,000 10,000 0
　　　　　支払助成金 100,000 100,000 0
　　　　　委託費 3,210,000 6,833,000 △ 3,623,000
　　　　　宣伝広告費 200,000 800,000 △ 600,000
　　　　　営繕造園費 0 50,000 △ 50,000
　　　　　雑費 1,315,000 3,011,000 △ 1,696,000
　　　事業費計 163,971,000 163,971,000 0
　　　管理費 0
　　　　給料手当 636,000 1,006,000 △ 370,000
　　　　退職給付費用 181,000 20,000 161,000
　　　  福利厚生費 51,000 153,000 △ 102,000
　　　　中退金 4,000 4,000 0
　　　　会議費 100,000 100,000 0
　　　　旅費交通費 35,000 60,000 △ 25,000
　　　　通信運搬費 68,000 112,000 △ 44,000
　　　　減価償却費 9,000 9,000 0
　　　　消耗品費 90,000 202,000 △ 112,000
　　　　修繕費 41,000 78,000 △ 37,000
　　　　印刷製本費 10,000 50,000 △ 40,000
　　　　燃料費 50,000 115,000 △ 65,000
　　　　光熱水料費 247,000 466,000 △ 219,000
　　　　賃借料 87,000 240,000 △ 153,000
　　　　保険料 133,000 350,000 △ 217,000
　　　　諸謝金 10,000 10,000 0
　　　　租税公課 33,000 58,000 △ 25,000
　　　　委託料 240,000 510,000 △ 270,000
　　　　諸会費 180,000 310,000 △ 130,000
　　　　支払利息 1,000 1,000 0
　　　　雑費 35,000 80,000 △ 45,000
　　　管理費計 2,241,000 3,934,000 △ 1,693,000
　　　強化拠点施設活用事業費 9,580,000 14,787,000 △ 5,207,000
　　経常費用計 104,882,000 182,730,000 △ 77,848,000
　　当期経常増減額 △ 6,007,000 3,083,000 △ 9,090,000

　2.　経常外増減の部
　(1)　経常外収益 6,072,000 0 6,072,000
　　　退職給付引当取崩 6,072,000 6,072,000
　(2)　経常外費用 0 0 0
　　当期経常外増減額 6,072,000 0 6,072,000
　　当期一般正味財産増減額 65,000 3,083,000 △ 3,018,000
　　一般正味財産期末残高 65,000 3,083,000 △ 3,018,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　基金増減の部
　　当期基金増減額 0 0 0

Ⅳ　正味財産期末残高 65,000 3,177,125 △ 3,112,125

 5
152


